
「葵歴史のまちづくりグランドデザイン」パブリックコメント意見一覧

質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問１ ① ② ③ ④ ⑤ 質問２ ① ② ③ ④ ⑤ 質問３、４ ① ② ③ ④ ⑤

1
①そう
思う

静岡は東海道五十三次や徳川家康、その
他にも多くの歴史に関するまちだから。

①そう
思う

静岡は日本のどこからでも行きやすいま
ちであり、歴史文化もたくさんあり、何
よりも暮らしやすいと思うから。23年間
静岡で暮らしていて不便と思ったことが
ない。

月ごとに大きく注目されるイベントをやる（大道芸のよ
うな）静岡に住む人が誇りを持てるようなお店作り、呉
服町など80代の人が若かった時は盛えていたのに、今は
シャッター街が多く大型施設にしか人が集まらずにもっ
たいない。シャッターが開くように店を入れる。店の家
賃を下げる。駐車場使えたらいい。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

2
①そう
思う

①そう
思う

3
②やや
そう思
う

遺跡やお寺、神社など風情ある建物が複
数あるから

①そう
思う

静岡はとても住みやすいが、あまり知名
度がよくないのでこの取り組みは大事だ
と思ったから

洋服屋を増やす、のぞみを静岡にとまるようにする

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見やアイデアを参考に、
公民連携のもとで、まちづくりに取り組
んでまいります。

○

4
①そう
思う

駿府城とか浅間神社とか歴史的に有名な
ものがあるのでいいと思う

①そう
思う

駅から10～15分の場所に歴史が感じられ
る場所があるのは少ないと思うので活か
せたらいいと思う

若者とか誰にでもわかりやすい観光スポットとかあれば
いいなと思う

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

5
①そう
思う

今よりも活性化しそうだから
①そう
思う

方針３つとも大事だから SNSを使う

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。

○

デジタルの活用（SNS含む）は今後のまち
づくりでは不可欠なものと考えておりま
す。いただいたご意見を参考にまちづく
りに取組んでてまいります。

○

6
①そう
思う

まちを歩いて観光するだけで一日楽しめ
たらいいなと思うから

①そう
思う

地域のみんなが参加して、まち全体を盛
り上げることができるような視点だと思
うから

静岡市の呉服町通りなどのお店はどの年代の方も利用す
るので、案内をそこでしたり、県内の大学で宣伝するの
も効果的だと思う。静鉄のバスや電車の広告も目に入る
のでそのでの案内もあるといいと思う

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

グランドデザインの主役には、市民だけ
でなく、来訪者も含まれます。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせて頂きます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

7
①そう
思う

②やや
そう思
う

買い物以外でも静岡駅周辺に行けるようにできたらいい
です

歴史資源の活用やオープンスペースの活
用など、買い物以外の魅力も都心地区の
中では必要と考えております。いただい
たご意見やアイデアを参考に、まちづく
りに取り組んでまいります。

○

8
②やや
そう思
う

静岡県は徳川家康や駿府城といった歴史
にゆかりがあるから

②やや
そう思
う

歴史が好きな人はいいけど、あまり歴史
に詳しくない人、関心のない人、若者は
あまりインパクトがなさそう

静岡の人の良さや気候、暮らしやすさを広める

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

静岡都心地区の魅力に歴史的要素は大事
であると考えており、今後多くの方に理
解頂くことができるよう、いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせて頂きます。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

9
②やや
そう思
う

そういうまちになってくれればいいなと
思います

②やや
そう思
う

歴史を身近にということでそもそも歴史
に興味を持ってないのであれば施設を作
る必要な良いことだとは思えない

若者が歴史を興味を持つ機会を増やす、若者の人口流動
静岡にいようと思えるまちづくり

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

静岡都心地区の魅力に歴史的要素は大事
であると考えており、今後多くの方に理
解頂くことができるよう、いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせて頂きます。

○

貴重な歴史資源は存在するものの、多く
の方に静岡の歴史に興味を抱いてもらう
必要があり、そして、歴史の持つ奥深さ
について、学ぶ機会が充実していること
が重要です。このグランドデザインに若
者も含んでいるということを改めて追加
させていただきます。

○

10
①そう
思う

せっかく都心に歴史に関するものがある
のでそれを活かしつつ、歴史だけではな
く他にもワクワクするものができそうだ
から

①そう
思う

観光名所を増やす、素敵なお店を増やす

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

11
①そう
思う

県外から人が集まる都市になってほしい
から、県内から人が流出してほしくない
から

①そう
思う

駿河区の大谷高松地区の商業化を進めてほしい、映画
館、ボーリング等アミューズメント施設、ショッピング
モールなどホテルコストコ

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見やアイデアを参考に、
まちづくりに取り組んでまいります。

○

12
②やや
そう思
う

市民が歴史とともに暮らしている実感を
するまでが難しいように思うが、それに
より静岡を盛り上げようというテーマに
共感できるから

①そう
思う

静岡の歴史的価値を活用しながら、今住
んでいる人もこれから来る人にとっても
さらに価値を感じられるような方針だと
思ったから

湘南t－siteのようなものを作る。駿府城や静岡の街を眺
められるようにして、静岡の歴史コーナーのようなもの
を作る。人が集まって歴史を知ってもらう機会にする

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

歴史資源を活用しながら、人の流れや都
市空間を活かし、まちの価値を高めてい
くまちづくりを進めていきます。いただ
いたご意見やアイデアを参考に、まちづ
くりに取り組んでまいります。

○

13
①そう
思う

①そう
思う

近隣の商店街等の空き店舗を減らす、人が集まりやすい
ようにする

都心地区のまちづくりを進めていくと同
時に、地区周辺との関わり方も大切な考
え方であると思います。いただいたご意
見を参考に、歴史を知る機会の提供に取
り組んでまいります。

○

14
①そう
思う

あまり静岡の歴史を知らないから
①そう
思う

地元に住むこと、街の未来は若い世代が
つくりあげていかなければならないから

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。このグランドデザ
インに若者も含んでいるということを改
めて追加させていただきます。

○

15
②やや
そう思
う

京都のような都心全体が歴史ある町並
で、静岡特有の町並や景色がある暮らし
は観光的にも素晴らしいと思いますが、
今の静岡都心にはあまり歴史を感じず、
おまちの歴史をとりもどすには少し遅い
気がする

③どち
らとも
言えな
い

下記に加え、静岡の歴史とは何かと考え
た時に、特有の文化があまりぱっとしな
いので今から新しい歴史文化を作って
いった方がいい気がする。心地よく暮ら
しやすいには同意

静岡特有の朝ラーのような文化を作り出したり、更に発
展させることで観光に力を入れる。古民家改築、飛騨の
ような朝市、海外のクリスマス市など参考にイベントを
開催、人宿町あたりのアートやカフェ店のように周囲と
合わせた町づくり

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

「おまち」のファンになるための施策と
して、歴史以外の魅力づくりも大事な要
素と考えております。いただいた意見に
つきまして、今後の参考にさせていただ
きます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、特に公民連携によるイベントなど
の開催は不可欠なものとして、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。いただいた
ご意見を参考に、まちづくりに取り組ん
でまいります。

○

16
①そう
思う

独自の歴史も大切にしつつ、若者も集ま
る静岡であってほしいと考えるため共感
できる

①そう
思う

視点８のまちを使うについて、日頃オー
プンスペースが使われていることを目に
することが少ないので上手に活用して
いったら町はより賑わうと感じたため

静岡は街中のデパート以外、若者やカップルが遊べると
ころが少なく感じるため、県外からも人がくるような観
光スポットがあると楽しいと思う

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。この
グランドデザインに若者も含んでいると
いうことを改めて追加させていただきま
す。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

17
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

北街道、呉服町通り、浅間通りのシャッターを少なくす
ること、昔と比べてシャッター街になってしまっている
印象があるので何かお店が入れば人通りが増えて活気が
戻るのではないかと思う

駿府城の天守閣を想像でつくるのはやめていただきたい
です。それよりは出土品や発掘された石垣の保存、観光
ルートの構築をお願いしたいです。他県に一時いたこと
があるのですが、静岡ってなにがある？と聞かれて、何
もないと答えていました。市民にとってはあたりまえで
珍しさや独自性を感じられなくなっていたのも要因かと
思います。静岡市民が意外と知らない静岡市や他県にな
いものを発信していただきたいです。

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見やア
イデアを参考に、公民連携のもとで、ま
ちづくりに取り組んでまいります。

○

18
①そう
思う

静岡の良さを全国に広めていきたいため
②やや
そう思
う

おまちを体感できるイベントなどがある
とわくわくします

密にならないエリアでの（駿府城公園）飲食店の展開。
地元野菜のワインバルなど

渋谷区の代々木公園のようなイベントが集える場所に
なったら楽しいと思います

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】
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質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

19
①そう
思う

歴史文化と取り入れ後世へつないでいけ
る取組だと考えるから、また城下町で
あったことを大切にしていくことで地元
民のブランド創世にもつながると思う
し、にぎわいや活気がわくのではと思い
ました。

①そう
思う

自分の住んでいるところを盛り上げるた
めには、地元の住民が一番に楽しんで自
分の街を好きになって、こんなにいい街
に住んでいるんだ！という思うをもって
外に発信していかないといけないと思う
から、ファンになることと暮らしやすい
街をつくるというのは直結してると思う

実現が難しいかとは思うのですが、街もあたらしい開発
も進み、ときどき迷子になられている子供をよく見ま
す。駅前、大規模施設、交差点などにエリアごと音声で
案内できるデジタル掲示板？みたいなものがあるといい
かもしれないです。外からきた人に向けには観光ガイド
や３Dモデリングで昔のまちなみを再現するようなものが
ほしい

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

デジタルの活用は今後のまちづくりでは
不可欠なものと考えております。いただ
いたご意見を参考にまちづくりに取組ん
でてまいります。

○

20
①そう
思う

にぎわったら楽しいと思うから
①そう
思う

歴史に触れられる場が身近にあることで
幅広い層の人が楽しめる

静岡名物がそろっている飲食店街があったら楽しそう

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、静岡の食文化を活かし、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。いただいた
ご意見を参考に、まちづくりに取り組ん
でまいります。

○

21
①そう
思う

日頃の生活の中で歴史を身近に感じ住む
町により愛着を持てるようになりそうだ
から

①そう
思う

年齢問わず共通課題認識があることでコ
ミュニケーションが広がる、静岡愛がう
まれそう

自然と目に触れることができること、楽しむことができ
ること

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

22
①そう
思う

都心にお城があるのは珍しいのでそこを
中心に考えていくのはとてもいいと思っ
た

①そう
思う

県外から静岡に来た時、静岡市の観光ス
ポットが少ないかと感じていたため、そ
こを増やしていくのはとてもいいとお
もった

エリアを分ける（色彩など）、シャッターの取り付け禁
止（景観保持のため）、歩行者限定エリアをつくる（三
重のおかげ横丁みないな）、ワクワクする音楽を流す、
静岡駅と新静岡駅のつなぐ地下通路

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、「おまち」のファンになっていた
だくため様々な施策を位置づけていま
す。いただいたご意見を参考に、まちづ
くりに取り組んでまいります。

○

23
①そう
思う

登呂遺跡のような縄文時代の史跡をはじ
め、神社やお寺も有名な武将にまつわる
ものが多いため。また現在の模型の世界
都市といった静岡が力を入れている私た
ちの暮らしにかかわる分野も今までの静
岡の歴史を知ることでより強く静岡の魅
力として発信できると思うから

②やや
そう思
う

歴史に関心ある人たちにとっては、面白
そうだと感じます。静岡市の歴史博物館
ができたら行きたいです。歴史への関心
が薄い人が共感するためには方針２を
もっと強化した方がいいかと思います

歴史博物館ができたら戦国武将のゲームや刀剣のゲーム
とコラボして欲しいです

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

歴史を身近に感じられる取組は今後のま
ちづくりでは不可欠なものと考えており
ます。いただいたご意見を参考にまちづ
くりに取組んでてまいります。

○

24
①そう
思う

①そう
思う

25
①そう
思う

①そう
思う

26
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

27
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

28
②やや
そう思
う

歴史資源を活用して体験学習を通じて市
民や学生、観光客がつながっているとい
うことに共感できたため

②やや
そう思
う

小中学生などが楽しく静岡県の歴史につ
いて学ぶことができると思うから

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。このグランドデザ
インにこれからの時代を担う子ども世代
も含んでいるということを改めて追加さ
せていただきます。

○

29
②やや
そう思
う

駿府城でのイベントによりにぎわいがあ
ると思うから

①そう
思う

住みやすい＝まちのファンだと思うので
いいと思う

飲食店とのコラボイベント

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

30
①そう
思う

①そう
思う

31
②やや
そう思
う

駿府城があったり新しく今どきなまちに
なっているから

②やや
そう思
う

駿府城があったり新しく今どきなまちに
なっているから

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

32
②やや
そう思
う

歴史がある市だからこそ、過去を大切に
する姿勢はとてもいいと思う

②やや
そう思
う

都心に出た切り戻らない等、人口減少に
影響は住みやすさは理由があると思うの
で暮らしやすい町づくりには賛成です

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

33
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

34
①そう
思う

①そう
思う

35
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

36
②やや
そう思
う

静岡市に住んでいて歴史を感じたり誇り
に思ったりしたことはほとんどない、○
○跡地などをたまに見かけることもある
がイマイチ繋がらないが、ワクワクする
街にしたいのは共感できる

②やや
そう思
う

視点７つは分かったが、それぞれは抽象
的で何をするのかイメージがよくわから
ない。人口が減っているので方針３を
もっと強化して周辺市町村にアピールし
て転入者を増やした方がいい

歴史を感じさせたいのであれば歴史スポットなどまとめ
たものを駅に大きくシンプルに揚げたり広く市民にも周
知させる。また商店街全体でSNSを活用するなどして広く
話題にさせるなど

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

視点については、今後、具体的な取組み
としてさらに検討していく考えです。ま
た、各方針を具体的にイメージできるよ
うにイラストを追加します。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用していくとともに、多
くの方に静岡の歴史に興味を抱いてもら
い、歴史の持つ奥深さについて、学ぶ機
会が充実していることが重要と考えてお
ります。いただいたご意見を参考に、歴
史を知る機会の提供に取り組んでまいり
ます。

○

37
②やや
そう思
う

観光地がたくさんあるから

③どち
らとも
言えな
い

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

38
①そう
思う

活気ある街づくりが必要だと思うため
②やや
そう思
う

歴史と現代が融合するような街づくりが
いいと思う

観光スポットを増やす、歴史だけでなく現代的な観光ス
ポットがあるといいと思う。商業施設の充実

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用していくとともに、多
くの方に静岡の歴史に興味を抱いてもら
い、歴史の持つ奥深さについて、学ぶ機
会が充実していることが重要と考えてお
ります。いただいたご意見を参考に、歴
史を知る機会の提供に取り組んでまいり
ます。

○

39
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う
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質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

40
①そう
思う

駿府城などに関係するイベントやその場
についての学習のために小学生のころか
ら触れ合う機会がとても多かったのでと
もに暮らす誇りに共感できた

③どち
らとも
言えな
い

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

41
①そう
思う

①そう
思う

42
②やや
そう思
う

歴史を感じられるように景観が守られて
いると思うから

②やや
そう思
う

静岡市のファンが増え来訪者が増えたら
いいと思う

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

43
②やや
そう思
う

すべて新しくするのではなくき共存は大
事だと思う

②やや
そう思
う

まちの更新は大切だと思う

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

44
①そう
思う

世界中の人が静岡に魅力を感じてくれた
ら嬉しいから

①そう
思う

静岡県民も静岡に対してもっと知って魅
力を感じられたらいいと思う

ストリートピアノを置いてほしい

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、特に公民連携によるイベントなど
の開催は不可欠なものとして、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。いただいた
ご意見を参考に、まちづくりに取り組ん
でまいります。

○

45
①そう
思う

静岡都心は歩いて回れる場所にさまざま
な施設がある大変便利な所だと思ってい
る。さらに歴史文化を発信し、より楽し
く暮らせる場所になるのはとても嬉しい
ことだ

①そう
思う

県民だけでなく県外の人にも魅力を感じ
てもらいたいのでこの方針には賛成であ
る

店が少なく人足も少なくなってる場所を活用したイベン
ト等も考えてほしい

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、特に公民連携によるイベントなど
の開催は不可欠なものとして、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。いただいた
ご意見を参考に、まちづくりに取り組ん
でまいります。

○

46
①そう
思う

駿府の歴史を残しつつ活気あふれる静岡
へなってほしいと思うから

①そう
思う

静岡をより良い街にすることで地元静岡
に帰ってきたいと思える若者が増えてほ
しいから

流行りのお店を増やすだけでなく多くの世代に愛される
店を北街道にふやしてほしい

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。このグランドデザ
インに若者も含んでいるということを改
めて追加させていただきます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

47
①そう
思う

駿府城の歴史をもっと感じられる場所と
なってほしいから

①そう
思う

静岡を活気あふれる街にして若者をふや
してほしいから

若者がもっと興味も持つようなお店をふやしてほしい

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。このグランドデザ
インに若者も含んでいるということを改
めて追加させていただきます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。このグランドデザイン
に若者も含んでいるということを改めて
追加させていただきます。

○

48
②やや
そう思
う

駿府城や静岡市街地がメディアなどの影
響で注目されるようになったのと静岡県
の観光地が西と東で分散されていること
も多いため静岡市にも泊りで楽しめる都
市になってもらいたいと思います

②やや
そう思
う

静岡の地元企業などにもたくさんスポッ
トが当たる場所・空間作りはいいと思い
ます

静岡市の大型百貨店、ファッションビルなどが隣接して
歩ける距離同士にあるのがとても好きなことろなので空
き店舗やテナントなども有効活用していただければと思
います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

49
①そう
思う

歴史を大切にしつつ、みんなが住みやす
い場所、遊べる場所になったらいいと思
うから

①そう
思う

市民、事業者、行政ウィンウィンの関係
でいいと思う

駅周辺に来るにも車で来る人が多いので公共交通機関を
もっと使ってもらえるように工夫する。それかパーキン
グを増やす。来年の大河ドラマ、もっと静岡をアピー
ル、撮影してほしい

渋谷の宮下パークのようなものがほしい。スケートパー
ク、バスケコート、商業施設のようなもの、誰もが使え
て休憩できる場所

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

グランドデザインは市民・来訪者、事業
者、行政が連携しつつ、実現していく考
えです。いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせて頂きま
す。

○

都心地区のまちづくりでは、公民連携の
もとで取組む必要があり、交通事業者と
も連携が必要と考えます。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

50
①そう
思う

ワクワクする街は良いと思ったから
①そう
思う

静岡はいところがいっぱいあるのにあま
り知られていないから

駒形通りにバスを増やしてほしい、商店街があるので
知ってもらうため、猫がたくさんいる街にするとよい、
保護猫の観点より

大河ドラマもやるのでもっとアピールしたら歴史文化も
話題になる

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区のまちづくりでは、公民連携の
もとで取組む必要があり、交通事業者と
も連携が必要と考えます。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

51
①そう
思う

歴史を後世につないでいくことはいいこ
とだと思うから

①そう
思う

歴史を身近に感じるだけでなく時代に
あった暮らしをできることは良いことだ
と思うから

イベントを増やすことが効果的であると思う、イベント
の方が特別感があるため注目されたり、人々の交流が増
えると思う

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、特に公民連携によるイベントなど
の開催は不可欠なものとして、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。いただいた
ご意見を参考に、まちづくりに取り組ん
でまいります。

○

52
①そう
思う

歴史ある建物が静岡の活性化に活かされ
ていないのと、ワクワクする静岡になっ
てほしいから

①そう
思う

その９つの視点によって静岡が良くなっ
ていきそうだから

呉服町通りやその周辺に居酒屋は多いけどランチができ
るごはん屋さんが少なくセノバや駅で済ませてしまうの
で、おしゃれなランチができるお店が出来てほしいです

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

53
①そう
思う

歴史を取り入れることはいいと思う
①そう
思う

歴史が好きだから 商店街のシャッターしまっている店舗をなくす

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

54
①そう
思う

楽しそうだから
①そう
思う

いいと思う 若者向けの飲食イベント

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、特に公民連携によるイベントなど
の開催は不可欠なものとして、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。このグラン
ドデザインに若者も含んでいるというこ
とを改めて追加させていただきます。

○

55
①そう
思う

静岡に歴史がある県なので大切にしてい
くべきだと思うから

①そう
思う

自分がおまちのファンだから 銅像をつくる

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○
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「葵歴史のまちづくりグランドデザイン」パブリックコメント意見一覧

質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問１ ① ② ③ ④ ⑤ 質問２ ① ② ③ ④ ⑤ 質問３、４ ① ② ③ ④ ⑤

【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

56

③どち
らとも
言えな
い

おまちという言葉の違和感。おまち＝憧
れ、場所や姿は都心としての建物や雰囲
気はなんとなく理解できるが、そこに住
んでいる人・携わる人・生業としている
人が憧れの場所であることを認識理解
し、ふさわしい行動や活動をしようと
思ってくれているのか？そこに昔から住
んでいることを商売をいしていること自
体に優越感を覚えていないだろうか？そ
この本質をだれがどう変えようとしてい
るのだろうか？

③どち
らとも
言えな
い

視点７・８歴史と係り利用する視点　新
たなまちの再生にオープンスペースを
使ったりエリマネ手法による人の活動を
利用する点は理解できるが歴史の活用と
して場合その地域固有の伝統・風習・工
芸・祭り・伝承された民族芸能・街並
み・町名など歴史の伝統を反映された人
の活動を取りいれるべきと考えるがいか
がか

「おまち」には、静岡市民にとっての憧
れを象徴する意味も込められていますの
で、より多くの市民の方にご理解いただ
けるよう、いただいたご意見を参考に、
広く認知されるよう努めてまいります。

○

歴史を身近に感じる都心地区とすること
と、「おまち」のファンづくりとして五
感で楽しめる機会を提供することは、と
もに関係する市民の方や事業者の方との
連携のもとで取組む必要があると考え、
それらをグランドデザインの主役となっ
て活動していきたいと考えています。い
ただいたご意見につきましては、今後の
参考にさせていただきます。

○

57
⑤そう
思わな
い

本来静岡は歴史の街ではない。雄大特異
な歴史遺跡がほかの都市に比べて必ずし
も多いわけでもない。身の丈に合った都
市づくりを目指すべきで過剰な演出は慎
む方がいいと思う

⑤そう
思わな
い

歴史に重点を置いた都市つくりを目指し
ても、萩津和野クラス以下のブランド力
しか得られない。また新たなイメージの
先進都市から大きくはずれてしまって将
来性に全く乏しい都市に埋没してしまう
のではないか

今までに残っている主要なレガシーを大切に守りつつ、
昭和戦後の静岡特有の市街の特徴を色濃く残し輝かせる
ことができないものかと切に願ってる

徳川家康隠居の時代の駿河、これは世界に誇れる都市
だったのではないか、自給自足をAIの時代に再現できる
ような卓抜なアイデアこそが新しく求められるべき。し
ずおかまちづくりセッションで以前何回か市長に質問に
合わせ意見を申し上げたことがあり、２０年後を輝く先
進国にしたく候

グランドデザインは都心地区で目指すま
ちの姿を定め、一つの方向性のもとで一
体的にまちづくりを進めていくことを目
的としています。その中で、できること
を一つずつ取り組んでいくことが大事で
あると考えています。このグランドデザ
インが目指すべき方針を具体的にイメー
ジできるようにイラストを追加します。

○

静岡都心地区の魅力に歴史的要素は大事
であると考えており、また、「おまち」
のファンを増やし、や心地よく暮らしや
すい都心づくりに取り組むことで、将来
性のあるまちづくりが実現できるものと
考えてます。このグランドデザインが目
指すべき方針を具体的にイメージできる
ようにイラストを追加します。

○

徳川氏・今川氏の歴史資源だけでなく、
文化資源として多くの魅力が都心地区に
存在しており、それらを強く意識した中
で、まちづくりを進めていく考えとなり
ます。いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせていただき
ます。

○

58

④あま
りそう
思わな
い

歴史とともに暮らすと言ってしまうと静
岡都心在住者のみが対象と受け取られて
しまうから。暮らす→過ごすに変更して
はどうか

④あま
りそう
思わな
い

心地よく暮らしやすいと言ってしまうと
静岡都心在住者のみが対象と受け取られ
てしまうから。暮らしやすい→過ごしや
すいに変更してはどうか

まちは劇場の一環でやっているのだと思うが、大道芸を
やっているのが同じ人・演目ばかりで飽きるので大道芸
ワールドカップ期間以外にも市外からパフォーマー来静
しやすい仕組みができるとよい

プロスポーツの試合を静岡都心のパブリックビューイン
グで観戦できるようにしてほしい

暮らすという考えの中には、過ごしやす
さという意味も込めており、来訪者の方
や事業者の方にとっても、都心地区の魅
力を感じて頂けるようなまちづくりを考
えています。暮らすという表現が誤解を
招かないように解釈を追加させていただ
きます。

○

暮らすという考えの中には、過ごしやす
さという意味も込めており、来訪者の方
や事業者の方にとっても、都心地区の魅
力を感じて頂けるようなまちづくりを考
えています。暮らすという表現が誤解を
招かないように解釈を追加させていただ
きます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、特に公民連携によるイベントなど
の開催は不可欠なものとして、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。いただいた
ご意見を参考に、まちづくりに取り組ん
でまいります。

○

59
①そう
思う

静岡には他地域に比べても誇らしい歴史
文化がある。しかしそれらを有効に活用
していない

①そう
思う

温暖な気候、専された地産物、素晴らし
い景観、どっぷりとつかりすぎている

歴史的な流れ（今川を含めてそれ以前）ビジュアル化す
る、博物館の建物だけでなく市内のポイントぽごとにモ
ニュメントオブジェを作る

旧安倍川の流れ、薩摩の由来。万葉時代の静岡の姿、教
育の現場で教える

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用していくとともに、多
くの方に静岡の歴史に興味を抱いてもら
い、歴史の持つ奥深さについて、学ぶ機
会が充実していることが重要と考えてお
ります。いただいたご意見を参考に、歴
史を知る機会の提供に取り組んでまいり
ます。

○

60
①そう
思う

特に駿府城公園付近はこの20年で大きく
変わったと思います。まだまだ変化して
いける場所であり、おまちの中でもどの
年代でも楽しめる場所であることから、
一番の可能性を秘めている場所として将
来が楽しみな人が多いと思います

①そう
思う

子供の頃から歴史を身近に感じ、若い世
代もおまちといって遊びに行ける場所で
あり、子育て世代、シニア世代もいつま
でも暮らしやすい場所としての価値づけ
に有効であるから

セグウェイによる街中散策の道路、歩道の整備、または
レンタル自転車、変わり自動車の活用によりGD対策エリ
アを観光しやすくする。駿府公園には一年中見ごろの花
があるので地域地元の人にも憩いの場の価値を高めてい
けるようにする

駿府城公園の価値づけを強化すること。青葉公園、浅間
通り商店街を活性化することが20年後の都心再生の鍵に
なると思う。誰もが暮らしやすいコンパクトシティとい
う強みを生かし様々な暮らしやすい静岡の文化を残しつ
つ新たに多様化に向けて変化していくときだと思います

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。このグランドデザ
インにこれからの時代を担う子ども世代
や若者も含んでいるということを改めて
追加させていただきます。

○

デジタルの活用や新技術の活用は、今後
のまちづくりでは不可欠なものと考えて
おります。また、都心地区内にある公的
資産やオープンスペースなどを公民一体
となり質を高めていくことが必要と考え
ています。いただいたご意見を参考にま
ちづくりに取組んでてまいります。

○

61
①そう
思う

ワクワクしたいから
①そう
思う

歴史を大切にしつつ、先端技術にもとり
いれていく視点がいいと思う

現在の取組を計画的に実行することができれば十分だと
思うますが、SDGｓにも少し取り組んだ方がいいと思いま
す

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

デジタルの活用や新技術の活用は、今後
のまちづくりでは不可欠なものと考えて
おります。いただいたご意見を参考にま
ちづくりに取組んでてまいります。

○

SDGsの取組みは静岡市でも積極的に取り
組んでおり、グランドデザインにおいて
も多くの分野で関連していくものと考え
ています。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

62
①そう
思う

ポジティブな言葉だから
①そう
思う

市民に意見を求めるにあたり、複数の選択肢を掲示する
など何か工夫がないと回答しづらい気がきます。これで
いいか他になにかあるか聞かれても一般の市民にとって
はわからないとなってしまう。特にGDという抽象的な事
柄はなおさら。具体例を分かりやすく示し市民をまきこ
む方法があればいいと思います

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見やアイデアを参考に、
まちづくりに取り組んでまいります。

○

63
②やや
そう思
う

自分自身が静岡の歴史をもっと知りたい
②やや
そう思
う

古い物事と新しい物事、技術の融合が見
れそうなので

幅広い世代がら意見の集め方、周知のやり方を今の時代
に合ったやり方で行ってください。人、障害のある方た
ちへの配慮も必要

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

多くの方がまちづくりの主役となり、新
たな制度や技術等も取り入れながら、ま
ちづくりに取り組んでまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

64
①そう
思う

静岡には他県に誇る歴史建物が多く現存
していて県民自身がそれらを大切に誇り
に思う気持ちや行動は必要だと感じてる
から

②やや
そう思
う

視点2.3.5.6.9について具体的にどのよう
な取組をするのかイメージしづらい

静岡といえば、家康→駿府城というイメージを抱く人が
多いと思う。その割に周りの景観が整っていないように
感じる。なのでお堀の水をきれいにした方がいいと思
う。静岡の人口減少の原因として若者が楽しめる場所が
少ないことがあると思う。なので若者が遊びに行ける場
所があると嬉しい。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針に基づく取組みの視点については、
今後、具体的な取組みとしてさらに検討
していく考えです。また、各方針を具体
的にイメージできるようにイラストを追
加します。

○

貴重な歴史資源は存在するものの、市民
の関心や認知度は低い状況であるため、
まずは歴史に興味を抱いてもらう必要が
あり、そして、歴史の持つ奥深さについ
て、学ぶ機会が充実していることが重要
です。このグランドデザインに若者も含
んでいるということを改めて追加させて
いただきます。

○

65
①そう
思う

歴史にはその土地ならではの価値がある
財産だから、それを生かすまちづくりは
とてもいいと思う。

①そう
思う

静岡市のよさとこれからの市民の需要を
満たすために必要な視点だと思う

市民を取り組むイベントやHPでの声掛けなどが必要だと
思う

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区のまちづくりでは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あり、特に公民連携によるイベントなど
の開催は不可欠なものとして、「おま
ち」のファンになっていただくため様々
な施策を位置づけています。いただいた
ご意見を参考に、まちづくりに取り組ん
でまいります。

○

66
①そう
思う

普段街中で歴史を感じるスポットがあま
りないと思うのでもっと発信していける
ものがあってもいいと思う

①そう
思う

街中で四季や歴史を感じられ長時間いた
くなるまちなみ形成はいいと思う

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

67
①そう
思う

②やや
そう思
う

68
①そう
思う

①そう
思う

69
②やや
そう思
う

静岡の町は歴史を有る徳川家康が築いた
城下町である、歴史資料館　歴史を学べ
る

②やや
そう思
う

駿府城公園の天守台、公園の整備 静岡へ人を呼び込む都市機能の更新

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

3つの方針によるまちづくりによって、市
民だけでなく、来訪者などにも静岡都心
地区の魅力を感じて頂けるようにしたい
と考えております。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

70
②やや
そう思
う

静岡市の中心街を活性化するためにまち
に行きたくなるようなしくみをつくって
ほしいから

④あま
りそう
思わな
い

暮らしやすいことは共感できるが歴史を
中心にまちづくりを行うことにイメージ
が湧きづらい

中心街でのイベント等をもっと効果的にアピールしては
どうか、郊外に住む人にはわざわざまちへいく理由がな
くなってきている。イベントをしてないわけではないの
でうまく伝えられたらと思う

葵区GDは対象とする人が誰なのかわかりずらい。外から
人を集めたいのか、今暮らしている人の生活を豊かにし
たいのか明確ではない気がする

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

貴重な歴史資源は存在するものの、市民
の関心や認知度は低い状況であるため、
歴史の価値を認識してもらう取組を進め
てまいります。また、各方針を具体的に
イメージできるようにイラストを追加し
ます。

○

3つの方針によるまちづくりによって、市
民だけでなく、来訪者などにも静岡都心
地区の魅力を感じて頂けるようにしたい
と考えております。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

71
②やや
そう思
う

昔ながらの静岡らしさを大切にしつつ、
若い世代が暮らしやすくアップデートし
ていくことには共感できますが、歴史文
化のために新しい施設・箱ものをつくる
ことには違和感があります

②やや
そう思
う

下記のように視点1～3は効果が疑問で
す。興味ない人はそもそも足を運ばない
のではないでしょうか。もともとある公
園やホールなどでイベントの方が効果的
だと思う

市民としておまちというち呉服町や紺屋町ですが近年は
チェーン店ばかりでさみしい思いをしています。商店街
に若い人にとって魅力ある静岡らしいお店を増やすため
に条件に合う出店者や企業に対してテナント料を補助す
るなど若手経営者を応援できる取組で素敵なお店をふや
してほしい

新たに作るものだけではなく、今ある資
源を更新し、価値を高めていく必要があ
ると考えています。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

歴史に興味を抱いてもらうことが必要が
あり、歴史の持つ奥深さについて、学ぶ
機会が充実していることが重要だと考え
ています。いただいたご意見を参考に、
歴史を知る機会の提供に取り組んでまい
ります。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○
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【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

72
②やや
そう思
う

歴史の誇りをもって暮らせるまちづくり
は良いと思うが、子供たちが自然と歴史
に興味が持てるような取組が必要だと思
う

①そう
思う

方針は共感できるので具体的にどのよう
に取り組むか楽しみ

子供たちが静岡のまちに興味を持つような授業やイベン
ト

歴史に興味を抱いてもらうことが必要が
あり、歴史の持つ奥深さについて、学ぶ
機会が充実していることが重要だと考え
ています。このグランドデザインにこれ
からの時代を担う子ども世代も含んでい
るということを改めて追加させていただ
きます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

子どもたちを含め、多くの方がまちづく
りの主役となり、まちづくりを進めてい
くことが重要だと考えています。このグ
ランドデザインにこれからの時代を担う
子ども世代も含んでいるということを改
めて追加させていただきます。

○

73

④あま
りそう
思わな
い

おまちという言葉の違和感を覚えます。
おまちへ行くというのは、話言葉で使う
のはよいと思いますが、山間部の方たち
はどのような気分になるのでしょうか。
テーマにするなら、歴史とともに暮らす
誇りを感じ、ワクワクするような知の発
見を、の方がいいと思います。どうして
も使いたいならおまちではなく、街の方
がいいと思います。とにかくおまちは使
いたくないですね。

④あま
りそう
思わな
い

方針１と視点1～3はOK。方針３と視点7～
9はOK。ただし視点のまちを漢字の街に直
す。しかし方針２は視点4～6の内容を見
ると、おまちではなく静岡か静岡市の
ファンにすべきです。おまちの説明があ
りますが、わざわざ説明をしなければな
らない、文言が言わずにシンプルにすべ
きですね。とにかくおまちという表現
は、ウケ狙いで下世話で品がありません
ね。

静岡市（駿府・府中）の歴史の原点は徳川家康にありま
す、徳川家康がつくりあげた武家政治の集大成として260
年という平和な社会を作り上げた功績を評価して、江戸
時代の歴史と政治、庶民の文化・芸術、商業と経済、交
通と物流、宿駅制度などが、街を歩くことで家族で、
カップルで楽しく学びながら理解できる、そのような街
づくりをすべきでしょう。だから知の発見を。としたの
です。

市内の義務教育(小中学校)で、徳川家康の遺訓を学び唱
和することによって、自身の生き方についての学習活動
の体現ができます。静岡市民もこの徳川家康の遺訓を知
らない方がたくさんいますので市役所での議会でも各種
団体でも集まりの初めに唱和することも大切だと思いま
す。山口県萩市では吉田松陰の言葉を教えを、小中学生
が毎日唱和して理解に努めています。これは決して思想
教育でもないし人間学としての地方色を生かした教材だ
と考えます。

「おまち」には、静岡市民にとっての憧
れを象徴する意味も込められていますの
で、より多くの市民の方にご理解いただ
けるよう、いただいたご意見を参考に、
広く認知されるよう努めてまいります。

○

「おまち」には、静岡市民にとっての憧
れを象徴する意味も込められていますの
で、より多くの市民の方にご理解いただ
けるよう、いただいたご意見を参考に、
広く認知されるよう努めてまいります。

○

徳川氏・今川氏の歴史資源だけでなく、
多くの文化資源等も存在しており、それ
らが都心地区の魅力になっています。一
方で、市民の関心や認知度は低い状況で
あるため、まずは歴史に興味を抱いても
らう必要があり、そして、歴史の持つ奥
深さについて、学ぶ機会が充実している
ことが重要と考えております。いただい
たご意見を参考に、歴史を知る機会の提
供に取り組んでまいります。

○

75
②やや
そう思
う

団塊世代をふくめ20年後にはますます少
子高齢化が進むと思われるので大事な
テーマである

①そう
思う

おまちみこし（盆ダンス）をふくめ、子
供たちに対する歴史文化をそなえつけて
いる(イベント)のが現状引き続き取り組
んでいく。歴史・文化、都市・再生を
テーマにGD案に賛成です

歴史文化を学校で取り上げていく。青葉シンボルロード
をどうするか、まず常盤テラスを考え拡大していく

イベント企画（歴史文化）こどもみこし、おおみこし、
みこしの文化を！　名店街中心に練り歩く、都市再生。
まるちゃん静岡音頭中心に子供たちも大人も盆踊りの文
化を！

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。このグランドデザ
インにこれからの時代を担う子ども世代
も含んでいるということを改めて追加さ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

76
①そう
思う

特に方針１を色濃く打ち出してくことが
のぞまれます。例えば、発掘完了した駿
府城天守台等、その内容を市民に広く周
知する
ことも必要ではないでしょうか。

①そう
思う

但し、重点をしぼって、総花的にならな
いように取り組んでいっていただきた
い。

それぞれにおいて「こうすれば」「こうなるはずだ」と
いうステップを明確に示していくことが必要ではないで
しょうか。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
各取組に際しては、特性・課題を明らか
にした上で、具体的な目標を示し、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

77
①そう
思う

20年後には駿府城天守閣が出来ていると
おもうから。

①そう
思う

20年後、天守閣を中心に町が活性化して
行くとおもうから。

20年後に、成人・社会人となる、今の就学児童・学生か
らも即戦力としてプロジェクトチームを立ち上げる。

単発で終わる企画ではなく、ずっと追いかける企画にし
てほしいので、ぜひ！ラジオでも追いかけさせて欲しい
と思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

多くの方がまちづくりの主役となり、ま
ちづくりを進めていくことが重要だと考
えています。いただいたご意見を参考
に、歴史を知る機会の提供に取り組んで
まいります。

○

78
①そう
思う

今川氏～徳川への戦国時代から江戸時
代、その礎があるからこそ、静岡の今が
ある。歴史を日常におとしこみ、生活す
ることは魅力的だとし、市内外にもっと
アピールしていってほしい。(県外、海外
にも)

②やや
そう思
う

受け身、保守的な市民性を活動の担い手
へと参加しやすくする工夫が必要だと思
う。

・受け身、保守的な市民性を活動の担い手として参加し
やすくする工夫
・静岡駅に降りた時から感じさせる城下町の雰囲気作り
・現在、町名碑がひっそりあり、歴史好き以外には気づ
かれない。全体像を説明するもの、その町名碑のたつ場
所へのアピールが必要

・市内に住んでいる者以外に分かりづらい案内表示。駅
から迷わせないような、わかりやすい案内表示＋歴史を
感じさせるものをプラスさせる。
・病院を都心に集約とあるが、交通手段、駐車場のさら
なる工夫が求められると思う。
・無料Wi－Fi環境は現時点でよくない。一層の整備を求め
る。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

多くの方がまちづくりの主役となり、ま
ちづくりを進めていくことが重要であ
り、今後は都心地区内にある公的資産や
オープンスペースなども活用しながら、
まちの価値を高めていくまちづくりを進
めていきます。また、いただいたアイデ
アの一部をグランドデザインに反映させ
ていただきます。

○

79
①そう
思う

自らの街の歴史を知ることで興味がわ
き、地域への愛着や誇りが生まれてく
る。また、その気持ちや考えが自然に来
訪者への静岡の魅力を伝える力になるか
ら。 ①そう

思う

視点２・３・４の歴史資源の活用や空間
づくりの観点から、地域各所に眠ってい
る歴史資源(町名の由来、石碑の保存、
等)を説明する碑文や案内板などをもっと
増やしていく。その際、静岡市らしい統
一したロゴ(例えば、「大御所の愛した
街・静岡」のような)やマークを使って中
心市街地の歴史や文化を大切にしている
姿をアピールしたい。

静岡駅北口と国道１号線を渡って市街地に出るための再
整備計画を作成してほしい。以前より、駅から降りて、
中心市街地・駿府城址公園・新静岡駅、等へ行くのが分
かりづらいという問題を、何十年も放っておいてきた。
国道１号線の地上横断(静岡駅２階より国道１号線をまた
いで、紺屋町・呉服町方面、御幸町・伝馬町方面に降り
てくるペデストリアンデッキ)計画に向けて、今こそこの
課題の検討を始めていただきたい。

①現在、御幸町伝馬町再開発事業が進んでいます。静岡
駅北口～松坂屋前地下道～御幸町伝馬町再開発ビル～新
静岡駅方面にむけての通行の改善を要望いたします。荷
物を持った来訪者・小さなお子様連れのお母さん・階段
を歩きにくい高齢者など、歩きやすいバリアフリーを早
急にご検討ください。
②けやき通りのインターロッキングが傷んでおります。
舗装の改修をお願いします。
③御幸町鷹匠２号線の電線地中化と歩道の整備の早期着
工を希望いたします。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

歴史に興味を抱いてもらう必要があり、
そして、歴史の持つ奥深さについて、学
ぶ機会が充実していることが重要と考え
ております。いただいたご意見を参考
に、歴史を知る機会の提供に取り組んで
まいります。また、いただいたアイデア
の一部をグランドデザインに反映させて
いただきます。

○

人の流れ、回遊等はウォーカブルなまち
づくりの視点からも、重要と考えます。
都心地区のまちづくりは、市民や事業
者、行政が一体となって取り組む必要が
あると考えているため、しっかりと連携
のもとで取組んでいきたいと考えます。
いただいたご意見を参考に、まちづくり
に取り組んでまいります。

○

80
②やや
そう思
う

「歴史」「誇り」は共感するが、20年後
を「ワクワク」ってのは何故か？

②やや
そう思
う

方針１と２については良いが、３の暮ら
しやすいは何故か？ここで「心地良くワ
クワク」の方が判りやすいと思う。おま
ちで「暮らしやすい」って表現は？？

先ずは、義務教育課程での歴史教育のカリキュラム化。
歴史資源・文化資源の無料体験会の実施。社会人の学び
直し機会の創出など。

「シビックプライド」大好きな言葉です。このまちを学
び（知る、聞く、触れる、感じる）、理解し、誇る気候
温暖、風光明媚、何でもあるこのまちの人たちは「静
岡？何にも無いですよ」じゃあ生き残れない！

20年後の都心地区が、市民や来訪者など
にとって魅力ある場となっていることを
ワクワクで表現しています。いただいた
ご意見につきましては、今後の検討の参
考にさせていただきます。

○

都心地区は様々な都市機能が集積し、多
くの市民の方とともに多くの来訪者が訪
れる場となっています。そうした都心で
あるために、歴史・文化の趣を感じ、快
適で利便性の高い場を提供していく必要
があると考えています。暮らすという表
現が誤解を招かないように解釈を追加さ
せていただきます。

○

歴史に興味を抱いてもらう必要があり、
そして、歴史の持つ奥深さについて、学
ぶ機会が充実していることが重要と考え
ております。いただいたご意見を参考
に、歴史を知る機会の提供に取り組んで
まいります。

○

74
①そう
思う

歴史文化町つくりを考えるとき、まず
しっかりと静岡の歴史文化、産業を勉強
しなければならないと思う。弥生、縄文
時代から中世、現在まで歴史に残る遺
跡、文化、芸術、工芸、産業と多種多様
あり、これほどある静岡市は全国一で
あったが、これらの物を充分活かせてな
い中途半端で発信力が弱く、観光、産業
に生かされてない。城下町、文化、芸術
の町、歴史ある地上産業の町のポイント
をしっかり決めないと発信力のない町に
なる。こられを含んだ町つくりは静岡市
民のシンボルとして、駿河の国、駿府、
駿府城再建が今後の静岡の観光、産業、
住みよい町、人口減少止まりにつながり
発展すると思う。近年世界史、日本史を
塗り替える資料が発見され、世界の歴史
家が戦争のなかった日本の江戸時代に注
目、徳川家康の存在を高く評価してい
る。家康公の住んだ町、世界史に残る駿
河の国駿府は有名になると思う。その時
代の駿府城下町は、優れた伝統工芸、産
業が全国から駿府に集まり、現場産業が
盛んになり城下町の経済、政治を支え
た。特に地場産業は十七品種もあり近年
まで静岡市民の生活を豊かにして財政を
支えた。これだけ多い地場産業があった
の全国で静岡だけであった。しかし詮議
いろいろ事情があり地場産業が衰退し
た。その原因は、地域性、政治力の貧弱
だと思う。過去は農産物、お茶、みかん
（小坂、麻機産の青島みかん）久能いち
ご、有東木のわさび、水産物、その他全
国一多かった。駿府城の再建によってこ
れからの地場産業の復活から新しい産業
が生まれ、又静岡市の発信力が強くな
り、世界にアピール、観光業、産業の発
展、人口減少を止め、町が活性化される
と思う。人口減少の時代、減少は発展阻
害の最大の要因、産業を生み出し住みよ
い心豊かな町にしたいものです。

徳川氏・今川氏の歴史資源だけでなく、
多くの文化資源等も存在しており、それ
らが都心地区の魅力になっており、現在
の静岡市発展の歴史そのものでもありま
す。20年後の姿『歴史とともに暮らす誇
りを感じ、ワクワクする「おまち」』を
目指しまちづくりを進めてまいります。
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○
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質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

81
①そう
思う

駿府ウェイブの会員として、観光ボラン
ティアガイドをしていますが、静岡の歴
史資源の豊富さを実感していて、静岡市
の貴重なセールスポイントですので、
「歴史文化」資産を、都市財産として活
用する方針に共感します。

①そう
思う

“豊富な歴史資源”の活用には、我々市
民が“身近に感じる”“ファンになる”
“心地よく暮らしやすい”の三つの方針
は、各種関連施策の効果を上げ、継続・
発展させるための基本となることですの
で、いずれも、その通りと思います。

「歴史文化」資産を、都市財産として活用することを、
エリアを静岡都心に限定せず、清水と草薙・東静岡地区
を含む、静岡市全域を対象に、共通テーマの一つとして
施策を実行するべきと思います。

拝観料等による自主維持管理では難しいお寺や各地区で
設置した由緒説明版が読めなくなっているところが多く
あります。是非、９つの視点の各種新規施策として、歴
史文化資産史跡の整備(説明版・案内表示)・維持管理(清
掃)を、行政として積極的に確認し実行の補助をして頂き
たいと思います。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

グランドデザインは静岡都心地区での考
え方となり、清水や草薙・東静岡地区で
もそれぞれの特性を活かしたグランドデ
ザインが構想されており、各エリアでの
方向性も考慮した上で、本グランドデザ
インを策定しています。また、いただい
たアイデアの一部をグランドデザインに
反映させていただきます。

○

82
①そう
思う

どの都市にも他に誇れる歴史文化はある
と思うが、それを市民や観光客が分かり
やすく解説した施設は必要で、そうした
ものがしっかりとある都市は、今後静岡
を訪れたい観光客を強力に引き込むため
のアイテムとして重要であり、目指す姿
として共感できる。一方、東静岡や清水
の中心市街地も副都心としてまちづくり
をすすめたいスポットエリアとして静岡
全体の豊かさを示す重点都心として整備
したい。

①そう
思う

これからのまちづくりを考えると、移住
者を意識した“まち”を考えるべきと思
うが、静岡市の良さは何より“暮らしや
すい”であるから、その優位性を最大限
に生かし、又それを伸ばす取組みが大切
と思う。中心市街地が、ゆったりのんび
り過ごせる“いこい”の空間となるよう
に、利便性の向上、安心安全、文化的活
動が盛んに行われる等アーティストが集
まってくるような施策を行いたい。

都市再生をテーマとして考えた時、多くの人が集まり、
様々な活動が行われることで、それがまちの賑わいとな
るのだから、商業のあり方は時代によって変化してゆく
ものとして、一定のサポートにとどめ、一方で自らの活
動をアピールしたい人の発表の場として空店舗を有効活
用することをすすめてはいかがかと思う。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

多くの方がまちづくりの主役となり、ま
ちづくりを進めていくことが重要である
と考えております。いただいたご意見を
参考に、今後の検討の参考にさせていた
だきます。

○
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①そう
思う

駿府の時代より歴史がある静岡という場
所に、市民がもっともっと興味をもって
愛してくれれば、静岡の「おまち」は発
展すると思うからです。

①そう
思う

静岡の歴史をテレビやラジオ等メディア
によって発信し、「おまち」を買い物し
やすく、魅力のあるものにしていけば、
自ずと暮らしやすくなると思います。

静岡市だけで頑張るのではなく、もっと市民に働きかけ
てボランティア等募ればいいのでは？老若男女声かけを
すべきでは？

これから先人口はもっと減少して行くと思います。市は
もっと企業を誘致して、税金、土地、場所等々、優遇し
て行くのが最良だと思います。新しい起業家が静岡は仕
事がしやすいと考えてくれれば、移住して来る人もいる
のではないでしょうか？

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

多くの方がまちづくりの主役となり、ま
ちづくりを進めていくことが重要である
と考えております。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

84
①そう
思う

静岡都心には呉服町商店街をはじめとす
る商店街があり、ウインドウショッピン
グなどが楽しむことができ、おまちで
「ワクワク」するような体験を楽しみた
い。

①そう
思う

方針１：歴史の宝庫である。これらの歴
史資源を活かすべき。
方針２：大道芸などを楽しむ場
方針３：温暖な気候、穏やかな風土を生
かす。共感できる。

(1)チャンスを生かす
2023年は静岡市民にとって待望の「歴史博物館」の開
館、そしてNHK大河ドラマ「どうする家康」が放映されま
す。「大河ドラマ」が放映されますと、期待されるプラ
ス効果として、多大な集客効果とそれに伴う経済波及効
果があり、コロナ禍で縮小した観光産業の回復のために
与える好影響は多大であります。このような絶好の機会
を捉えて、「持続的観光需要の創出」に向け、静岡市に
来訪される皆様方に、日本平・久能山東照宮へ行ってみ
たいと思わせる「誘客」、もっと楽しみたいという「宿
泊」、また来てみたいという「リピーター」の３段階に
分け、アプローチすることが必要です。
(2)交通アクセスの改善
大河ドラマと歴史博物館の開館を契機に静岡市の観光を
盛り上げるためには、観光スポットをつなげる交通の便
をよくすることが急務と考えます。

(1)静岡市民は「やめまいか」「ハングリー精神がない」
「殿様商売」と揶揄されてきた。積極的に推進し、葵歴
史のまちづくりはぜひ実現して欲しい。
(2)観光ボランティアガイドの必要性：静岡市民ならでは
の視線で、地域の魅力を深く掘り下げて紹介し、歴史文
化のまち・静岡市に「行って見たい」「来てよかった」
「また来たい」と思って頂けますよう「あたたかなおも
てなしの心」でガイドいたします。観光地の要所要所に
配置をお願いします。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

大河ドラマ等の放映は歴史を知る機会と
してチャンスであると考えており、歴史
資源の再認識や資源の活用・体験などの
取組みと連携していきたいと考えていま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

85

③どち
らとも
言えな
い

20年後に主人公となる子ども世代の考え
方による。

②やや
そう思
う

若い頃は静岡の歴史資源に気づかなった
が、今は資源の大きさを感じている。な
ぜ、最近までこの大きな静岡の歴史資源
に気づかなかったのか……。私の暮ら
し・生き方がこの資源に全く関わってい
なかったから……共感できなかった。

金沢へ行った時、お城近くの街並みが城となじんで見え
た。静岡駅から駿府城、浅間神社に向かう道すじ、弥勒
から伝馬町、北街道へつづく東海道の色彩を統一する
等、市がおまちの雰囲気をまとめる。シャッター店に入
るテナントには、市が積極的に援助する。大きな箱物に
お金を使うより、おまちまわりにすすんで入ってお店な
どを開きたい人を応援するためにお金を使った方が、市
民が動くと思う。先日、人宿町を歩いてみた。かつての
歴史を感じさせる雰囲気だった。まちづくりの参考にな
りそうだと思った。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。この
グランドデザインにこれからの時代を担
う子ども世代も含んでいるということを
改めて追加させていただきます。

○

歴史に興味を抱いてもらう必要があり、
そして、歴史の持つ奥深さについて、学
ぶ機会が充実していることが重要と考え
ております。いただいたご意見を参考
に、歴史を知る機会の提供に取り組んで
まいります。

○

多くの方がまちづくりの主役となり、連
携のもとでまちづくりを進めていくこと
が重要であると考えております。いただ
いたご意見につきましては、今後の検討
の参考にさせていただきます。

○

86

静岡都心に住んでいる市民はショッピン
グ、文化は身近にあります。大火、戦災
により古いおまちから近代的なおまちに
なりました。これから今川氏、徳川氏の
歴史を身近に感じるおまちになると、さ
らに誇れる静岡都心になるのでは。

①そう
思う

・シニアは歴史を学び、余暇が豊かにな
る。
・このような取組で来訪者が静岡の良さ
を感じる。
・駿府城址公園の周辺は充実して、市
民・来訪者で賑わう。

駿府城址公園、歴史博物館を中心にして、(洗練した)呉
服町商店街、(旧町並み)浅間通商店街を新しさと懐かし
さのある町並みにする。(金沢市、甲府市等、中心地に来
訪者があるので、何かヒントがあるのでは)

来訪者から見れば静岡といえば「お茶」のイメージがあ
るので、れきしとお茶文化を結ぶ場所、イベントがある
とよいと思う。
市民に町名碑の存在を知らせ、利用したい。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

多くの方がまちづくりの主役となり、連
携のもとでまちづくりを進めていくこと
が重要であると考えております。また、
都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。ま
た、いただいたアイデアの一部をグラン
ドデザインに反映させていただきます。

○

87
①そう
思う

これまで、行政×市民×企業が連動する
グランドデザインへの取組みが弱かった
ので ④あま

りそう
思わな
い

市外、県外、海外からの来訪者に向けて
の視点、メッセージが弱い。

静岡市の組織の中に、このプロジェクトの企画から実行
まで推進する新部署の設置が必要。また民間企業との協
力体制の構築も必要。 20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを

感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

グランドデザインの主役は、静岡市に関
係する『市民・来訪者』に向けて、いた
だいたご意見を参考に、広く認知される
よう努めてまいります。

○

グランドデザインは市民・来訪者、事業
者・行政が連携しつつ、主役となって実
現していく考えにあり、静岡市も含まれ
ます。目指す姿を実現するためには、
様々な分野の連携・協力が必要となりま
すので、いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせていただき
ます。

○

88
①そう
思う

静岡は登呂遺跡からの歴史の宝庫だか
ら。

①そう
思う

街の魅力化のためには「歴史」の一本足
打法は危険。３つの方針で硬軟合せた施
策が必要と思うから。

持続的な街の発展のためには、若い人たちが集まってき
たり、住んだりすることが欠かせない。そのためには、
学校の誘致が効果的だと思う。プラモデル産業とイメー
ジを結び付けたアニメの学校とか。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

グランドデザインは市民・来訪者、事業
者・行政が連携しつつ、主役となって実
現していく考えにあり、若者がおまちの
ファンになって頂くことが大事であると
考えます。このグランドデザインに若者
も含んでいるということを改めて追加さ
せていただきます。

○

89
⑤そう
思わな
い

歴史とともに暮らすイメージがわかな
い。京都のように町屋をリノベーション
して活用するといったこともなく、景観
も残っていない。歴史博物館もあくまで
点。

③どち
らとも
言えな
い

視点４・５・８といった空間活用には、
今後具体的な取組みによる実行を期待し
たい。一方、歴史を身近に感じる３視点
は、いまさら何とかなるのか疑問。

・人口減少に歯止めをかける取組み(企業誘致等)
・都市部への昼間人口流入にむけた静岡駅周辺の開発
・高齢者人口増加に伴う、道路再整備(自動車ファースト
→歩行者ファースト)

徳川氏・今川氏の歴史資源だけでなく、
多くの文化資源等が都心地区に存在して
おり、それらが都心地区の魅力になって
います。これらを身近に感じていくこと
が大切と考えております。いただいたご
意見を参考に、歴史を知る機会の提供に
取り組んでまいります。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用していくとともに、静
岡の歴史や文化等に興味を抱き、身近に
感じて頂くことで、居心地の良い暮らし
やすい都心地区につながるものと考えて
おります。いただいたご意見を参考に、
歴史を知る機会の提供に取り組んでまい
ります。

○

90
②やや
そう思
う

静岡は固有の歴史のある街であり、その
歴史は大切にしていく必要がある。未来
へつながっていくイメージも含まれると
もっといいと思う。

④あま
りそう
思わな
い

それぞれの程度が合っていないと感じ
る。また「静岡ならでは」ということ
と、具体的なアクションにつながる方針
と感じないから。

静岡の歴史を中心に置き、そこから生まれる価値、つな
がりをデザインすべきだと思う。(例えば歴史資源の保全
や学べる機会がどのように市民や来訪者に価値をもたら
すのか、そこからコミュニティをつくることはできない
のか)

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。このグランドデザ
インが目指すべき方針を具体的にイメー
ジできるようにイラストを追加させてい
ただきます。

○

歴史を学び、文化を感じる環境が身近に
あることで、静岡都心の持つ価値を知
り、また新たな価値を生むことへつなが
ると考えます。いただいたご意見につき
ましては、いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○
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「葵歴史のまちづくりグランドデザイン」パブリックコメント意見一覧

質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問１ ① ② ③ ④ ⑤ 質問２ ① ② ③ ④ ⑤ 質問３、４ ① ② ③ ④ ⑤

【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

92

④あま
りそう
思わな
い

歴史文化に関するコンテンツが乏しいた
め

④あま
りそう
思わな
い

歴史文化に関するコンテンツが乏しいた
め

既存アセットの有効活用(無駄な新規開発は不用) 徳川氏・今川氏の歴史資源や多くの文化
資源等は静岡市を代表する資源であると
認識しております。20年後の姿『歴史と
ともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする
「おまち」』を目指しまちづくりを進め
てまいります。いただいたご意見につき
ましては、今後の検討の参考にさせてい
ただきます。

○

歴史資源の再認識、歴史資源の活用・体
験、歴史の空間づくりの３つの視点に基
づき、歴史を身近に感じるまちづくりに
取り組んでまいります。

○

方針３の視点７は都市アセットを活用す
ることで持続可能な都市への更新を目指
したものとなっております。いただいた
ご意見につきましては、今後の検討の参
考にさせていただきます。

○

93

③どち
らとも
言えな
い

静岡市には観光資源が多く存在するが、
外部への発信が少なく歴史と商業との関
わりをより密接に活性化できればと思い
ます。

③どち
らとも
言えな
い

３つの方針には共感しますが、個別の視
点だけでなく、横断的に関連性を持った
働きが必要だと思います。

駿府城公園が観光スポットとなり、日常的な来訪者の増
加を目的とする。
①市民文化会館の移転　②駿府城の復元　③大学の誘致
など

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

来訪者にも静岡都心地区の魅力を感じて
頂けるようにしたいと考えております。
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

94
①そう
思う

自分自身も県外出身で最近静岡市に住み
始めたが、「歴史」というのは静岡が持
つ最大の魅力であると感じる。それらを
軸とするまちづくりは、県内の人の愛着
醸成はもちろん、県外の人への魅力のア
ピールにも繋がると思うから。

①そう
思う

歴史資源の再認識や活用も大事だが、ま
ずは市民の人が便利で暮らしやすくなる
まちづくりが必要だと思う。このグラン
ドデザインの中にはそれらの視点も盛り
込まれており、住みやすくなるという期
待が十分に持てる為。

・人々が「おまち」に行きたくなる取組み…おまちで使
えるクーポンや商品券の配付など
・人々が静岡に住みたくなる取組み…おまち移住体験、
移住時特典の拡充化
・街中に夜景が楽しめる場所が少ないので、そういう場
所がもっとあると良いと思います。

県外出身者としては視点６の「観光・移住の促進」にと
ても興味があります。歴史以外にもたくさん魅力を持つ
まちだからこそ、それらの魅力が県内外の人へ十分に届
くような仕組みが強化されれば良いと思います。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

3つの方針によるまちづくりによって、市
民だけでなく、来訪者などにも静岡都心
地区の魅力を感じて頂けるようにしたい
と考えております。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

95
①そう
思う

「歴史」というキーワード(切口)は共感
できる。言い方は失礼になるが、他の
テーマが思い浮かばない。

①そう
思う

実現するための方針として、あらためて
９つの視点について考えてみたが、現
状、何ひとつ出来ていないという「危機
感」を覚えた。

・来訪者(県内外問わず観光者）に向けたインフラの整備
(特に道路、駐車場)
・宿泊施設も少ないのでもっと充実させる。

行政も企業ももちろんですが、個人がもっと自分たちが
暮らすまちについて真剣に考えないとダメですね。問題
意識や危機感を持っている若者も沢山いると思うので、
10代、20代が20年先のことについて中心になって考えて
欲しい。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。この
グランドデザインに若者も含んでいると
いうことを改めて追加させていただきま
す。

○

徳川氏・今川氏の歴史資源だけでなく、
多くの文化資源等も存在しており、それ
らが都心地区の魅力になっています。一
方で、市民の関心や認知度は低い状況で
あるため、まずは歴史に興味を抱いても
らう必要があり、そして、歴史の持つ奥
深さについて、学ぶ機会が充実している
ことが重要と考えております。いただい
たご意見を参考に、歴史を知る機会の提
供に取り組んでまいります。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
①そう
思う

その１：「歴史を身近に感じる」ため
に、市民も参画する「歴史資源の再構
築」には賛成です。
その２：「心地よく暮らしやすい」静岡
にするために、働く場所が確保されて、
景観にも優れ、くつろぎや憩いの場が完
備した未来志向の都市になることを期待
します。

　歴史に限定せず、静岡市民に限定しないグランドデザ
インが期待されます。せっかく立てるものなので、市
外・県外・海外に向けた一般観光客を意識したものであ
ることを期待します。中心街を見て帰ってしますような
狭い範囲で小規模なものでなく、滞在型のものを構築す
ることが必要です。
　そのために将来の静岡市街に必要なものは、総合的な
ビジターセンター(観光など情報機能、シャトルバスなど
で主要名所と繋ぐ)、超豪華ホテルの誘致や宿泊施設の整
備、アミューズメント(くつろぎの場)施設、中心街の大
型駐車場(今中心街にある民間の駐車場は景観を損ねてい
ます。たとえば駿府城公園の地下駐車場)、名所産地直送
を含むショッピングセンター、現地見学・体験ツアー(茶
摘み、ワサビ田、シラス網体験、富士山・駿河湾遠望ツ
アー)など幅広い人に対応できる都市デザインが必要で
す。が、さらに大事なことは、忘れがちな市民生活の詭
弁である産業の充実が重要であると考えます。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

　中長期的な都市計画を立てられていることは画期的な
ことであり、必要なことであると思います。私の提案と
しては、期間、範囲、人の３点でもっとスケールアップ
することを期待します。
その１：期間を長く
　グランドデザインの実現には、手間と費用がかかりま
すから、20年でなく50年以上の長期間をかけて段階的に
取り組む必要を感じます。一つの神社の改修工事でも20
年計画で実施しています。都市計画ですから、調査・分
析をしたうえで計画立案をするだけでも５年はかかるの
ではないでしょうか。
その２：開発範囲を広く
　国土交通省が「歴史まちづくり」によって地域におけ
る歴史的風致の維持及び向上を推進していますし、令和
５年１月からＮＨＫが大河ドラマで「どうする家康」を
放映する予定になっていて、静岡においても歴史の町づ
くりが追い風になっています。
　しかしながら、今回の中心街の開発だけでは、市民の
意識や生活を変えることはできないように考えられま
す。家康は駿河国においても川の流れを変えるほどの
大々的な開発をしましたが、静岡を変えるには山を動か
すほどの抜本的な都市造りが必要かとも思います。静岡
の特徴は山の幸や海の幸を含めた自然の豊かさにありま
す。静岡人の市民性を形作っているのは、歴史という考
えもありますが、静岡の地形や気候を含めた環境にある
のではないでしょうか。具体的施策としては、例に漏れ
ず周辺部を中心に高齢化が進み、人口減少・高齢化で空
き家が増えて、里山が放置されて竹藪が増えて荒廃をき
たしている状況を打開する必要があります。大がかりな
開発で、土地の整備を推進し、場所によっては山を撤去
することも必要かもしれません。その跡地に、職業とし
て成り立つ大規模農業の農地を開発し、又はIT企業や静
岡県に多い医療・医薬品会社などを誘致することができ
ます。人間にとってコアとなる産業など基盤が静岡市に
も必要不可欠です。静岡市の課題は職場がないことで、
若い労働力の流出になります。この空洞化現象を解決し
ないで、「おまち」造りだけを開発したところで限界が
あるのではないでしょうか。先ずは飯の種を確保するこ
とが先決です。そのうえで体裁を整える必要があればす
ればいいのです。今の静岡市にはそのポテンシャルがあ
りますが、20年後には私のようば老人ばかりになって体
力がなくなっているかもしれません。
その３：参画する人を多分野から
　それには、静岡市役所を挙げて全体で取り組むべき課
題だと考えます。中心となるのは観光交流文化局として
も、経済局、観光局、都市局なども参画することによ
り、新しい都市静岡市の「グランドデザイン」が立てら
れることが期待できます。既に実行されている部分はあ
ると思いますが、観光交流文化局を超えた人材と組織力
の動員、つまりオール静岡市でやることが望まれます
し、市役所には都市計画や産業や環境などエキスパート
は多くおられますし、必要があれば外部からの知恵を借
りることも可能です。各セクションの専門家の英知を結
集すれば望ましいデザインが立てられ実行もスムーズに
いくと考えます。
　さらに、今の社会は多様性を重視していますし、潮流
は激しく、常に多くの視点が必要な時代です。言うまで
もなく、歴史は必要なことですが、先ずは若い人が安心
し、かつゆとりと誇りをもって住める状況づくりにあり
ます。そのうえで、静岡市を訪れる幅広い人の要望に応
えらえる将来を見据えた根本的な開発が期待されている
のではないでしょうか。全体を構想したうえで、「歴史
のまち造り」を推進することを期待します。
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①そう
思う

その１：中長期的な静岡都心の姿を示す
ことは、極めて重要で大事なことであり
大賛成です。
その２：静岡には輝かしい歴史がありま
すし独特な産業が根付いていますので、
「新たな価値を加える歴史資源を活かし
た『歴史文化』と、静岡都心をけん引し
てきた産業・業務エリアの『都心再生』
の２つをテーマにまちづくりを進めた
い」という構想にも賛成です。あえて具
体例を申し上げれば、歴史を掘り起こし
に加え、静岡の温暖で景観の良さ(富士山
の眺望の良さ等)、海の幸や里の幸が豊富
(お茶、ワサビ、さしみ、寿司、シラス
等)さ、プラモデルなど伝統技術を生かし
た産業など世界的にも勝負できる優れも
のがありますから、それらも併せて活か
して再生出来たらと考えます。
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質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

97

④あま
りそう
思わな
い

「歴史」＝「ワクワクする」と感じるの
は、全体でもわずかな層であると思う。
現在、静岡市にある歴史資源ではニッチ
なウケしかなく、万人ウケする資源の開
発が必要だと思う。

②やや
そう思
う

方針、視点については、中心市街地のパ
イを増やすという意味でも理にかなって
いると思う。ただし、「機会を創出す
る」を多用しているが、生活者に対して
積極的に利用を促すことこそ必要だと思
う。

駿府城エリアでのイベントに対して補助金を出す。SNS、
YouTubeなど現代的なツールを使って広報を行う。

歴史だけでなく、食や芸術などの文化資
源、様々な都市機能の集積した環境、用
事がなくても訪れたくなるような都心と
しての再生が、ワクワクにつながると考
えます。いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせていただき
ます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

デジタルの活用（SNS含む）は今後のまち
づくりでは不可欠なものと考えておりま
す。また、グランドデザインの主役であ
る行政も市民・来訪者や事業者と連携
し、取り組んでいく考えです。いただい
たご意見やアイデアを参考に、まちづく
りに取り組んでまいります。

○
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②やや
そう思
う

歴史はお金で買えないので重要だが、そ
のままの価値提供だとわくわくしない。 ③どち

らとも
言えな
い

９つの視点の先に、静岡の生活者がどの
ような未来・姿を想像できるのかが、よ
く見えない。

・歴史の聖地としての街づくり　・官民一体での街の賑
わい創出　　・城下町イベント、まつり、コト体験

歴史資源そのものを保全するだけでな
く、文化資源などとともに歴史を知る機
会、利用する機会など、市民生活の中で
歴史資源に親しんでいただく考えです。
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

グランドデザインの推進に際しては、い
ただいたご意見を参考に、広く認知され
るよう努めてまいります。このグランド
デザインが目指すべき方針を具体的にイ
メージできるようにイラストを追加させ
ていただきます。

○

3つの方針によるまちづくりによって、市
民だけでなく、来訪者などにも静岡都心
地区の魅力を感じて頂けるようにしたい
と考えております。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○
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④あま
りそう
思わな
い

「歴史文化」と「都心再生」の２つの
テーマを融合させるという考え方には共
感できますが、この目指す姿の表現では
「都心再生」の思いが伝わりにくいので
は？歴史＝ワクワクに感じられます。

①そう
思う

この方針が個別具体的に実現できれば、
本当におもしろい街になりそうな予感が
します。

歴史については現状のブラッシュアップで対応出来るか
と思いますが、「おまち」のファンや心地よい暮らしに
ついては、制度等で新規出店、新規取組のハードルを下
げることが効果的だと思います。

歴史だけでなく、食や芸術などの文化資
源、様々な都市機能の集積した環境、用
事がなくても訪れたくなるような都心と
しての再生が、ワクワクにつながると考
えます。いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせていただき
ます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

おまちファンの拡大や心地よい暮らしづ
くりに柔軟に対応できるようにしていき
たいと考えます。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○
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①そう
思う

まちづくりを考え、推進していく時、そ
のまちが大好きでまわりに誇れる気持ち
(ワクワクする)を持つことが大切だと思
うので。

①そう
思う

方針１・２・３、その各々の視点１・
２・３、各々９つの視点が完璧すぎて怖
い。

現在も20年後も「まち」の主役は人である、人は成長変
化し、年もとる。いかに街づくりに関わり意見を出させ
るか？その中で経済的にまちづくりに関わり、論語とソ
ロバンのように哲学を持った経済人を育てることが重
要。

静岡の特性として、まわりに流されず独自に特色を出そ
うとするのもわかるが、中央の政治との連携をとり、
ゆっくりでも良いので静岡の本当の良さを追求する試み
をSDGsの考えとともに実行することが望ましい。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

グランドデザインは市民・来訪者、事業
者・行政が連携しつつ、主役となって実
現していく考えです。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
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①そう
思う

「おまち」：人が集う→集落→村→町→
街→まち→御まち(おまち)、という流れ
で人の気持ちを大事にする「まち」の上
級呼称という認識をしたい。決して華や
かさだけの街ではない様に。

①そう
思う

しかしながら、９つの視点をすべて共感
できるかは自信がない。方針１・２・３
の各項目で視点が１つくらいならおおい
に共感する。

静岡駅周辺、駿府城公園を中心に交通アクセス、観光
ルート化を進めたら周辺に波及していき「まち」が「ス
キルアップ」して磨かれると思う。

静岡はテストマーケティングの地域であり、この地で新
しい試みやシステム等を全国に普及させる志を持つ人や
企業を大切に育てる努力が必要。

「おまち」には、静岡市民にとっての憧
れを象徴する意味も込められていますの
で、より多くの市民の方にご理解いただ
けるよう、いただいたご意見を参考に、
広く認知されるよう努めてまいります。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

102

まずは、トイレを整備すべき。街中の公園(青葉公園通り
はその代表)は汚くて恥ずかしい。

来訪者にとって居心地のよい空間づくり
を進めてまいります。いただいたご意見
やアイデアを参考に、まちづくりに取り
組んでまいります。

○

103
①そう
思う

来年は大河ドラマ「どうする家康」が始
まります。家康だけではありませんが、
そこをキーワードに静岡を再発見し、誇
りを感じられるようにしたい。 ①そう

思う

静岡市民として意外と知らない歴史を勉
強して再認識。海も山もあり、富士山も
日常見えて温暖で暮らしやすい町を自
覚。そして全国の中でもがんばっている
おまちの商店街をもっともっと身近に感
じ、ファンになって欲しい。

静岡駅から浅間神社(臨済寺を含む)までのルートを御幸
町から駿府公園を通るルートと紺屋町商店街、呉服町商
店街を通るルートと二つに分け、歴史に触れられる(案内
する)構築物を更に設ける。

ぜひ、若い人の視点から、意見を取り上げてほしい。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。ま
た、このグランドデザインに若者も含ん
でいるということを改めて追加させてい
ただきます。

○

104
①そう
思う

ご覧をいただき後、全体的に未来の発展
は京都みたい歴史さ強く観光おまち。そ
れだけでなく、未来感とともに文化歴史
発祥の地と思います。

②やや
そう思
う

市街の雰囲気の開発、益々のご活躍を期
待されてます。

各領域の代表人物、定期的に誘われて静岡市内でパ
フォーマンス、市内連携して達人たちのイベント、毎月
テーマ宣伝(SNS活躍の更新、市内看板の加強化)など、相
互無償の活動体験(テーマに合うインフルエンサーや有償
の芸能人)、様々な社会人、各年齢、違う世帯の繋がりま
す。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

デジタルの活用（SNS含む）は今後のまち
づくりでは不可欠なものと考えておりま
す。行政も市民・来訪者や事業者と連携
し、取り組んでいく考えです。いただい
たご意見やアイデアを参考に、まちづく
りに取り組んでまいります。

○
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②やや
そう思
う

「静岡都心」イコール「おまち」につい
ては否定しませんが、山間部の瀬名地区
や羽鳥地区との共存を忘れてはいけない
と考えます。

②やや
そう思
う

市内の東西南北を含めて交通網の整備と
アクセスのしやすさを実現して、静岡市
の「売り」にするべきだと思います。

県外の大学に通学する学生への交通補助などの利点を有
りがたいと思う方は多いと思いますが、大学に進学しな
くて静岡市である地元に就職する方への何かの補助がほ
しいと思います。彼らが地元に住んで街の在り方を率先
して考えてくれると期待します。

「おまち」には、静岡市民にとっての憧
れを象徴する意味も込められていますの
で、より多くの市民の方にご理解いただ
けるよう、いただいたご意見を参考に、
広く認知されるよう努めてまいります。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

移動環境や都心地区で生活する様々な人
たちに理解頂けるようなまちづくりを進
めていきます。いただいたご意見につき
ましては、今後の検討の参考にさせてい
ただきます。

○

106

③どち
らとも
言えな
い

町には歴史がある。それが、今の住人か
ら乖離しているように思う。誇りに感じ
られるように、外ではなく、先ず中の人
がその町のバックグラウンドを面白く知
る機会がもっと欲しい。

②やや
そう思
う

コロナで昔の店がつぶれると、そこの歴
史が消えてしまう。それか、独自の技術
の継承があるものならいいか。そうでは
ないともしかしたら観光の目玉になった
かも。住民が楽しく→外の人も楽しい、
年よりも若い人も楽しく。

静岡には借金があります。今求められているのはきれい
なビルではなく、そこに昔ながらにあったもの。今ある
ものを整備して使い続けて欲しい。SDGsは家康がしてい
たこと、ランニングコストも考えないと長続きは難しい
と思いました。

歴史に興味を抱いてもらうことが必要が
あり、歴史の持つ奥深さについて、学ぶ
機会が充実していることが重要だと考え
ています。いただいたご意見を参考に、
歴史を知る機会の提供に取り組んでまい
ります。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

○○

いただいたご意見、アイデアを参考に、
３つの方針の実現化に向けて取り組んで
まいります。また、いただいたアイデア
の一部をグランドデザインに反映させて
いただきます。

96
①そう
思う

戦国時代人生50年と言われ現在では人生
100年時代となり、日々の暮らし方で心の
豊かさが変わってくると思う。街にで
る、外の空気を吸うだけで何気ない日常
がワクワクするという気持ちが大切だと
思う。世代だけで区別できない個々の価
値観が乱立する今、全ての人々がワクワ
クするおまちが必要かわからないが、近
い未来「このまちにくるとなんかいい
ね」と思って人が集まる街になっていけ
ば良いと思う。

①そう
思う

「方針１　歴史を身近に感じる」地方の
都市で平均的な行動をする静岡の気質は
この地方独特の歴史文化の影響が強いと
思う。小京都といても恥ずかしくない程
の文化レベルをもちながら、金沢のよう
にアッピールするわけでもなく、桶狭間
の敗戦のため今川家の功績や「駿府」と
いう商業政治の中心であったことも自慢
するわけでもなく、家康公の政治舞台と
なりながら明治維新後慶喜さんの謹慎を
うけ敗者の地となり、節目に粛々と歴史
をみつめてきた静岡はそれだけで歴史的
価値は高いと思います。
「方針２　おまちのファンになる」現在
のおまちは大手チェーンのお店が残り、
コロナの影響も受け昔からの商売店がお
店をたたんでいる、しかし新しいお店も
でてきており、また新しい芽も出てきて
いるので大切にして多くの方がまた新し
い店を探索しにきて欲しい。
「方針３　心地よく暮らしやすい」気候
が穏やかな事が最大の財産、これは真似
をしたくてもできない気候遺産であり、
気候が安定しているだけで身体にやさし
い。例えば雪国では60歳から90歳のご高
齢の方が毎日雪かきをしている、静岡で
は考えられない事。

【観光都市としての発展】
・外国、県外からの観光客にはスマホ一つで宿泊、レ
ジャー、買い物、交通機関が利用できる事をアッピール
し安全で便利な観光地としての認知を広める。
・静岡駅から、清水港をつなぐモノレールのような観光
用移動手段の整備。
・健康都市つくり、アンチエイジングに特化した医療環
境を整え、観光資源にする。(温泉、化学、食文化、海洋
治療)国際的な評価を求める。
・豪華客船の清水港停泊促進及び山梨、長野へ海外から
の渡航客運搬モビリティの整備。東京ー大阪のリニアが
東西であれば南北の交通網を連携させていく。清水港付
近のレジャーに特化した整備(エスパルスドリームプラザ
及び清水エスパルス強化も必要）

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

【心地よく暮らしやすい】
・静岡市限定の通貨発行→スマホで生活ができる。市民
はバスや電車などのモビリティ、買い物、レジャー、食
事、等はキャッシュレスで決済できる。IOT環境の整備を
行政が行い環境への設備投資ができない小さな商店につ
いてはQRコードを発行するなどきめ細かい箇所まで環境
整備を整える。これからの高齢者はスマホ操作について
はこなす事ができると思うので、現金をもつより安心。
また静岡市限定通貨という事で地方の交付金など複雑な
手続きなく市民に素早くわたり余分な経費が掛からな
い。また国からの交付金についても、このルートを活用
すればスムーズにできる。医療費についてもキャッシュ
レスで行う事により現金が手元になくても適切な医療行
為を受けられる。
【おまちのファンになる】
・最新技術に特化した学園都市(専門学校、オンライン高
校、大学)、国境ない学園都市作り、少子高齢化が進む中
で、海外からも多くの留学生の受け入れを行い、世代を
超えた交流の場所としての機能をもったおまちにしてい
く。食文化、音楽、芸術については現在あるイベント、
美術館、博物館を磨いていけば良いと思う。
1)静岡商店街、清水商店街を中心とした連携のとれた食
文化を中心としたおもてなし産業
2)ものづくり産業を見直し技術の継承
【歴史を身近に感じる】
・名所旧跡を巡るローカルバス定期便。(いつでも歴史に
触れられる)
・駿府城と青葉公園をつなぐモビリティ。(電気自動車な
ど)
・市街地建物、看板の条例の制定、静岡駅から駿府城、
浅間神社、長谷通など建物に統一感をもたせ、駿府の城
下町というイメージをはっきりとさせ、駅に降りた方に
美しい景観の静岡をみて感じて頂く。
・観光旧跡の案内の整備、案内などが錆びていたり、汚
れていたり、判りにくいものが多いので綺麗にする。草
の中に埋もれている史跡もある。この事業はプロジェク
トとして実施しボランティアではなく賃金を払って行
う。(雇用促進)
・山城跡の整備、歴史的に価値のある山城は観光資源に
すべきなので道路整備及び、交通手段を整える。
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「葵歴史のまちづくりグランドデザイン」パブリックコメント意見一覧

質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問１ ① ② ③ ④ ⑤ 質問２ ① ② ③ ④ ⑤ 質問３、４ ① ② ③ ④ ⑤

【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

109
①そう
思う

歴史資源、文化資源共に20年後の後世の
人たちがその価値を認識するために保全
する事が重要である。経済の活性化につ
いては人口減少による商業の衰退を防ぐ
ために文化資源を活用し観光、移住の促
進をすることが必要である。

①そう
思う

政令指定都市である静岡市は、他の都市
と比較すると人口が減少し、産業も衰退
しているように思える。衰退に歯止めを
かけるために歴史資源、文化資源を活用
し、誰もが来たくなるような街づくりを
する必要がある。

名古屋圏と東京圏に挟まれている静岡市は、印象に残る
キャッチフレーズが無いので、それをまず考えるべき。
例えば、よく知られた「杜の都、仙台市」のような
キャッチフレーズを考えるべき。そして全国的にPRして
いくべき。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
いただいたアイデアの一部をグランドデ
ザインに反映させていただきます。

○

110
①そう
思う

歴史とともに暮らす誇りは日々感じてい
る。そのシビックプライドの醸成が今後
の静岡市の発展のために不可欠だ。
静岡の持つ歴史のポテンシャルをみんな
あまり理解していないと感じる。

自分が「おまち」の住民で、自分から
「おまちに住んでいる」とは言わないの
で、そこの部分だけ、引っ掛かるだけで
す。
概念として示すのには良い言葉だと思
う。

①そう
思う

静岡市が自分たちの街の歴史こそが財産
なのだと政策や方針を通して強く訴えて
るのを感じている。例えば、駿府九十六
カ町の町名碑の整備、さきかげ歴史
ミュージアムの建設など歴史を思い起さ
せることを重視している。

SNSでの発信を考えた時、日本語および英語のコンテンツ
が必要になってくるのではないかと考える。静岡鉄道が
運営する「静岡移住計画」のFacebookで「静岡の歴史を
学ぼうシリーズ」が連載されている。この記事は日本語
と英語で書かれている。「おまち」を中心にしたコンテ
ンツは100を超えた。この連載をいつかご活用いただき、
外国人観光客や市内の学生さん達が自分たちの歴史を学
習する際に役に立てば良いと思っている。この場にはリ
ストのみ提出させて頂きますが、現在公開されているの
で、すぐに見ることは可能です。静岡移住計画さまのご
許可を頂ければ、記事の提出は可能です。

【静岡移住計画に連載中の「静岡の歴史を学ぼうシリー
ズ」の活用】

上記、Q5の内容の通り。以下、自由記載として、意見を
述べさせて頂きます。

寺を中心とした駿府の歴史の掘り下げを提案していま
す。①寺こそが歴史の生き証人である、②寺を地域の文
化の中心として活用する　この視点は現在の市の政策に
は無い、興味深い内容だと考えます。
【別添資料１】

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。また、いただいた
アイデアの一部をグランドデザインに反
映させていただきます。

○

デジタルの活用（SNS含む）は今後のまち
づくりでは不可欠なものと考えておりま
す。また、貴重な歴史資源は存在するも
のの、市民の関心や認知度は低い状況で
あるため、まずは歴史に興味を抱いても
らう必要があり、そして、歴史の持つ奥
深さについて、学ぶ機会が充実している
ことが重要です。いただいたご意見を参
考に、まちづくりに取組んでてまいりま
す。

○

○

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
し、各方針に基づいてまちづくりを進め
てまいります。いただいたご意見につき
ましては、今後の検討の参考にさせてい
ただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

⑤そう
思わな
い
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20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

Ａ　市や県の自然はそのまま残すべき。
富士山、大井川源流もしかり。市内を流れる川は、安易
な暗きょに改変工事せず、清流を目で楽しめる環境の保
全を！きれいな水が流れる川を目のあたりに散策できる
都市は快適です。
Ｂ　自転車道の整備
運動・健康に直結する自転車道をきれいにパステル・カ
ラー化！自転車で静岡の市街を見て回りたいというよう
な観光都市にしたい。車と人をこうして分ければ、交通
安全にもつながる。
Ｃ　昔の産業を残したい。
歴史は掘り出したり作り変えるものにあらずで、たとえ
ば安倍川西が戦前戦後は梨と桃の花咲かりだった経緯も
あり…今、長田地区には梨パーク、桃パークも再現させ
て、市民が手入れし、好きな旅行客に自由に口にしても
らえる名所を作れば、大勢の観光客が訪れようというも
の。もちろん小坂のみかん公園なども考え、こんなこと
で地元の産業の圧迫などは起こらず、むしろ外的PRとな
ろう。歴史というのは、何も発掘ばかりではないのだ。
Ｄ　歴史保全なら、徳川家康が隠退した当時の町並み、
産業のバランスといったすぐれた機能性を失わないよう
に配慮してほしい。具体的には、世界最先端の技術開発
をこの静岡から発すべく、それを地場産業の20年後への
使命と位置付けられるような施策を案出してほしいの
だ。ベンチャー企業、スタートアップ企業を、静岡もと
もとの地場産業から芽生えさせるビジョンを打ち立てら
れないか。
Ｅ　移民や移住を受け入れたら、前向きであり多彩な国
際感覚都市へと変貌発展も望める。歴史がすべてだなど
と、だれが言っているのか問いたいよ。
Ｆ　世界にも目を向け、同時に地元静岡も大切にすべ
き。今の静岡のコンセンサスには、そのどちらも欠如し
ている。世のせいにするな市民、セクションやルールの
陰に逃げるな行政、と言いたい。昔、やる気のない行政
を指摘され、「すぐやる課」などという課を新設した役
所があったけど、平成・令和はその当時よりずっと退化
している社会風潮がある。
　壁の前で立ち止まるな。それは罪だ。ノックすれば開
かれん！20年後の静岡はどこへ向かうのか？数百年前を
なつかしんで地頭様の前に立ちつくすだけでは、コンパ
クトシティ作りのビジョンさえも浮かぶまい。

未来志向型の都市モデル・イメージを醸成したい。うしろ向きのさびれた街ではダメ

⑤そう
思わな
い

未来への希望がある市街に

○

徳川氏・今川氏の歴史資源だけでなく、
多くの文化資源等も存在しており、それ
らが都心地区の魅力になっています。一
方で、市民の関心や認知度は低い状況で
あるため、まずは歴史に興味を抱いても
らう必要があり、そして、歴史の持つ奥
深さについて、学ぶ機会が充実している
ことが重要と考えております。いただい
たご意見を参考に、歴史を知る機会の提
供に取り組んでまいります。また、いた
だいたアイデアの一部をグランドデザイ
ンに反映させていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

・「安倍の市」碑の復活
静岡の中心街は、弥生中期の住居跡(登呂より古い)から
発祥し現在まで連綿と続く全国的にも稀有な地区と言え
る。その中において、駿府城跡微高地から安倍川に向か
う緩斜面に形成されたであろう「安倍の市」は、静岡の
都市づくりの原点であると考える。現在、西草深公園に
ある石碑を青葉通りに再度移すことによって、市民の歴
史に対する誇りも生まれてくるのではないだろうか。
・寺社案内板の設置
現在中心街に残される歴史跡は、町割りの区画及び、今
川・武田・徳川を通じて、創建・保護されてきた寺社が
主なものと考える。既に設置されている町名碑ととも
に、寺社に案内板(由来・由緒等)を設置することによっ
て、歴史がより市民に伝わるのではないだろうか。これ
らの寺社は江戸幕府から来駿する駿府目付によって、毎
年、巡見・報告されている。駿府目付は、侍11名、足
軽・中間13名の供、携行品は弓１肩、具足櫃１荷、槍２
本、挟箱２つ、傘１本、馬１匹の行列(事例)であり、江
戸帰着後は、将軍に御目見し、将軍より「骨折之旨又」
との「上意」を受けている。
・常磐公園の活用と拠点化
行政には予算・技術・制度・情報が集まり、それを総合
化できる組織力を有することから、専門家による大胆な
都市計画の提案を期待する。
「回廊型」等、市民に分かり易いキャッチコピーの検
討。
新たな動線を生み出すための常磐公園の活用と拠点化
多品目に及ぶ日曜市(市役所～常磐公園～七間町～札ノ
辻)の定着化(高知市の日曜市等)。
・賎機山の展望台
子ども達が静岡市街を一望することによって、我が町に
対する故郷感が育つよう、賎機山に展望台を設置する。

107
②やや
そう思
う

東南海地震に対応した準備、避難にかん
するモデル仕様の徹底が急がれるため。

①そう
思う

リーディングプロジェクトに対する具体
的な手法、スケジュール、予算等の概要
が必要となる。
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「葵歴史のまちづくりグランドデザイン」パブリックコメント意見一覧

質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問１ ① ② ③ ④ ⑤ 質問２ ① ② ③ ④ ⑤ 質問３、４ ① ② ③ ④ ⑤

【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

111
①そう
思う

静岡の歴史は深いものであるが、少子高
齢化や成人の年齢引き下げ等により歴史
に対しての興味が薄くなっていると考え
る。そのためこの目指す姿にとても共感
できる。

①そう
思う

目指す姿に近づくための方針としてとて
も適切だと思う。

　若者(主に中高生)に静岡の歴史や文化について知って
もらうにはより身近に感じる必要があると考えた。例え
ば伝統工芸の駿河竹千筋細工を例に挙げる。この技術を
利用し、現代のファッションに合わせるようなピアスや
雑貨などの手作り体験、販売、大型ショッピングモール
でのマネキン等により広めるという案を提案する。実際
に触れることでより身近に感じられると考えた。王道な
物を作るのも体験だが、実際に自分の生活に活かせる物
を作りそれを身につけるということはより理解を深め
る。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなどを活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、若者などがまちづく
りに参画し、歴史資源とともに文化資源
等を保全活用することで、まちの価値を
高めていくまちづくりを進めていきたい
と考えております。また、いただいたア
イデアの一部をグランドデザインに反映
させていただきます。

○

113
①そう
思う

人が集まるところに活気と活力か、そし
て町づくりが出来る。

①そう
思う

歴史は生活の80％程に影響を与えてお
り、学ぶものが多くあり、学ばなければ
ならないものです。

建物を継ぐ道路の整備による人の流れを変えて、活気あ
る町が自然に出来る。

「都市再生」の大きな目標を達成する為には建物を中心
とした…それに至る道…道路が必要と考えます。例えば
東海道旧道の標示をする、など。
○○街道ウォーク等人が集い、動くことが大切と思いま
す。点での建物だけでなく、建物と建物を継ぐ一つとし
て、道路への標示(一部地区には旧東海道の標示…松の
絵)が描かれたタイル状の物の標示があります。点から放
射状に広がる道路の整備を併せて取り組んでいただける
と…より効果的か？せめて静岡市内全域を!!

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなども活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見やアイデアを参考に、まち
づくりに取り組んでまいります。

○

114
②やや
そう思
う

ただ市を活性化するのではなく「歴史と
ともに」と加えることで静岡の歴史を継
承し続けることができる。

②やや
そう思
う

今現在大学に通っていても歴史を身近に
感じることがないため、グランドデザイ
ンを達成するためには、これらの方針が
必要であると感じたから。また、歴史だ
けを推進するのではなくしっかりと静岡
市民の暮らしにも目を向けているのが良
いと思う。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

115
①そう
思う

２０年後、静岡都心が『歴史とともに暮
らす誇りを感じ、ワクワクする「おま
ち」』になることを期待して共感しま
す。

①そう
思う

９つの視点を進めて行くことで、シビッ
クプライドの醸成を図ることができるの
ではないかと思い共感します。

２０年後、社会で活躍している今の小学生～３０歳位の
方たちに向けて、このグランドデザインについて情報発
信を行い
「知ってもらう」「興味をもってもらう」「理解しても
らう」「共感してもらう」ことで大切だと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

グランドデザインの実現には、多くの
方々のアイデアや協力が不可欠であり、
子供たちの意見等も大事であると考えて
おります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

116
②やや
そう思
う

今川義元、徳川家康など歴史的にも重要
な史跡があるため

②やや
そう思
う

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

静岡は奥深い歴史があるからこそ発展し
てきており、またそれらに関連する歴史
資源が豊富に残されています。これらの
歴史を活かしたまちづくりを進めるとと
もに、市民や来訪者など幅広い人々に
知ってもらう取組をすすめてまいりま
す。いただいたご意見やアイデアを参考
に、まちづくりに取り組んでまいりま
す。

○112

①登呂ムラ
・発掘調査からムラの構造を見ると、外敵のムラへの侵
入を防ぐムラ周囲を取り囲む堀は無く、堀に付随する
柵、逆茂木などの痕跡が見られない。
・武器に関連する出土品は、石の剣１点、石の槍２点、
石の鏃６点、丸木弓３点などがあるが、これらは武器と
してではなく狩猟用具として使用されたものではないだ
ろうと考えられている。石の剣についても１点しか出土
していないことから、ムラの指導者の権威の象徴的な
品、又は宝器としての用途が考えられる、としている。
以上から登呂ムラは戦のない平和なムラだった、と見ら
れる。
②室町時代約230年間外敵に攻められず、平和だった駿府
の町。
・今川家書愛範国駿河国守護に任命：歴応元年(1338)５
月、武田信玄に攻められ今川氏滅亡：永禄12年(1569)５
月、(1569－1338＝231)　今川家の力が強くどこからも攻
められなかった。
③家康を天下人に育てた義元と駿府の町
・竹千代の教育の師として雪斎和尚を付けた義元、同年
代の自分の息子(氏真)には付けなかった。当時最高の文
化を誇っていた中国の最先端の政治・経済・外交・兵法
等を身に付けていた高僧雪斎和尚からリーダーとしての
心構えを学び、平和の尊さ・天下人の基礎を身に付け
た。
・日本国内で三大文化地(駿河の今川氏・周防の大内氏・
越前の朝倉氏)の一つの駿府で文化溢れる環境の中で竹千
代は生活した。(進んだ文化が溢れていた環境の中で生
活)　武将は「武」だけでなく「文」を身に付けることが
求められた。
・静岡市の町の基礎を造った義元、それを完成させた家
康。
・約250年間、戦いのない平和な日本の国を創り上げた日
本の歴史史上最高の政治家家康。
　家康死亡：元和２年(1616)　明治維新：明治元年
(1868)
　(1868－1616＝252)…(家康は自分の死後の平和を考え
た)
・その平和の仕組みを作った城「駿府城」。平和城　駿
府城
・武家諸法度　一国一城令　禁中並び公家諸法度　諸宗
諸本山諸法度
　などを家康の指示で金地院崇殿が制定。
④明治維新を迎える時、国内の大きな内乱を防ぎ、外国
の植民地になるのを防いだ駿府の町。
・東征大総督府参謀「西郷隆盛」に徳川15代将軍「徳川
慶喜」の恭順の意を伝えるべく、「山岡鉄舟」は江戸に
迫る東征軍陣地を命がけで突破し、駿府の伝馬町松坂屋
源兵衛宅にて西郷と談判し、見事目的を遂げる。日本に
平和をもたらし、日本を外国の植民地化から救った会談
が駿府で行われた。
　以上４点の駿府の歴史を挙げたが、これ等の歴史の根
底に流れている共通項は平和ある。いつの世も人類が求
め実現しようとしてきたが未だに掴み取っていない幻み
たいなものである。
　その平和を駿府の歴史は見事に実現している。静岡(駿
府)の歴史の柱は「平和」である。こんな町は何処にもな
いだろう。日本中に誇るべき遺産である。静岡の歴史の
根底に流れているこの遺産をもっと日本中に・世界中に
情報発信しない手はないだろう。
　又、そのスケールも小さな村(登呂ムラ）から駿府の町
へ、そして日本全国へ更には海外へと広がっていくので
ある。
　浜松では浜松城を「出世城」と銘打って情報発信して
いるのに、静岡では駿府城に何も付けていない。駿府城
は「平和城」として情報発信すべきだと思う。出世は個
人の問題であり平和は人類の問題である。浜松とはス
ケールが違う。静岡(駿府)には素晴らしい歴史が残され
ているのだから、単体ではなく全体として見て、しっか
り情報発信をして行かなければ勿体ない。
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②やや
そう思
う

まちづくりはヒトづくり。まちの特徴を
活かし、どのように暮らしに結び付けて
いくかをイメージできるところに共感で
きる。

②やや
そう思
う

今ある歴史資源、これから生まれる資源
を活かす視点に共感できる。ただ、詳し
く知らないので失礼かもしれませんが、
臨済寺が唐突に出てきて浮いている気が
する。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
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②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

120
②やや
そう思
う

これまでの街づくり自体、方向性が無く
折角の歴史的な財産を無駄にして来た成
れの果てと感じていたので、今回この様
に本来の地域が持つ歴史文化を軸にした
町おこしを目指す事については良いと思
います。特に中心地は県外来訪者を呼び
込む気が全くないと言わざるを得ない状
況であると感じます。地域は作らなけれ
ば壊れてしまうと思いますが、生活しや
すいという事を除いて「誇りを持つ」
「他県から見た時に唯一無二の魅力があ
る」という観点では、町名に痕跡が残る
だけで魅力づくりを怠った結果、壊れて
しまったと残骸にしか見えません。そこ
を改めて今川・徳川時代から掘り起こし
をかけることで静岡の再生に繋げようと
する事には大いに期待します。

②やや
そう思
う

ローカルを磨き上げる事がグローバルで
光る為の手段であると思います。ローカ
ルの魅力とはその土地の気候などからく
る自然を背景にしたものとそこで育まれ
た歴史だと思います。ここを磨き上げそ
れを軸にファンづくりと個人の暮らしや
すさのトルプルWINを目指す事は良い事だ
と思います。その3点の交わった中心点で
何を創出するのか明確にして頂けると目
的に対しより共感しやすくなると思いま
す。その為のこの３つという意図がより
クリアに理解できます。

静岡市は城下町であったことが感じられない事がとても
残念です。
今回歴史を身近に感じるという観点と県外への魅力発信
と言うイメージで将来の中心街街並みは川越の様な日本
の伝統的な建物の様な景観で統一し買い物や食べ歩きが
よりしやすくなるようなつくりを目指してもらいたいで
す。
工芸品が種多様に作られている割に現状駅に少しあるだ
けで全く推されていないので街中で買えるようにしたり
職人育成や販売の支援を行う枠組み、ワークショップな
ど体験できる場所を中心地に作って街に行く意義をもっ
と付けて欲しいです。
東京の御徒町のガード下にある「2K540　AKI－OKA
ARTISAN」の様な工芸を集めたお洒落なデートスポットを
つくりそこでしか買えないものを求めてくる客層を県
内、県外から呼び込みファンを作っていくような場所・
状況をつくってほしいです。
歴史ロマンの感じられる街並みを取り戻し城下町だった
と言う事が感じられる空間に街そのものを変えて欲しい
です。
昔の呉服町、七間町は城下町らしく素敵だと思います。

私は職業柄静岡の鋳物の歴史について調べたり人に伝え
たりする事がありますが、殆どの人が静岡と鋳物なんて
関係ないでしょう？とか静岡で何故鋳物？という事を言
われます。静岡市には旧町名として鋳物師町があり徳川
家康公お抱えの鋳物師が鋳造していた由緒ある街です
し、金座・両替町（銀座）・銭座も貨幣鋳造が行われて
いた場所です。金座は全国でも数か所しかなかった場所
ですが静岡で小判が作られていたこと自体知られていな
い事が残念でなりません。その他、様々な歴史がある静
岡だと思いますが多くの事実が埋もれていると思いま
す。そう言った一つひとつを大切に拾い上げて頂く事で
商売もやり易くなります。どうか再発掘によって静岡を
歴史ロマン溢れる地として住む者が誇りを感じられる街
づくりを進めて頂けると有難く思います。宜しくお願い
します。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

静岡には様々な歴史資源があふれている
ので、それを市民の生活に根付かせるた
め、少しでも感じられるような取組をす
すめてまいります。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

○

残された歴史資源を活かしながら、「お
まち」の活性化が図られるよう、このグ
ランドデザインに基づいて取組を進めて
まいります。いただいたご意見につきま
しては、今後の検討の参考にさせていた
だきます。
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　静岡市は、古くは駿河・駿府と呼ばれた街であり、時
代に応じた都市機能を備えていた街であったと考えま
す。静岡市に生まれて生活していくことへの誇りを感じ
られるには充分な歴史や機能・人・技術が集まっていた
のだと思います。しかも現在もそれらを受け継いで静岡
の技術や人の魅力は国内で活躍していると信じていま
す。
　現在の呉服町・紺屋町・七間町周辺の『おまち』とし
ている地域には、安倍の市という商業圏が形成されその
後、今川の時代には、今川の宿であったとする『今宿』
という商業圏が存在していたという記述が残っているの
だそうです。
　まるで東京の新宿や原宿を思わせるような地名が、静
岡市にあったことに驚いたことを覚えています。このよ
うな歴史の中に存在していた都市の機能などに思いを寄
せてみるのも面白いと思います。現在の静岡市の生活圏
が形成されるまでには、安倍川の激しい流れの変化に伴
い、堤防工事や新田開発などの努力の結果、村や町が形
成されてきたことが見られるとも教わりました。
　静岡駅を北口にでると、徳川家康公銅像と葵タワーの
葵の御門が出迎えているような空間演出は素晴らしいと
思います。その先には徳川慶喜公ゆかりの場所である浮
月楼が現在も風格をもってたたずんでくれております。
そこを通って、御幸通り、駿府城公園へ向かっていく歴
史を感じられる経路を整備するのはいかがでしょうか。
歴史博物館のオープンも予定されており、市民文化会館
のリニューアルなども重なり、その周辺の施設や機能・
魅力は更に充実されていくと期待しております。
　静岡駅の駅チカの空間整備も、是非力を入れていただ
きたいです。アンテナショップや静岡茶のPR店舗が並ん
でいるのと、他府県からいらっしゃる方への玄関であり
交流の窓口のように利用されてきたと思います。さらに
くつろげる空間演出は、市民の交流の場所としても大き
な機能を果たすことができると期待されます。
　その他では、安西交差点の陸橋が無くなり整備された
ことでとてもすっきりしています。青葉公園・七間町周
辺の信号機が無くなりやはりすっきりしているのと、車
は優しく歩行者に対応する街という印象を強く受け、と
ても気持ちよく感じます。
　静岡ということもあり、お茶をボトルに入れて冷茶で
飲むようにしています。購入してきた地域のお茶を
ティーパックにして上手に利用すれば、たったひと手間
で静岡人としての生活を感じることがきてしまいます。
若いころはリーフ茶は面倒だ。ペットボトルで充分だと
考えてきましたが、逆にこの地域のお茶だからとか、こ
の人のお茶だからといいう生活の方が価値があると気づ
きました。
　あとベランダで、畑山葵を鉢植えにして育てていま
す。他府県にはない地域の産品に自信をもって生活して
いくことが素敵なこととして、広まってくれたら、少し
うれしいです。
　大河ドラマで、渋沢栄一の時代に静岡藩に商工会議所
を設立するために、茶町の茶商たちが中心となって活躍
していたことにも大変興味を持ちました。
　このように静岡市の歴史には、教科書には載っていな
い様々な活躍をしてきた人たちがいたことを知るととて
も感慨深いと感じます。こども達にも地域学習をもっと
深めてもらえるようなメニューを作ると良いと思いま
す。
　普段はなんでもなく感じていた近所の地名や建物など
に、興味を持ちこの街に生まれたことへの誇りを感じて
もらえるようになると良いですね。
　駿府96ヶ町の歴史を学びながら静岡の技術力に自信を
持ってもらいたいです。若い世代の人たちが、静岡で活
躍できる仕組みが大切だと思います。
　Civic Prideの高い街になることを同じ目標として、皆
様と一緒により良い静岡市になるよう応援しています。
担当課の皆様是非よろしくお願いします。
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121

③どち
らとも
言えな
い

「誇り」をもつことはとても大切だと思
いますが、「ワクワク」という言葉が気
になります。観光でなく、住むのであれ
ば「安心・豊か」に暮らし、未来につな
げていきたい。

①そう
思う

理想としてどれもその通りです。高い賃
料や後継者なしでシャッターが連なる通
りが、良い意味で変わってほしい。
チェーンのコーヒーとドラッグストア、
居酒屋だけでは静岡のおまちではなく、
寂しい限りです。

ＳＤＧｓにつなげたい。ソーラーがもっと取り込めない
か。人力の発電が遊びとつなげてできないか。
コンパクトな街、自転車の活用について、市民の道徳も
高めていけないか。

・安倍川の東なのに安西。静岡は水と深く関わる街で
す。市民に解放している地下水もあります。地下道に流
れる水の音を聞くと、もったいないなあ、隠されずに活
かせないかなあと思います。三島ほどでなくても。
・今ほど平和の大切さを思うときはありません。負の遺
産と考えずに、３４連隊や軍需工場、安倍川花火大会等
の歴史をきちんと学ぶことで、前に進む次世代を育てた
い。平和都市として輝いてほしいと思います。
・このような意見を出す機会があるのはとても素晴らし
いと思います。ありがとうございます。新聞やテレビ
ニュース等でもっともっと広く市民に周知してもらえた
らいいなと思いました。自分の思いを出せる場があると
いうのは、自分の存在に意味を持たせることができ、結
果にも納得できやすいと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見やアイデアを参考に、
コンパクトな街、自転車の活用など、楽
しく歩くための仕掛けなどを実施し、
ウォーカブルな都心部の実現に向けたま
ちづくりに取り組んでまいります。

○

122
①そう
思う

静岡市は登呂遺跡や旧今川館の所在地で
あったとされる駿府城公園などの名所旧
跡が数多くある。これらの史跡を静岡市
民が誇りに思うことができる取り組みを
することが、若い人の流出を抑えること
につながると思われる。

①そう
思う

静岡県は「移住したい県ランキング」2年
連続1位とのことだが、実数値として静岡
市の流入人口を増加させるためには特に
「方針３　心地よく暮らしやすい」まち
づくりが重要と考える。

駿府城公園天守閣を再建し、静岡市のシンボルとして市
民の誇りとすることと、貴重な観光資源として国内外に
広く発信し観光客を集客する。

【駿府城公園活性化について】

静岡市の街中（呉服町通りやセノバ付近）は休日若い人
を中心に賑わいを見せているものの、駿府城公園は大規
模イベント開催時や桜の時期以外は人出が多くない。藤
枝市の蓮華寺池公園は冬でも休日は人出が多い。①ス
ターバックスがある。②広い駐車場があり子供連れでも
気軽に立ち寄ることができる。③服装を気にしなくてよ
い（静岡市中心街は良くも悪くも「おまち」であり、電
車やバスを利用することもあってあまりラフな服装では
出ていけない）。などの理由が考えられるが、何かしら
気軽に来園しやすい環境を整備し、ＰＲすべきと考え
る。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見やアイデアを参考に、
歴史を身近に感じるまちづくりに取り組
んでまいります。

○

123
①そう
思う

静岡の中心市街地がイキイキとしていな
いと静岡そのものが生きている状態にな
らない。

①そう
思う

それぞれの項目には大変共感できます。
前向きな活動につながるといいなと感じ
ています。

職住が街中にあり、生活が街中で完結できる人が多くな
る取り組み。
特に、安倍川までのエリアの住民を増やしていくことが
効果的と感じます。30年前まではそこが活性化していた
からおまちが賑わっていた。

この時点でのパブコメは本当に必要でしょうか？
もう少し具体的なアイデアを民間と一緒に共有して作り
上げてから、広く意見を募る方がさまざまな意見が集ま
るんじゃないでしょうか。
また、パブコメ実施の告知も非常に弱く、改善を希望し
ます。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見やアイデアを参考に、
職住の充実を図るとともに、歴史資源が
身近に感じられるまちづくりに取り組ん
でまいります。

○

124
①そう
思う

①そう
思う

駿府城周辺は、戦後の不法占拠と、それに対する行政の
場当たり的なツケを色濃く感じる。また、城という構造
が、そもそも大規模な人数の侵入を防ぐための構造を
持っており、現在の街づくりの方針(駿府城公園周辺に集
客する、人が集まる施設を設置する)と相容れないもので
ある。その現れが、四つ足門周辺での市立病院の渋滞と
R&Oの渋滞である。私達は、そもそも、家康の頭の中に作
られた駿府を生きるのか、リビルドするのかという選択
をしなければいけないと思う。リビルドすると、ヨー
ロッパの旧市街地と新市街地のような構造を取るのだと
思うが、このグランドデザインは、リビルドしないこと
を前提としている。そうであれば、リビルドしないこと
のデメリットと対策を、市民にきちんと説明する必要が
あると思う。

いただいたご意見やアイデアを参考に、
歴史資源などとともに、市民の方々に理
解頂けるデザインされたまちづくりに取
り組んでまいります。

○

125
⑤そう
思わな
い

静岡都心の２０年後の姿は、「歴史とと
もに暮らす・・・」や「ワクワ
ク・・・」ではなく、「心地よく暮らし
やすい」が本筋でしょう。そのための方
法の一つとして「地元の歴史を再認識す
る」や「ワクワク・・」があるのではな
いかと思う。
「歴史とともにくらす・・・」や「ワク
ワク・・・」が、なぜ静岡都心の２０年
後の目指す姿か理解に苦しむ。
目指す静岡都心の２０年後の姿は「市民
が安全・安心に暮らせる」そして「心地
よく暮らしやすい」ですよね。

⑤そう
思わな
い

静岡都心の２０年後の目指す姿を実現す
る方針として、最初に「歴史を・・・」
や「おまちの・・・」の取り組みがある
が、Q3の意見のとおりグランドデザイン
の方針である静岡都心の２０年後の姿が
「歴史とともに暮らす・・・」ではな
く、市民が一番に望んでいる「心地よく
暮らしやすい」を実現するための方針だ
と思いますよ。

２０年後の静岡都心の目指す姿が、なぜ「葵歴史のまち
づくり」でその方針が「歴史を・・」や「おまちの
ファァンに・・・」になったのか、このグランドデザイ
ンを決めた際に市民の意見をどのように聞いて決まった
のか経緯を意見募集のサイトに乗せてください。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
したまちづくりでは、心地よい暮らしの
実現は市民の皆様にとって大事であると
考えております。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
したまちづくりでは、心地よい暮らしの
実現は市民の皆様にとって大事であると
考えております。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

これまで実施した検討会については、静
岡市のHPや窓口などで閲覧が可能です。
いただいたご意見を参考にさせて頂き、
策定の経緯などもお伝えできるよう検討
させて頂きます。

○

126
①そう
思う

　子供のころは、「おまち」へ行くこと
にワクワクした。偶にしか行けない特別
な場所としての期待感に溢れていたから
だと思う。今は何時でも行ける普通のと
ころとなっている感がある。歴史が感じ
られる特別な場所としてまちづくりが進
めば、またワクワク感が戻ってくるかも
知れない。

②やや
そう思
う

　目まぐるしく変わっていく現代にとっ
て、歴史を顧みることで一時の安らぎが
得られることがある。ふとしたことでそ
の歴史が感じられる「おまち」があれ
ば、そこは、「心地よく暮らしやすい」
につながるかもしれない。また、常連だ
けじゃない、憩いの空間があればなお良
い。

　２０年掛けて大人になっていく世代に、良い思い出と
なり再現を望む或いは悔しかったことへのリベンジを図
るなどのインパクトを与えること、成長の過程で、節目
ごとの懐かしく思い起こせる経験をしてもらうことがで
きれば、そこでは、自分の歴史を自分の活力に変える大
人たちが活き活きと生活できるのではないか。。

　駿府城公園で、中堀はどのような位置づけだろう。最
近では葵船が遊覧し、乗客を楽しませているが、お堀の
底には何十年もしかすると百年以上もの間の泥などが溜
まり水質を悪くしているところがある。夏は臭い。水を
抜いての清掃が出来たら良いと思う。
　駿府城跡を訪れる多くの人から、お城が無い、天守閣
は何時立てるのかとの声が聞かれる。天守台発掘調査現
場では、発掘調査が一応終わり、次の整備をどうするか
の段階に来ているが、天守閣を立てる状況ではない。発
掘調査の終わった遺構を活かすのは、天守台を感じるこ
とができる施設と考える。天守台の石垣の一部を再現
し、その高さに上ってもらい、展示物としての天守閣模
型を備えることで、建築後すぐに焼失してしまった幻の
天守閣に想いを馳せ、感じることができる施設とならな
いか、少しワクワクする。
　駿府城公園は、都市公園として市民の憩いの場ではあ
る。約30年前に整備計画が出ているが、まだまだ整備し
たいところが多く残っている。完成を見るのはいつにな
るだろうか。また、計画を変更してどのように良くして
いくのか、楽しみでもある。これも、期待すると少しワ
クワクすることである。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
し、まちづくりを進めてまいります。い
ただいたご意見につきましては、今後の
検討の参考にさせていただきます。

○

歴史を身近に感じながらも、心地よい暮
らしが行えるまちづくりに取り組んでい
きます。頂いたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせて頂きます。

○
いただいたご意見やアイデアを参考に、
20年後の姿の実現に向けたまちづくりに
取り組んでまいります。

○

127
①そう
思う

来年の大河ドラマは徳川家康が主役にな
ることで、家康と静岡市の関係を今まで
より広い世代に認知してもらうことがで
きるようになると思う。そのため、歴史
を街づくりの重点を置くことは、行きた
くなる街につながると思います。

①そう
思う

歴史を身近に感じるためには、駿府城公
園の城址空間の再整備（駿府城の再建）
などが、効果が大きいと思うが、大道芸
や防災時など街中に大きなグラウンドス
ペースもあることでできるイベントなど
も多くあると思う。駿府城公園整備は、
歴史に特化するだけでなく、イベント等
の活用も重要視して検討してほしい。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

128

④あま
りそう
思わな
い

「おまち」という言葉を使い続けること
に未来のまちづくりが感じられません。
前段の部分は良いと思います。

④あま
りそう
思わな
い

方針１，３と比較し、方針２は抽象的に
感じます。ファンの説明が書いてありま
すが、説明書きが不要な分かりやすい表
現にするべきだと思います。

歴史を身近に感じられるようなデジタルの活用を期待し
ます。

「おまち」には、静岡市民にとっての憧
れを象徴する意味も込められていますの
で、より多くの市民の方にご理解いただ
けるよう、いただいたご意見を参考に、
広く認知されるよう努めてまいります

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

デジタルの活用は今後のまちづくりでは
不可欠なものと考えております。いただ
いたご意見を参考にまちづくりに取組ん
でてまいります。

○
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129
②やや
そう思
う

歴史とワクワクする「おまち」について
の目指す姿は、共感できます。
「暮らしやすい」のイメージは静岡市全
体で考える場合はしっくりきますが、そ
れを都心に限定すると違和感がありま
す。
都心での過ごしやすさがあったり、新た
な都市機能が生まれるから、都心に来た
くなります。
方針や視点をみると「暮らしやすい」よ
りも「人を呼ぶ、まちに来たくなる」内
容になっていると感じました。

②やや
そう思
う

Q3のとおり、方針３についてはイメージ
が湧きませんでした。
視点１について、歴史を認識している人
が少ないことからも、「歴史資源の認
識」でも良いと思いました。
小中学性の歴史教育の提供は重要だと思
うので、現在の教育課程に組み込む、時
間を多く割くことが必要と感じます。
（学校以外で歴史を学ぶ機会の提供を受
け取ることが難しいと思います。）

１つ、２つに特化した都心イメージがつくれたら。
人宿町のような規模のエリアが都心界隈にいくつか発生
すると、楽しくなりそうです。
奇抜な取り組みよりも、地域とコミュニケーションを
とって、障害となる制度を見直すことが効果的ではない
でしょうか。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりでは、市民の方だけでな
く、都心に来た人も過ごしやすい場とな
るような街づくりを進めてまいります。
暮らすという表現が誤解を招かないよう
に解釈を追加させていただきます。

○

心地よい暮らしとしては、都心部にある
資源や新技術などを活かしまちづくりを
進めていく考えとなります。教育も歴史
を身近に感じるまちづくりとともに、進
めてまいります。このグランドデザイン
が目指すべき方針を具体的にイメージで
きるようにイラストを追加させていただ
きます。また、このグランドデザインに
これからの時代を担う子ども世代も含ん
でいるということを改めて追加させてい
ただきます。

○

静岡都心地区のまちづくりが本計画の中
心となりますが、将来的には都心界隈エ
リアとも連携していくことが大事かと考
えております。いただいたご意見を参考
にまちづくりに取組んでてまいります。

○

130
①そう
思う

「おまち」のファンになるということに
ついて、買い物でネットショッピング等
がとても増えている中、「おまち」で買
い物する価値や意味を高めることはとて
も大切だと思いました。静岡はコンパク
トで周遊がしやすいので、目的がなくて
も「おまち」に来ればぶらぶら楽しく買
い物ができるという感覚を大切にしてい
きたいと感じています。また、歴史ある
まちということは、外から来た人から指
摘されることが多いなと感じます。歴史
あるからこそ、〇〇が魅力！ということ
を共通認識として持つことができれば、
それが現在にも続いていて、さらに未来
にも守っていこうとなるのかなと思いま
した。

②やや
そう思
う

それぞれ具体的な施策に落とし込めるよ
うな視点になっているため、良いと思い
ました。一方で、「歴史を身近に感じ
る」のみ観光客への目線が強く入ってい
ると思った為、市民と観光客に分けて考
えてもいいのかなと思いました。

市民も観光客も、静岡の「おまち」ならではのイベン
ト・店舗・モノがあると楽しめるかなと思いました。そ
れをうまく歴史にからめた景観にするなどにすると、静
岡らしさが出るかなと思いました。上記にも書きました
が、静岡のおまちはコンパクトで歩きやすいため、ハニ
カムスクエアや車道のテラス化などで、歩いて周遊する
人の快適性を追求するのは効果的だと思います。また、
歩いて周遊する人を増やすためには公共交通機関で来て
もらうことが効果的であり、環境への配慮からも大切に
なってくると思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

グランドデザインの主役には、市民だけ
でなく、来訪者も含まれます。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせて頂きます。

○

３つの方針によるまちづくりを進めてい
く施策の中には、イベントや景観、回遊
性なども含まれます。いただいたご意見
を参考に、さまざまな仕掛けづくりなど
に取り組んでまいります。

○

131
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

車椅子でも行きやすくなるといい

誰もが暮らしやすい「おまち」となるよ
うなまちづくりを進めてまいります。い
ただいたご意見につきましては、今後の
検討の参考にさせていただきます。

○

132
⑤そう
思わな
い

「歴史とともに暮らす誇りを感じ」とい
う前文に対し、「ワクワクする「おま
ち」」という結論が全く繋がっていない
感が強い。「歴史文化」と「都心再生」
のそれぞれのテーマを単にくっつけただ
けで、アンチョクであり、投げやりな仕
事だと感じる。歴史のまちづくりグラン
ドデザインであるならば、【ワクワクす
る「おまち」】でまとめるのは反対であ
る。歴史文化を活用して都心を再生する
という目的ならば、ワクワクではなく、
もっとふさわしいまとめ方を考えていた
だきたい。

④あま
りそう
思わな
い

方針３を加えることで、さらに総花的と
なり、結果的に本グランドデザインの目
的が分かりにくくなると感じる。

「選択と集中」が重要であり、取り組みは方針１に特化
し、集中的に行うほうが効果的だと考えます。行政は市
内の歴史資源の掘り起こしと整備、ＰＲに注力し、民間
企業や地域住民がそれに乗っかって工夫をして賑わいを
創出することが持続可能な取り組みになると思います。
身近な例としては、三島市の清流をテーマにした誘客・
回遊も参考になると思います。

【歴史の息吹を実感できるような面的な取り組みを】

今川義元公、徳川家康公とも戦国大名のビックスターで
す。歴史好きは本人だけでなく、所持していた刀剣や家
臣についても、それぞれのもつ物語に強い興味を抱いて
います。おそらく、駿府には有力な家臣が多数住んでい
たと考えられるため、そうした屋敷跡や個々が持つ物語
を紹介することにより、来訪者に当時の駿府のまちを深
く感じることができるような、面的な取り組みを展開し
回遊に繋げていただきたいと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』の実現
には、３つの方針がそれぞれ連携してい
くことが大事であると考えています。い
ただいた意見につきましては、今後の検
討の参考にさせて頂きます。

○

心地よい暮らしとしては、都心部にある
資源や新技術などを活かしまちづくりを
進めていく考えとなります。いただいた
ご意見につきましては、今後の検討の参
考にさせていただきます。

○

歴史資源の再認識や資源の活用・体験、
歴史の空間づくりなどに取り組んでまい
ります。
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

133
②やや
そう思
う

特になし
②やや
そう思
う

特になし

いつの時代の歴史をターゲットにしているのかがよくわ
かりません。
江戸時代をターゲットにするなら道路舗装を変えるとか
歩行者空間を拡大して歩きやすい街を目指すなどしたほ
うがいいのではないか？

来訪者に対して静岡駅から駿府城公園への誘導は考えら
れているのか？
現状でいいと考えているのか？
御幸通りをどうしていくのかを書いたほうがいいので
は？
南口を範囲にしているがこのグランドデザインには馴染
まないのではないでしょうか？別でグランドデザインを
作成したほうがいいのでは？

このグランドデザインでは、今川氏・徳
川氏を中心に策定しています。貴重な歴
史資源は存在するものの、市民の関心や
認知度は低い状況であるため、まずは歴
史に興味を抱いてもらう必要があり、そ
して、歴史の持つ奥深さについて、学ぶ
機会が充実していることが重要です。い
ただいたご意見を参考に、歴史を知る機
会の提供に取り組んでまいります。

○

134
①そう
思う

　来年１月からNHK大河ドラマ「どうする
家康」も始まります。静岡市は大御所徳
川家康公が愛した町、江戸に幕府を置い
た後も大政奉還直後まで徳川家の力によ
り、良い人材を育てようと東京大学の前
身となっている学問所が設立されたり、
石垣には刻印が施され徳川家の勢力を感
じさせるものが沢山ある。
このような遺産を十二分に生かしたまち
づくり、観光拠点としての整備を期待す
る為。

①そう
思う

　全国津々浦々あれどもこれだけの歴史
的価値ある遺産は少ないと思う。住んで
いる多くの住民がそのことに築いていな
いと感じる。その為町を愛するファン、
サポーターであってほしい。全国では街
並みを条例で規制し残して行こうと取り
組んでいる地方自治体も少なくない。小
学生に副読本を作成し静岡の歴史を身近
に感じてもらえれは良いと考える。

・土日曜祭日は駿府城公園内で武将に扮し甲冑を付け写
真撮影や立ち廻りのパホーマンスを演じる。
・市内観光ハポットにインターネットを活用した解説す
るシステムを導入する。
・ドローンを活用して上空からの現在の画像を想定され
ている過去の画像とラップさせるなど具体的な家康公の
都市計画を学ぶ材料を導入してはいかがか。
・三重県の伊賀上野に行くと町の中に忍者の格好をした
人が沢山いる。静岡でも同様な事ができないか。お店の
店員にもお願いしては。
・市内NPOなどに働きかけ、協力を要請当番制でやったら
どうか。お茶お花伝統芸能も含む。(組織の一元化が必要
か？)

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

貴重な歴史資源は存在するものの、市民
の関心や認知度はまだ低い状況でもある
ため、まずは歴史に興味を抱いてもらう
必要があり、そして、歴史の持つ奥深さ
について、学ぶ機会が充実していくこと
が重要と考えております。いただいたご
意見を参考に、歴史を知る機会の提供に
取り組んでまいります。

○

歴史資源の再認識や資源の活用・体験、
歴史の空間づくりなどに取り組んでまい
ります。また、いただいたアイデアの一
部をグランドデザインに反映させていた
だきます。

○

135
②やや
そう思
う

まちがもっと行きたくなるような、ワク
ワクするようなところにすることはいい
と思う

③どち
らとも
言えな
い

メリットや今よりどんなことが良くなる
のかが具体的にわかる方が目指す姿に期
待してワクワクする気がする。
例えば、観光客や事業者が増えるとか。
取組の視点を活用したり、PRをうまく
やったりしてたくさんの人を巻き込むと
ワクワクする人も増えそう。

コロナで社会が変わって、今後も予想できない変化があ
るかもしれないから、柔軟にスピーディーに対応できる
取組だといいと思う。
コロナもあるからごみごみしてない方がいい。

こども連れでも快適に行けるまちになってほしい。
住む人が楽しめて好きになれる静岡市になってほしい。
わかりやすく多くの人の目に止まるように発信してほし
い

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。また、このグラン
ドデザインが目指すべき方針を具体的に
イメージできるようにイラストを追加さ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、重点的な取
組みなどにより、柔軟かつスピーディー
なまちづくりに取り組んでいきます。ま
た、このグランドデザインにこれからの
時代を担う子ども世代も含んでいるとい
うことを改めて追加させていただきま
す。

○

136
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

【プレイスメイキング】

街中での居場所的なところを作ろうということで、プレ
スメイキングという言葉があります。
以前、青葉公園内で実験をしたことがありますが、ただ
人工芝を敷いて椅子とベンチを置くだけでは
駄目だと思います。肝心なことは、そこに留まりたい場
所かということと留まった場所からまわりが
どうなっているのか、どんな景色が見えるのかが大事で
す。それがなければちょっと疲れた人が
座るだけです。
たとえば、青葉公園に座り心地のよさそうなベンチが
あって、テイクアウトのコーヒーを飲みながら
ふと見上げたら、目の前に静岡市役所のドームがそびえ
ていたら、あー素敵だなーいい感じと
感じるはずです。現状は高層の四角い新庁舎があるだ
け。
このように人の行動パターンと心理を考えたものをぜひ
考慮して計画してください。

「おまち」の魅力を高めるtには、居心地
の良い空間づくりが重要であると考えて
います。いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせていただき
ます。

○
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質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

137
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

【別添資料２】

私は70歳をこえています、しかし静岡のまちづくりには
いつも関心をもって考え、見ております。
自分自身も商店街に入ったのは24歳の頃です。それ以
来、まちづくりには長年関わってきましたが
なかなか進みません。建物はできても、中身が伴ってい
かなければ、生きてきません。
20年後のまちづくりではというタイトルには若干抵抗が
ありますが、意見にも書きましたように
そんな先まで行かなくても実現できるものはいくつもあ
ります。ぜひ、実行できるところからやりましょう。
本気でやる気のある人が、行政、一般、商店街、コンサ
ルなどにいればできることだと思います。
行政は配置転換が必ずあります。こういう長期計画実現
には、次々と担当者が変わるようでは
また一からのスタートになります。そういうことのない
ように行政の本気度を見せていただきたいです。

多くの方がまちづくりの主役となり、新
たな制度や技術等も取り入れながら、ま
ちづくりに取り組んでまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

138
②やや
そう思
う

静岡のイメージをつくってほしいので
②やや
そう思
う

これといったとりえがない静岡を魅力の
ある町にしてほしいので。

静岡市といえば、お茶からの変換を図ってほしい。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

文化資源の磨き上げによる「おまち」の
ファンを広げていくためにお茶も大事な
資源として反映しております。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

139
②やや
そう思
う

夫が静岡都心で飲食店営業しており、人
がたくさん訪れるまちになり、その経済
効果を期待したい

③どち
らとも
言えな
い

人を多く訪れさせるための取り組みはい
いが、赤字施設は考えもの

最低半日は時間を潰せるまち
静岡市のどこを活性化するべきか　静岡駅周辺なのか、
東静岡駅周辺なのか、清水駅周辺なのか　八方美人にな
らないように、しっかり決めて取り組んでほしい。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

来訪者を惹きつけ、安らぎが感じられる
おもてなし空間づくりによるまちづくり
を進めていきます。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

140
②やや
そう思
う

ワクワクする「おまち」は、商業機能の
更新や「まちは劇場」プロジェクトなど
により、実現できそうだから。

②やや
そう思
う

静岡市中心市街地活性化基本計画にもつ
ながる方針であるから。

歩いて楽しいまちづくりを実現するような取組

【各種計画との関係について】

グランドデザインと静岡市中心市街地活性化基本計画と
の関係はどのようなものか。中活計画はグランドデザイ
ンの実施計画に相当するものなのか。
また、都市計画マスタープランとグランドデザインはど
ちらが優先するものなのか。同じような計画が複数存在
しているようにみえるので、それぞれの計画の関係を示
していただけるとありがたいです。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

中心市街地の活性化とも連携しながら、
まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見やアイデアを参考に、
コンパクトな街、自転車の活用など、楽
しく歩くための仕掛けなどを実施し、
ウォーカブルな都心部の実現に向けたま
ちづくりに取り組んでまいります。ま
た、他計画との関係について、補足内容
を追記させていただきます。

○

141
①そう
思う

静岡市の歴史を学ぶことができるだけで
なく、日常で静岡市の歴史を味わうこと
ができるため、市内の方や観光者も楽し
める町になると感じたからです。

①そう
思う

日常的に歴史を触れられる機会が少ない
ので、市民や観光者が歴史を楽しんだ
り、学べたり身近に触れることができる
機会を作るのは良いことであると感じた
からです。

静岡市の市民にTwitterやInstagramなど、SNSを活用して
いろいろな人にグランドデザインを、知ってもらうこ
と、興味を持ってもらうことが効果的なのではないかと
考えます。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

デジタルの活用は今後のまちづくりでは
不可欠なものと考えております。いただ
いたご意見を参考にまちづくりに取組ん
でてまいります。

○

142
①そう
思う

①そう
思う

静岡市のまちには、大規模商業施設や呉服町通りなどの
商店があり、また駿府城公園や青葉通りなどに緑や広場
などの憩いの場があり、非常に魅力的なまちだと感じて
います。これからも、点ではなく面でのまちづくりを進
めてほしいと思います。

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなどを活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見を参考に取り組んでまいり
ます。

○

143
②やや
そう思
う

静岡市は歴史資源が豊富にあるまちであ
ると感じており、これらを活用したまち
づくりが必要であると思うため。
特に、駿府城公園は、令和3年4月に東御
門の展示品がリニューアルされたが、歴
史に興味のある者やマニアの興味をひく
ものではあるが、団体などの観光客には
目玉がなくリピーターを期待することは
できないと感じる。
天守台は発掘されたが、天守閣が再建さ
れておらず、天守閣が再建されれば今以
上の交流人口が見込まれ市の財政も潤う
ものと感じている。

②やや
そう思
う

自分が持っているおまちのイメージは、子供のころに親
と一緒にちょっとおしゃれをして出かけて行き、ワクワ
クするようなイメージを持っている。
今のおまちは、薬局と飲み屋が多く、子供がワクワクす
るような店があまりないように感じている。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

「おまち」ファンづくりとして文化資源
の磨き上げや食文化など五感で楽しめる
取組、心地よく暮らしやすいとして、ま
ちの更新などの取組を進めてまいりま
す。いただいたご意見を参考に取り組ん
でまいります。

○

144
①そう
思う

①そう
思う

空間づくりについて
統一感のあるエリアをつくり、その場に立てば、素人で
も歴史のまちだと感じられる空間があれば、興味をもっ
て訪れたくなる人も多くなるのかなと思いました。

いただいたご意見やアイデアを参考に、
歴史を身近に感じるまちづくりに取り組
んでまいります。

○

145
①そう
思う

静岡は江戸時代に徳川家康公が晩年を過
ごした土地であり、江戸に並ぶ第二の都
として全国屈指の歴史を誇る街です。残
念ながら、それは周知されておらず地元
の歴史を詳しく知る者は少数に留まって
いると思われます。市民が静岡の歴史を
学び直す機会を設けることで、それを市
内に発信することで地元に強い愛着心を
持てるようになる可能性があります。

②やや
そう思
う

静岡は全国で見て最も暮らしやすい都市
であるため、心地良く暮らしやすくする
ことに共感できました。しかし、視点に
もありますがシャッター通りや空き店舗
などお店が閉まっている現状があり、た
だでさえ人が集まる大型商業施設に更に
人が集中せざるを得ません。いたずらに
空き店舗へ新しいお店を入れては一過性
の賑わしか創出できず、継続的な賑わい
が見込ませんので、官民で密接に連携し
て一過性で終わらない工夫が必要だと思
われます。

我々大学生が主体的に取り組むことは積極的に行ってい
きますが、大学生に限定せず幼稚園児・保育園児や小学
生から高校生までと若い世代の参加する窓口を広げると
意外な視点からアイディアを得られるかもしれません。
また、市外や県外の第三者の視点から客観的に見てもら
い、主観では分からない改善ポイントを上げてもらうと
いいかもしれません。静岡市のコンパクトな街で納めて
もいいですが、歴史的なつながりのある市外や県外都市
と連携して、相互に歴史を発信することも有効的だと考
えます。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、幅広い世代
に支持されるような静岡都心地区のまち
づくりに取り組んでまいります。このグ
ランドデザインにこれからの時代を担う
子ども世代や若者も含んでいるというこ
とを改めて追加させていただきます。

○

146

③どち
らとも
言えな
い

日々の生活の中で歴史を感じることが少
ないため。

③どち
らとも
言えな
い

静岡市に住んで日が浅いため「おまち」
というものに親近感が湧いてこない。
「おまち」と呼ばれてきた歴史はあるの
かもしれないが、若い世代や越してきた
人に対しては「おまち」と言われてもよ
く分からない。

街中に授乳スペースやおむつ替えスペースなどあったほ
うが、人口は増えるのではないか。富士市のように赤
ちゃんルームがあるお店を分かりやすいようにしてほし
い。子供にやさしい街になってほしい。

【資料について】

本編のP4だと静岡都心として幅広のエリアを位置付けて
いるような印象を受けるが、実際にはP９の点線に囲まれ
たエリアになると思うので、P4を見ると過大な表現に
なってしまっていると思う。

歴史を身近に感じられるような都心地区
として、いただいたご意見も参考にさせ
ていただき、今後の検討に取り組んでい
きます。

○

「おまち」には、静岡市民にとっての憧
れを象徴する意味も込められていますの
で、頂いたご意見を参考にさせていただ
き、広く認知されるよう努めてまいりま
す。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなどを活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。ま
た、いただいたアイデアの一部をグラン
ドデザインに反映させていただきます。

○
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【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

148
②やや
そう思
う

あまり活かされていない（と感じる）歴
史資源に絞った計画であるから

②やや
そう思
う

歴史資源とともに、静岡市の中心地の活
用、持続可能なまちにスポットを当てて
いるから

まちの更新は呉服町の再開発が必要だと思います。見た
目は、まだ小ぎれいに見えますが、今後老朽化が急速に
進むのではないでしょうか。
歴史資源を回れる周遊バスは、双方向にしたほうが良い
と思います。（お金がかかりますが）

臨済寺、城北公園の近くに住んでいます。
今川さんグッズを生み出し、公園にも何かお店が欲しい
です。
高齢化により、駐車場（駐輪場も）の整備は必要だと思
います。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなどを活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。いた
だいたご意見を参考に取り組んでまいり
ます。

○

149
②やや
そう思
う

　歴史とは史実？遺跡？文化？マイン
ド？人それぞれ意味するものは異なると
思うが、例えば構造物やサービスにある
当時の人の思いや生活を感じるとそこに
温かさがあり、大切にしようと思うし、
愛着を感じる。
　「歴史とともに暮らす誇り」はアイデ
ンティティの形成で、「ワクワクするお
まち」と伴にまちづくりの重要な要素で
あると思うので共感は出来るが、具体的
にイメージできない。

②やや
そう思
う

　３つの方針は、何となくわかるけど、
方針２があまりピンとこない。まちに愛
着を感じる、関心を持つということだと
想像し、それをファンという言葉で表現
していることは何となく伝わるが、「お
まち」というフレーズが役所っぽくて、
もっとポップに攻めたらいいなと思う。
　９つの視点は、３つの方針区分と関わ
り合うものもあると思うが、概ね共感。
視点９は全ての視点のツールとして意識
して取組んでいく必要があると思う。
（構成を変えた方がいいという意味では
ありません。取り組むにあたってはとい
う意味です。）

・「レキシ」にライブをしてもらう。そして市長は「レ
キシ」からレキシネームをもらう。
・今日は家康公の○○の日だから、△△しよう！みたい
な官民連携の取組。ブラックフライデーとか、街に来な
いと体験できない特別感とか。

　そもそも、静岡市の歴史は、由比・蒲原～丸子まで広
い。何で都心だけなのか、都心にマインドを置きなが
ら、しっかり東西に枝葉を広げることがイメージできる
といいのかな。そういうことを、先端技術で対応してい
けるといいのかな。
　視点９は、とかくモビリティのことをイメージされが
ちだと思うけど、全てのものがインターネットにつなが
るIoTサービスを念頭に置きながら、取組んでいくのがい
い。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。ま
た、このグランドデザインが目指すべき
方針を具体的にイメージできるようにイ
ラストを追加します。

○

「おまち」のファン拡大に向けて、魅力
あるコンテンツを充実させていくことが
必要だと考えております。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

公民連携のもとで、方針に掲げた施策に
取り組み、わくわくするまちづくりを進
めてまいります。また、いただいたアイ
デアの一部をグランドデザインに反映さ
せていただきます。

○

150
①そう
思う

静岡市民にとって、中心市街地である
「おまち」は特別なものだと思います。
その特別感を表す言葉として、「ワクワ
ク」が馴染むと感じました。

①そう
思う

特に、方針２について共感できます。中
心市街地や市の歴史に対する関心を高め
ていくことが必要だと感じています。
ファンになるということは、損得なく純
粋に好きということに近いと考えますの
で、そういった気持ちで地域との関係性
を構築出来たら、その人自身の人生も豊
かなものになると思いました。

20年後の静岡市の中心市街地が、どんな風になっていっ
たらおもしろいか、小学生くらいの子ども達に絵を描い
てもらう。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

グランドデザインの実現には、多くの
方々のアイデアや協力が不可欠であり、
子供たちの意見等も大事であると考えて
おります。このグランドデザインにこれ
からの時代を担う子ども世代も含んでい
るということを改めて追加させていただ
きます。

○

151
①そう
思う

現在「おまち」を歩いても「歴史」を感
じることが少ないと思います。この取り
組みで回遊性が進むことで、歴史を感じ
られることに期待します。

④あま
りそう
思わな
い

方針３の一部に共感しにくい表現があり
ます。※グランドデザイン（案）P.25
「方針３　心地よく暮らしやすい」参照
商業地の再開発やまちの更新などの方針
は「心地よく過ごしやすい」が適当と思
われますが、いかがでしょうか。
「心地よく暮らしやすい」は居住区域内
で生み出されるものと個人的には感じま
す。居住地と都心をつなぐ交通や道路整
備が「便利で暮らしやすい」環境をつく
り、「おまち」の更新や歴史と紐づける
ことで「心地よく過ごしやすい」と感じ
るように思います。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

暮らすという考えの中には、過ごしやす
さという意味も込めており、来訪者の方
や事業者の方にとっても、都心地区の魅
力を感じて頂けるようなまちづくりを考
えています。暮らすという表現が誤解を
招かないように解釈を追加させていただ
きます。

○

152
①そう
思う

現代～将来に向けて、地元生活者や来静
者にとって安全・便利で活気があり刺激
を感じる魅力的な都市になることが理想
だが、全て近代的にするのではなく地域
の特徴・歴史を踏まえることが必須と感
じる。

①そう
思う

重要な視点

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

153
①そう
思う

①静岡市は今川家・徳川家城下の町とし
ての歴史があり、各地で歴史的建造物を
みることができるため
②東京・名古屋に挟まれているからこそ
新しい風が吹きやすい場所であり、現状
おまちのなかで様々な新しい取り組みを
行っているため
③より挑戦しやすい風土をつくること
で、20年後、起業家やベンチャーが集ま
る土地としてポテンシャルが高いと思う
ため

①そう
思う

９つの視点について、それぞれ実現して
いけばとても素敵な場所になると思いま
す。特に、歴史関連の視点１～３に関し
ましては、小学生～高校生・大学生な
ど、地域の学生も巻き込んで行うことが
できるとよりよいのではと思いました。
静岡は首都圏との交通の便が良いことも
あり、新しい技術や情報が入ってきやす
い土地なので、そういった新しいものを
取り組みやすい・受け入れやすい体制を
ととのえることが重要かと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

147

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

デジタルの活用は今後のまちづくりでは
不可欠なものと考えております。また、
都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなどを活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、まちの価値を高めて
いくまちづくりを進めていきます。ま
た、いただいたアイデアの一部をグラン
ドデザインに反映させていただきます。

①そう
思う

おまちには、そこに行けば何か楽しいこ
とがある、という期待感がありわくわく
した気持ちになる。普段では、味わえな
いちょっと贅沢が体験できるところが、
おまちのイメージです。
　静岡の中心市街地の魅力を増すため
に、歴史とのつながりを深めていくこと
は、とてもいいアイデアだと思います。

①そう
思う

○

【今、静岡市に望むこと】

市の施設のキャッシュレス化を進めてほしい（例えば、
日本平動物園）
来年、オープンする歴史博物館は、ぜひキャッシュレス
化としてほしい。併せて歴史博物館と東御門・巽櫓、坤
櫓、紅葉山庭園などとのセット券の販売をしてほしい。
割引があると、ついそちらのほうを買ってしまう。特に
観光だとついでに見ておこうという気になる。
QRコードを各地に設置してほしい。駿府城公園の発掘し
ている石垣の周りには、2か所くらいあるが市内の各所
で、QRコードで情報が得られると助かる。（ホームペー
ジから探すのは、大変である。）
　駿府城は、日本百名城の一つである。ホームページ等
でも宣伝してほしい。

ARを活用して、天守台のところに、天守閣が見えるよう
にしてほしい。
また、歴史博物館や町中からもARによる天守台が見える
と街歩きも楽しくなる。

富士山の眺望を魅力としてほしい。市役所や県庁からの
富士山はすばらしい。歴史資料館からも富士山が見える
そうである。富士山を眺めながら、QRコードにより富士
山の眺めの良い場所を何か所も紹介すればいろいろなと
ころから眺めてみようとすると思う。

駿府城公園のライトアップには、イベントとして、プロ
ジェクションマッピングもやってほしい。

市営の駐車場は、すべて機械清算にして、年中開放して
ほしい。（例えば、登呂遺跡公園の駐車場は、正月休み
がある。正月休みに登呂遺跡を訪ねても駐車することが
できない。）

静岡鉄道の協力を得て、１日乗り放題券（電車、バス）
を発行してほしい。安く「おまち」に行けるのであれ
ば、機会も増えると思う。他の観光都市に行くと、１日
乗り放題券は、当たり前のようにある。観光客にとっ
て、いちいち小銭を出して、バス等に載るのは面倒であ
る。レンタサイクルもセットになっているともっとあり
がたい。

今はコロナで難しいが、観光客にとっても優しいまちで
あってほしい。

今後、VR（仮想）の技術が進むと、外に出かけなくても
体験できてしまう。現実に味わうこととの差を作ってい
く必要があると思う。
　例えば、着物を着て街歩きするようなことや、店先で
おでんを買って食べるというような体験。
　このようなイメージは、浅間通り商店街が似合うよう
に思う。商店街のイメージを江戸時代にむけて、少しづ
つ浅間陣社から近いほうから整備していき、門前町を歩
く楽しさを演出する。
　浅間通り商店街まで、JR静岡駅や新静岡駅から距離が
あるので、移動手段の整備も大切だと思う。（自動運転
の小型のバスなど）

まちを維持していくためには、そこに住
む人や働く人の影響が一番強いと思われ
る。20年後の街の姿を共有して、少しづ
つ、進んでいくことがよいと思う。（商
売をやっている人の理解を得ることは、
かなり難しいと思われるが）
　一方、来訪者にとって、せっかくおま
ちに来たのだから１日中楽しめることが
望まれる。来訪者が歩きやすい道づくり
は、ぜひ進めてもらいたい。
これは、そこに住む人にとっても魅力の
向上につながると思う。

○ ○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。
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質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

154
①そう
思う

静岡市は全国の中から家康がシルバータ
ウンに選んだ住みやすい街。家康によっ
てまちづくりされたが今川からの歴史が
受け継がれている街。うまく生かしてこ
そ静岡らしさを磨きあげること。

①そう
思う

大まかすぎるので方向しかわからないけ
ど、そのとおりだと思う。

庶民の生活にも歴史があります。歴史博物館と老舗の交
流があればいいと思う。わさび漬の田尻屋、カテキン茶
飴の馬場製菓、親子丼の中村屋など市内の老舗マップが
あれば歴史博物館に来た交流人口によりディープな静岡
を楽しんでいただけると思う。アトサキセブン発展会で
以前、駿府ウェーブさんと組んで史跡と老舗のツアーを
実施したらたいへん好評でした。他県から静岡市に来て
歴史博物館と史跡を見てキオスクで安倍川もちとわさび
漬け買って帰るだけでは満足するわけないし、リピー
ターにならない。庶民の歴史である下町エリアのアトサ
キセブンと浅間通りと歴史博物館がつながることが浅草
や日暮里のようにエリアで魅力を向上できる。交流人口
にアピールすることで定住者にも認知していただき、日
常使いの経済効果も上がると思う。

【天下のシルバータウン駿府】

若い人が静岡に移住してもらえるように努力しているが
なかなか難しい。家康が全国の中からシルバータウンに
選んだ静岡市、もっと高齢者に優しい住みやすい街にな
ることで、最終的に若い人が移っくると思う。中心市街
地の外環状である、ときわ通り、本通り、水落から駅南
に抜けて森下小、泉町を内回り外回りでつなぐ環状線が
あれば運転免許証を返納した元気のある方々には本当に
役立つと思う。おまちの中をどうにかするより、周りを
移動しやしくすることが大切。風が吹けば桶やが儲か
る。結果はあとから大きくでる。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

歴史を身近に感じる都心としていくため
には、今後様々な取組みが必要と考えて
おります。また、いただいたアイデアの
一部をグランドデザインに反映させてい
ただきます。

○

155
②やや
そう思
う

③どち
らとも
言えな
い

おまちは「ファンになる」ものでなく、
「ファンを作る」ものだと思うからで
す。選ぶのは相手であり、選ばれるよう
にする必要があると思います。

30数年前、ある商業施設が若者を集めるために異業種交
流の場を作り、若者主体の遊びの場づくりに奔走した事
がありました。大学の学部やサテライトキャンパス、専
門学校を一層駅前に集約する。駅前に学生が利用しやす
い図書館や低料金のコアワーキングスペースが出来る。
学生が使いやすいカフェや食堂、ショップが増える。若
者の意見が反映されやすい土壌になり、発表の場や、集
い、遊び、自分達のおまちと思えるような街にしていく
事で、更に活き活きした街になると思います。

方針の主語を市民、来訪者として考え、
「おまち」のファンになるとしていま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

都心地区内にある公的資産やオープンス
ペースなどを活用しながら、人の流れや
都市空間を活かし、若者などがまちづく
りに参画し、まちの価値を高めていくま
ちづくりを進めていきたいと考えており
ます。このグランドデザインに若者も含
んでいるということを改めて追加させて
いただきます。

○

156
①そう
思う

自分の住む街は、魅力ある街であってほ
しい。そしてどの世代も欠けることな
く、刺激と共感をそれぞれから得られる
地域であってほしい。

②やや
そう思
う

基本的には共感します。
それぞれの歴史・文化施設をより人が訪
れたくなるような魅力あるものにするこ
とは大切だと思います。しかしそれらを
繋ぐ取り囲む街が魅力的であってほし
い。その魅力は、静岡らしいものであっ
てほしい。その歴史建造物の周辺には必
ずあった施設や文化、表と裏、晴れと
ケ、多様性のあるグランドデザインをし
ていただきたい。

それぞれを繋ぐものが必要。
それぞれに行く為の交通手段はあるが、繋ぐバスなどが
あったらいいと思う。
おまちであれば歩いて楽しむ途中の設えが必要だと思
う。

【薄れつある街の個性】

出生の地に、建築デザインという専門性をもってUターン
しました。
一番驚いたのは、街の個性がなくなりつつあること。か
つて静岡や清水には、商と住が一緒になった建物群が連
なり、そこに多様性を感じていました。またその通り群
を街と思っていました。今は歯抜け、または取り壊しが
進んでいます。つまり、点の施設を繋ぐ魅力がなくなっ
ているのです。
浅草浅草寺の近くの伝法院通り、かつての表作成同潤会
アパートなどにあるように、生活に密着する店舗、心を
豊かにする店舗などビル群の縦方向も含めて、街の賑わ
いを創出するハコと捉えていただき、移動も含めて繋が
る街にしていただきたいと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見や検討会での意見・ア
イデアを参考に、歩きたくなるような
きっかけづくりや、楽しく歩くための仕
掛けなどを実施するなど、ウォーカブル
な都心部の実現に向けたまちづくりに取
り組んでまいります。

○

157
①そう
思う

静岡には歴史資源が多く、それがおまち
エリアで数多く触れることができるの
で、もっと身近に感じられるようになっ
たらいいと思うから。

①そう
思う

今ある魅力、今まで積み重ねた魅力を活
かし、「古き良き」だけど「新しいもの
も受け入れる」そんな風に、おまち全体
が盛り上がっていくといいと思う。

以前のおまちが、静岡がどういう風景だったのか、新し
いものを取り入れてリニューアルしていくことはとても
大切なことだと思う一方で、今までの歴史を知ることも
大切だと思います。
駿府城公園の歴史を、４０年前、２０年前、そして現在
と、ジオラマにして移り変わりを見てもらい、次の２０
年のイメージをする。
また、ARを使って駿府城の移り変わりを見たり、それが
現在に繋がっていく映像にして若者でも気楽に触れるこ
とができるようにする。
歴史上の人物のコスプレをしておまちを楽しむ。それ
が、いつかコスプレのパレードになる。そしてそのコス
プレで葵舟に乗る。など、長い目で見て歴史を感じる取
組を続け、静岡にはこんなに歴史資源がたくさんある事
をもっと知ったほうがいいと思います。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見や検討会での意見・ア
イデアを参考に、ＡＲ・ＶＲなどのデジ
タル技術を活用したまちなかでの歴史体
験の提供や、静岡の歴史をテーマにした
イベントの開催など、歴史を身近に感じ
るまちづくりに取り組んでまいります。

○

158
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

159
①そう
思う

自分が暮らす街の歴史に誇りを持つこと
は大事であると思う。また、静岡の歴史
について学べば学ぶほど、そんなことが
あったのかと、楽しみが増えてくるか
ら。

①そう
思う

「歴史を学ぶ」「まちの魅力づくり」
「暮らしやすさ」など、定住者、通勤・
通学者、観光客など、多様な立場の人が
楽しめる仕掛けづくりが考えられている
ため。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

160
①そう
思う

浮月楼～駿府城公園～浅間神社など歴史
に因んだことで体現したり、知ったりす
ることができる良い素材があります。

②やや
そう思
う

方針１は静岡独自のまちづくりなので、
とても共感が持てる。方針２と３はどこ
の都市でも同じように感じますが。

歴史を体現できたり、知識を習得できる仕掛けづくりが
大事。特に小学生や親子向けの仕掛けがあると良いと思
います。例えば、土日には徳川を知る歴史探訪ウォーキ
ングを開催すれば、まちは賑やかになると思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、将来を担う
小中学生などが、楽しく歴史を学ぶこと
のできる機会を提供する取組を進めてま
いります。このグランドデザインにこれ
からの時代を担う子ども世代も含んでい
るということを改めて追加させていただ
きます。

○

161
⑤そう
思わな
い

個人的に「おまち」という言葉に共感で
きないため。仕事上は「必要有」として
働いていますが、一市民としては、そこ
にこだわることはないです。
また、歴史を取り上げることで、現在の
地域間競争をインバウンドにより乗り越
えていくことは必要かと思いますが、観
光客もバカではないので「本物」だけが
生き残っていくことになると考えてい
る。それであれば歴史にこだわらず他地
域にはないコンテンツを新たに育ててい
く方が良いと考える。

⑤そう
思わな
い

Q3の通り。

歴史資源の活用とともに、食やホビー、
芸術などの数多くの文化資源を活かし、
おもてなし環境を整えることで、市民や
来訪者にこのまちを好きになってもらう
ことが重要と考えます。「おまち」ファ
ンづくりに向けて、まちの魅力を楽しめ
る機会の創出に取り組んでまいります。

○

162
①そう
思う

徳川家康というほとんどの人が知ってい
る歴史上の人物と、今川義元等々様々な
偉人がおり、温故知新の都市となってい
くことを期待しています。

①そう
思う

学びや楽しみ、日常生活とあらゆるもの
がコンパクトにまとまっていて良いと思
います。

子どもが楽しいまちになるための施設やイベントなどが
あると良いです。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、将来を担う
小中学生などが、楽しく歴史を学ぶこと
のできる機会を提供する取組を進めてま
いります。このグランドデザインにこれ
からの時代を担う子ども世代も含んでい
るということを改めて追加させていただ
きます。

○

163
①そう
思う

人口減少がつづく中で、魅力ある都市を
継続するための方法の一つとして、歴史
をいかしたまちづくりは効果があると思
います。

①そう
思う

駿府城公園を活用した賑わい創出の場としての取り組
み。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

いただいたご意見を参考に、駿府城（公
園）のシンボル空間としての利活用な
ど、歴史が感じられる仕掛けづくりに関
する取組を進めてまいります。

○

164
①そう
思う

おまちの特色である歴史を感じ、憩いと
共存させることで子育て世代がワクワク
するような住みやすいまちを目指すこと
に共感できるため

①そう
思う

特に歴史の空間づくりと憩いの空間づく
りがおまちの中に共存するようなスポッ
トを点在させ、線でつなぐことによる歴
史物語が感じられるような面整備を期待
する。

行政の描いた面整備に向けて地域を動かすのではなく、
具体的な構想に関して、幅広い世代のおまちファンの意
見を聴く機会を設ける。それが実現することによるさら
なる郷土愛の醸成が図られると思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

市民や事業者を巻き込むために、現在も
活動を実施している「各商店会」などの
活動団体を支援するとともに、様々な形
でまちづくりに参加できるような機運を
醸成していきます。

○
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【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

165
①そう
思う

歴史博物館や大河ドラマ館、駿府城公園
の利活用など、歴史を活用した魅力創出
が進む中で、今後の「おまち」を考えた
際には、歴史が住む人に誇りを与え、訪
れる人にワクワク感を与えるものだと感
じるため。

①そう
思う

目指す姿を実現するためには、まずは、
歴史に触れてもらうこと、おまちの魅力
に気付いてもらうこと、住みやすい快適
さがあることが必要であるため、それを
方針に掲げることは必要だと思いまし
た。

歴史の情報を発信する場所を一箇所からにするのではな
く、おまちの複数の箇所で感じられるように工夫し、お
まち全体をフィールドミュージアム化する工夫が必要だ
と思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、日常的に歴
史を感じる仕掛けづくりなどに取り組ん
でまいります。

○

166
②やや
そう思
う

　歴史を継承していくことや中心市街地
の更新は必要であると感じますが、日本
中、世界中にある歴史資源に対して、静
岡市にある歴史資源を身近に感じさせる
ことで生まれる効果は現在のところイ
メージ出来ないため、これからの施策展
開による20年後の姿に期待したいと思い
ます。
　正直なところ、既に歴史的な街並み等
で観光地化されている地域に勝るものが
静岡市に残されているのか疑問を感じま
す。

②やや
そう思
う

　Q3で回答のとおり、「歴史を身近に感
じる」ことによる効果については今のと
ころイメージ出来ません。

　公共空間の利活用については、行政の判断によって特
定の目的に限定した整備を行うのではなく、出来る限り
目的を選ばず自由に民間活用が可能なスペースを創出す
るなど、自由度の高いソフト事業を検討することが効果
的であると感じます。

　葵歴史のまちづくりグランドデザインに基づく今後の
事業展開により、静岡市の中心地が20年度も賑わいを
保っていることを期待しています。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。この
グランドデザインが目指すべき方針を具
体的にイメージできるようにイラストを
追加します。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

市民や事業者を巻き込むために、現在も
活動を実施している「各商店会」などの
活動団体を支援するとともに、様々な形
でまちづくりに参加できるような機運を
醸成していきます。

○

167
①そう
思う

①そう
思う

168
①そう
思う

①そう
思う

地元の小さな過去の出来事（歴史）がいまの自分たちの
暮らしに結びついている、という気づきが、少しづつま
ちへの愛着をはぐくんでいくような気がします。個人的
には、３０年以上前の小学校の社会の授業の教材「すす
みゆく静岡市」のような内容が再確認できる取り組みが
あれば、小粒ですが効果的ではないでしょうか。

貴重な歴史資源は存在するものの、市民
の関心や認知度は低い状況であるため、
まずは歴史に興味を抱いてもらう必要が
あり、そして、歴史の持つ奥深さについ
て、学ぶ機会が充実していることが重要
です。いただいたご意見を参考に、歴史
を知る機会の提供に取り組んでまいりま
す。

○

169
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

『方針２　「おまち」のファンになる』
というのが素敵だと思いました。自分も
家族も大道芸が大好きで、「おまち」の
ファンだと思います。コロナが収束した
ら、もっともっと大道芸を盛り上げて、
市内外に「おまち」のファンを増やして
いけたらいいと思います。

「視点３ 歴史の空間づくり　市民や来訪者が日常的に歴
史に触れられる機会を創出する」というのが気になりま
した。散歩が好きなので、歩きながら歴史を感じれらる
道や街並みがあれば楽しいと思いました。

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、歴史のス
トーリーが感じられる歩行者空間づくり
などに取り組んでまいります。

○

170
①そう
思う

私は静岡市の出身でなく、あまり歴史を
身近に感じることはない小さな町で生ま
れ育ちました。
静岡市は「おまち」という呼称があるよ
うに、何気なく歴史と関わりのある地域
だと感じており、地方出身である私には
それが誇らしく感じられます。
市外に向けて静岡市の魅力を伝えること
だけでなく、静岡市で生まれ育った人達
に「おまち」のファンでい続けてもらう
ことが重要だと思うからです。

①そう
思う

静岡市に住んでいると気付きにくいです
が、多くの歴史的な資源に恵まれたまち
だと思います。そうして点で再発掘とい
うキーワードにはとても共感します。

静岡市に来て「住みやすい」と感じた点がいくつかあり
ます。
・公共交通機関で市街地のほとんどに行くことができる
・坂が少ない
・雪が降らず一年中温暖で、公共交通機関が機能しない
ということがない
静岡市民にとっては当たり前のことでも、ほかの地域の
人達にとっては羨ましい点が多くあると思います。将来
的に、パルクルのようなMaaSの取組と歴史資源が上手く
組み合わさり、エコでコンパクトな観光ができると静岡
らしくて素敵だなと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○
いただいたご意見を参考に、先端技術を
活用し、暮らしやすい、働きやすい、居
心地がいいまちを形成していきます。

○

171
①そう
思う

①そう
思う

【静岡の魅力発信について】

東京～名古屋の大都市の中間点に位置する静岡は、立
地、気候ともに恵まれた都市で、他の地方都市と比べて
優位性があります。テレワークや、通勤費増額（新幹線
通勤可）など働き方の多様性が進む中で、東京での仕事
を静岡で生活しながら実施ができる環境が整いつつあり
ます。well－being な社会が求められる中で、静岡の恵ま
れた環境はとても適した場所といえると考えてます。そ
の魅力を発信していくことがとても重要だと感じていま
す。

静岡は地理的、気候的など様々な面で暮
らしやすいまちであると考えています。
そのような強みも活かすような取組をす
すめてまいります。

○

172
①そう
思う

①そう
思う

173
②やや
そう思
う

静岡都心の現在は、長い歴史の中で、先
人が国土（自然）に働きかけて築き上げ
たものである。
私たちは、先人の成果を享受しながら暮
らすことができている。
現在残っている貴重な成果を享受しつ
つ、かつ未来に（より良い形で）引き継
ぐことが重要であると考えます。

②やや
そう思
う

実現するための方針として、今できるこ
とを少しずつ進めることが良いと思いま
す。

駿府城の濠は、浮島城として三重の濠が現存（埋蔵）し
ており、とても貴重であると聞いたことがあります。
現状では、不明確な天守閣よりも価値があるとも聞いた
ことがあります。
やはり、今「あるもの」の磨き上げと、そのプロセスそ
のものが、効果的な取り組みになると考えます。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、歴史資源の
磨き上げや発掘調査を通じた歴史を知る
機会の提供などに取り組んでまいりま
す。

○

174
①そう
思う

静岡の街並みが形成されたのは、江戸時
代の徳川家康公によるものであるから、
静岡市を語るには「歴史」が切っても切
れないものであるから。

②やや
そう思
う

多数経営資源のある静岡市では、ある程
度、的を絞った方針を立てなくてはいけ
ないと思います。このような中で適切に
まとめられていると感じたから。

おまちとオクシズでの住み分けを実施したらいかがで
しょうか。極端なことを言うと、高齢者はおまちで、若
者はオクシズで。そのようにすることで資源の集中と分
配が効率よくできると思います。「なんでもある」は裏
を返せば「目立つものがない」といえると思います。高
齢者にとって住みよいおまち、若者にとって住みよいオ
クシズとすることで、資源の投下内容が明確になると考
えます。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、市民が暮ら
しやすい、働きやすい、居心地がいいま
ちの形成に取り組んでまいります。

○

175
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

方針１、２が達成されたときに、どのよ
うな結果を生むかが見えづらく感じた。
人々が歴史を身近に感じることで、もし
くは、おまちのファンになることで、定
住・交流人口を増やす等どのようになっ
ていくかの帰結を見せられると良いと思
う。

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

176
②やや
そう思
う

①そう
思う

177

③どち
らとも
言えな
い

いち市民感覚としては「おまち」は商業
活動・消費活動をするところであるか
ら”歴史”は身近には感じられない。

③どち
らとも
言えな
い

方針１については、市民が歴史を身近に
感じられるかはPR次第だと思う。ハコモ
ノは訪れた人（興味がある人）しか共感
できないので、”きゃっしる”のように
否が応でも目につく形・展示方法などで
PRすることも大事だと思う。

方針１は特に民間企業の力が必要になると思います。静
岡まつりや街中の夏祭り、その他様々なイベントの中
で、「歴史」や「しずおからしさ」をテーマに扱うなど
のPRは市民（来場者）に受け入れられやすいのではない
か。
例：・夜桜のライトアップの際に、時間限定で、お堀を
使ったプロジェクションマッピング。・スポーツイベン
ト的に、お堀でカヌーレース。・ホビーショーの開催時
期などに合わせて、街なかにプラモのサーキットコース
をつくって、モナコのF1グランプリのような、プラモ版
カーレース大会の開催。等

20年の中長期的な視点に立って、「歴史
文化」と「都心再生」の共有すべきまち
の姿を定め、一つの方向性のもとで一体
的にまちづくりを進めてまいります。

○

歴史が感じられる仕掛けづくりや歴史資
源を活用したまちなみ形成などにより、
市民が日常的に歴史に触れられる機会の
創出に取り組んでまいります。

○

いただいたご意見を参考に、静岡の歴史
をテーマにしたイベントの開催に取り組
んでまいります。また、いただいたアイ
デアの一部をグランドデザインに反映さ
せていただきます。

○
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【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

178
②やや
そう思
う

個人的に歴史は好き。
ただし、これまでの静岡市は歴史的遺産
は多くあっても、どこも独立的で連携や
流れを感じることができず、深みを感じ
ることができなかった。
そこが解決されるように感じるため、期
待しています。

②やや
そう思
う

それぞれの３つの方針はそれぞれター
ゲットが異なると感じる。方針１は観光
客、方針２は静岡市へ通勤や買い物にく
る来静者、方針３は静岡市の居住者。も
ちろん方針２、３についても大切な方針
ではあるが、人口減少の歯止めがかから
ないなか、まずは方針１を強化し観光地
としての魅力を上げる取り組みに注力し
てほしい。各視点についてもどれも実現
できると有り難いが、優先順位をつける
べきだと思う。

やはり歴史的文化財を有効活用すべく交通インフラの整
備と各施設に受け入れる体制作りが効果的だと思う。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
新しいまちの使い方につながるMaaSの推
進など、交通アクセスの強化に取り組ん
でまいります。

○

179

④あま
りそう
思わな
い

20年先の自分の姿でさえ想像することが
難しい。

③どち
らとも
言えな
い

清水と駿河はすでにグランドデザインが
策定済みということですが、エリアを考
えるときにそれぞれのエリアが連動して
いるのか個別に考えているのか気になり
ました。

スマートシティと歴史の濃淡がはっきりしたまちづくり
は面白いかもしれません。
歴史は古いまま変化しませんが、今、新しいものは20年
先は古くなっています。ぼんやりですが、まちづくりを
するうえでこの辺りがヒントになるのではないかと思い
ました。
様々なものを特徴として活かそうという内容は理解でき
ますが、何か１つに絞ってもいいかと思いました。

20年の中長期的な視点に立って、「歴史
文化」と「都心再生」の共有すべきまち
の姿を定め、一つの方向性のもとで一体
的にまちづくりを進めてまいります。

○

県都にふさわしい都市の基盤を整えるた
め、都市拠点、交通軸などの整備を進
め、都心・副都心を中心とした東西に広
がる都市構造を充実させるため、３つの
都市拠点の特性を生かしたまちづくりに
取り組んでまいります。

○

これまで培ってきた都市機能の更新と、
新たな時代に対応した都市機能へも転換
しつつ、歴史資源の活用と経済の活性化
を目指したまちづくりに取り組んでまい
ります。

○

180

④あま
りそう
思わな
い

最優先にすべきなのは、地域住民の日常
生活での利用であり、その視点が弱すぎ
る。
また、駒形通を対象地域に含めていない
ことにより、更に日常生活の視点が弱く
なっている。
また、現在の中心地商店街では、スー
パーやショッピングモールの様な、『信
頼できる事業者による“日常生活に必要
な物を”低価格かつ高い衛生管理で、
ショッピングカートと駐車場による楽な
荷物移動が可能な場所』が全くと言って
いいほど存在しない。一方で、スーパー
などの進出を事実上禁止している状況
で、市民の日常生活を疎かにしていると
言わざるおえない。
上記の問題を解決する為には、①計画的
な支援による食料品店、生活必需品を取
り扱う店舗の出店②商店街建物の全面建
て替え③衛生管理の為の専門部署(保健所
等の出先機関)の設置、巡回、問題有る店
舗の改善④雨天でも快適に通行可能な屋
根及び地下道の整備⑤宇都宮LRTの様な、
荷物を持った移動が簡単な公共交通網の
大規模整備

②やや
そう思
う

基本的に必要な点が全て挙げられている
ため。
ただし、Q3の回答の通り、方針3が現実に
即した整備になっていない。

空き店舗や低未利用地などの有効活用、
また老朽化した建築物の更新により、中
心市街地として都市機能を向上していき
ます。いただいたご意見につきまして
は、商業振興に向けた今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

181
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

静岡市は、どの時代の歴史の中にも必ず出てきた場所で
すが、歴史に興味のない人には知られないところもある
ので、街の中のいろんな場所で歴史紹介スポットみたい
なのがあれば、市民や他の地域からきた方にも、身近に
歴史を感じる方ができるのではと思います。

【浅間通り商店街城下町プラン】

今、浅間通り商店街がだんだん店がなくなってきていま
すが、浅間神社から続く商店街なので、浅草の仲店みた
いなお土産スポットとして、なおかつ城下町風に再開発
したらどうかと思います。
ここへ来れば、静岡のものが買えるとか、食べられると
言うような場所になれば、観光客の集客も見込まれ、盛
り上がるのではと思います。

いただいたご意見を参考に、日常的に歴
史資源を活用したまちなみ形成や歴史が
感じられる仕掛けづくりに取り組んでま
いります。また、いただいたアイデアの
一部をグランドデザインに反映させてい
ただきます。

○

182
①そう
思う

歴史を大切にすることは、とても良いこ
とだと思うから。

②やや
そう思
う

3つの方針が実現できれば、住んでみたい
住み続けたい街になると思うから。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

183

③どち
らとも
言えな
い

歴史を感じて嬉しいのは観光客であって
「住民」ではないのでは？このグランド
デザインは誰のためのものなのでしょう
か。
それぞれが別のターゲットなのであれば
とても良いと思うのですが…。

⑤そう
思わな
い

20年後の葵区を担う人の声を丁寧に拾っていただければ
と思います。

グランドデザインの主役は、静岡市に関
係する『市民・来訪者』であり、市民の
方にも、まちの歴史を再認識すること
で、歴史あるまちに暮らすことに誇りを
持って、暮らしていただきたいと考えて
います。

○

市民や事業者を巻き込むために、現在も
活動を実施している「各商店会」などの
活動団体を支援するとともに、様々な形
でまちづくりに参加できるような機運を
醸成していきます。

○

184
①そう
思う

静岡のまちは知れば知るほどこのまち固
有の歴史文化が豊富にあり、このまちに
しかない魅力を感じる一方で、静岡駅を
降りたったとき、普通に日常生活を送っ
ているときにそれらの豊かさを感じる機
会が多くない。このまちが過去から継い
できた豊かな地域資源をきちんと見える
化し伝えることで、まずここで暮らす市
民がまちを誇りに感じ、さらに市外県外
から来訪する人たちにも自然に伝わって
いくと感じるため。

②やや
そう思
う

まず、これらの３つの方針の主体が市民
である方針であることに共感した。
上記で述べた通り、まずはこのまちで暮
らす市民がまちの魅力を感じまちを好き
になることが、豊かに幸せに住み続ける
という結果につながると感じる。
一方、９つの視点についてはやや総花的
であったり抽象的な印象を持った。特に
方針２・方針３については、静岡のまち
が目指す方向性の議論の上でより具体的
な施策に落とし込む必要があるように感
じた。

上記の各指針について、また各施策については行政主導
で行政が担う部分が多くを占めているような印象を感じ
た。
「６．グランドデザインの実現化に向けた実施体制」に
ある通り、グランドデザインの実現には市民、事業者が
いかに行政の施策に相乗りしたくなり、相乗りすること
で得する（収益を得る・より良い暮らしができるなど）
仕掛けが非常に重要だと感じる。短期的ではなく中長期
目線での、市をブランディングする方向性を示し、そこ
に手を挙げる事業者・市民をチャレンジしやすくする環
境づくりを期待する。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

市民や事業者を巻き込むために、現在も
活動を実施している「各商店会」などの
活動団体を支援するとともに、様々な形
でまちづくりに参加できるような機運を
醸成していきます。

○

185

③どち
らとも
言えな
い

③どち
らとも
言えな
い

机上の空論にならないように、実施体制を計画に盛り込
むべき

グランドデザインの実現化に向けた実施
体制として、市民や事業者を巻き込むた
めに、現在も活動を実施している「各商
店会」などの活動団体を支援するととも
に、様々な形でまちづくりに参加できる
ような機運を醸成していきます。

○

186
①そう
思う

地元(静岡)に魅力を感じ、誇りをもって
もらうのは静岡を好きになってもらう上
で大切なことだし素敵だと思うからで
す。

①そう
思う

観光客に愛される町であるだけでなく、
住んでいる人々が心地よいかという視点
が大切だとかんじたから。

SDGsやサステナビリティを静岡からもっと発信してい
き、ブランディングをしていくべきではと考えます。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、都市アセッ
トの活用により持続可能なまちの形成に
向けた都市機能の更新を進めていきま
す。

○

187
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

歴史的建造物の維持に向けた管理体制。歴史教育。
youtube等で認知を広めていく活動。

とてもすばらしい取り組みだと思いますので応援してお
ります！

いただいたご意見を参考に、歴史資源の
保存や歴史インタープリターの育成など
歴史を知る機会の提供に取り組んでまい
ります。

○

188
①そう
思う

視点７に記載のとおり街は更新の時期を
迎えている。歴史をこの街のストーリー
として使うことにより他都市との差別化
ができる。再開発のデザインコンセプト
にも利用すべきと思う。前例主義の街づ
くりは時代遅れ。

①そう
思う

全て同時に進めるべきことが纏まってい
る。

行政の超強力なリーダーシップ！！

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

グランドデザインの主役は、静岡市に関
係する『市民・来訪者』であり、自分事
としてまちづくりに取り組んでもらうこ
とを目指し、『事業者』はビジネスにつ
なげることで経済の活性化を図り、『行
政』は下支えするようなまちづくりなど
を先導します。

○

189
①そう
思う

静岡の誇らしい歴史とともに暮らすこと
で静岡市民は自分のまちがもっと好きに
なりそうだと思った。また、来訪者を案
内する際にも自信をもって自分たちのお
まちとして紹介できる街になりそうだと
思った。

①そう
思う

複雑な要素が混じりあっている私たちの
生活を３つの方針によって分かりやすく
方向付けていると感じました。

静岡市プラモデル計画など、子供たちにもわかりやすく
静岡の歴史や特徴が伝わる取り組みがまちにあふれる
と、子供の頃から意識に刷り込まれ生涯にわたって自分
のおまちであるという認識を形成できるのではないかと
思いました。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、将来を担う
小中学生などが、楽しく歴史を学ぶこと
のできる機会を提供していきます。この
グランドデザインにこれからの時代を担
う子ども世代も含んでいるということを
改めて追加させていただきます。

○
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「葵歴史のまちづくりグランドデザイン」パブリックコメント意見一覧
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【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

190
①そう
思う

「歴史とともに暮らす」というワード
が、今を生きているのに昔とも生きてい
るのだという風に感じられ、途端に歴史
を身近に感じられると思ったから。そん
な２０年後があればとてもいいなと思い
ます。

①そう
思う

特に、方針１「歴史資源の再認識」と方
針９「先端技術の活用と浸透」が過去と
未来を繋げているように思えて面白いと
感じたため。

歴史というと、つい、徳川家康や今川義元等の時代を想
像してしまいます。でも、グランドデザインを策定する
「今」も、２０年後には「歴史」と言えると自分は感じ
ているので、今やって、２０年後に結果を見るような取
組があると面白いと思います。
（例）市民それぞれが、例えば20年後に静岡市で流行っ
ている事を未来予知するとか、静岡市がどんな姿になっ
ているかを予測する等の設問をいくつか用意しておく
（アンケートアプリ等を活用して記録しておく）。20年
後に答え合わせをして、一番近かった人を、静岡市観光
大使に任命するとかどうでしょうか。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
いただいたアイデアの一部をグランドデ
ザインに反映させていただきます。

○

191

③どち
らとも
言えな
い

③どち
らとも
言えな
い

「ファンになる」というのは結果のよう
な気がして、方針と言われると、共感し
にくいです。その中身の日常（生活・仕
事）も非日常（休日・観光）も、時間帯
や季節の変化を感じて、五感で楽しむ、
という点には共感するので、発進の仕方
を工夫してほしいと思いました。

「おまち」ファンづくりに向けて、まち
の魅力を楽しめる機会を創出するととも
に、「おまち」ファンを中心として、人
が人を呼ぶ仕掛けづくりに取り組んでま
いります。

○

192
②やや
そう思
う

これからの事業に期待が持てるから
②やや
そう思
う

これからの事業に期待が持てるから

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。

○

193
①そう
思う

②やや
そう思
う

歴史は基本的な共有できる概念だと思わ
れます。自分達がなぜ今の生活様式を採
用しているかを共通認識として持つこと
で、スムーズなコミュニケーションが可
能になると考えます。
同時にそれは地域のファンになることで
はないでしょうか。

自動運転のトレンドはしっかり入れていくべき。
駅前から駐車場はほぼ全て無くなり、駅前に集中してい
た飲食店は郊外型が増える。
その時に行政の規制がその自然な流れを阻害しないこ
と。
不動産需要や地価が大きく変わるので、変化を恐れず新
しい需要に対してスピードを持って受け入れることが大
事だと考えます。

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

デジタル技術の活用により、ストレスな
くまちなかにアクセスできるような環境
整備や、まちなかでのスムーズな回遊が
可能な移動手段の提供に取り組んでまい
ります。

○

194
②やや
そう思
う

駿府城が出来たことにより周辺が繁栄
し、今の「おまち」へとつながっている
と思います。それを無視して街づくりと
いうことは出来ないと思うので、『歴史
とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクす
る「おまち」』を20年後の目指す姿とす
ることはいいことだと思います。
「安全で快適な都市空間の形成や都市機
能の更新」と「歴史を感じることができ
るように、触れる機会の創出や空間づく
り」のバランスをどのようにとるのかエ
リアが混在しているため、気になった。

②やや
そう思
う

視点3の歴史の空間づくりで、歴史の空間
づくりはいい取り組みだと思いますが、
駿府ホリノテラスは、つくりが近代的で
歴史の空間づくりよりも都市空間の形成
に近いと感じた。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

195
②やや
そう思
う

子どもたちが歴史を刻む存在であること
を認識し、未来へ紡いでいってもらいた
い。遊びに出かけるといったら”おま
ち”、”おまち”といったらいつも楽し
い・ワクワクが待っていると良いなと思
います。

②やや
そう思
う

駅からまちなかが歩いて回れるよう、平面移動できる人
にやさしい面的整備。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。この
グランドデザインにこれからの時代を担
う子ども世代も含んでいるということを
改めて追加させていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、ＪＲ静岡駅
の交通結節点機能の強化に取り組んでま
いります。

○

196
①そう
思う

①そう
思う

『方針2「おまち」のファンになる』について、地域通貨
である「まちのコイン」導入が効果的だと考えます。コ
インの獲得や使用において、自身が知らなかった店やま
ちの資源を訪ねることとなり、まちを知るきっかけにも
なり、結果的に、その街のファンを増やすことにつなが
るのではないでしょうか。

２０年先を見据え「おまち」のファンに
なる取組を進め、多くの人に関わっても
らうことを考えています。いただいたア
イデアの一部をグランドデザインに反映
させていただきます。

○

197
②やや
そう思
う

静岡都心の特性である多くの歴史的資源
を伝承し、まちづくりの拠点としていく
ことには賛同できるが、これらの施設間
の連携や「おまち」との連続性をどのよ
うに造り上げるかが課題ではないかと思
います。

②やや
そう思
う

・方針１～３ならびに方針に関わる視点
について、各々の考え方は良いと思いま
す。
・方針１×方針２×方針３（視点も含め
て）により、どのような相乗効果を生み
出すかの工夫がポイントになるように思
います。

・防災建築街区の更新時に、建物の連続性や低層化なら
びに歴史的景観の誘導を進め、駅前から駿府城公園エリ
アへ誘う「おまち」づくりを実現させる。（建物の更新
にあたり、何らかのインセンティブは必要となる。例え
ば、低層化や共同化を誘導するにあたっての容積率の分
配・買取りなど。）
・高度地区等の活用により、JR静岡駅から駿府城エリア
に向けての高さ制限（駅からの眺望確保）

・既に歴史的建造物に係る地域資源は揃っているため、
新たに何かを造るよりも、これらの資源の磨き上げに重
点を置くべきと思います。
・地域資源の磨き上げはもとより、エリアに点在する資
源を活用したマネジメントを実践する組織やキープレイ
ヤーの育成がポイントとなると思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

都市アセットの活用により持続可能なま
ちの形成に向けた都市機能の更新に取り
組んでまいります。いただいたご意見に
つきましては、今後の検討の参考にさせ
ていただきます。

○

198

③どち
らとも
言えな
い

20年後ではなく今が『歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、ワクワクする「おま
ち」』の姿となっていてほしかったた
め。
新型コロナウイルスによりライフスタイ
ルが変わったのに、流行前に作成した感
が否めない。

②やや
そう思
う

今ある特性を利用し視点を作成している
ため。

・小中学生に静岡市の歴史の教育
・対象区域内の駐車場の廃止および周辺の駐車場再配置
の実施

【先端技術の活用と浸透について】

近い将来自宅でなんでもできるようになります。このた
め仮想空間でも「まち」を再現し、バーチャルもおまち
へいけるようにして欲しい。
賑わいのあるまちづくりに向かって頑張ってください。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』となる
ように取り組んでまいります。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。

○

将来を担う小中学生などが、楽しく歴史
を学ぶことのできる機会の提供や新しい
まちの使い方につながるMaaSの推進など
に取り組んでまいります。このグランド
デザインにこれからの時代を担う子ども
世代も含んでいるということを改めて追
加させていただきます。また、いただい
たアイデアの一部をグランドデザインに
反映させていただきます。

○

199

④あま
りそう
思わな
い

③どち
らとも
言えな
い

200
②やや
そう思
う

歴史を身近に感じることは大事だと思う
が、「歴史とともに暮らす誇りを」は
ちょっと違うような気がします。
一人ひとりが自分事として考えるように
することは大事だと思います。

②やや
そう思
う

行政にも先端技術等があってもよい気が
します。

SNSを活用した取り組み（グランドデザインをＳＮＳで拡
散）
小学校、中学校の授業の中でしつこく取り扱って（継続
的に実施して）もらい、子どもたちに意識づけをする。
（20年後に活躍するであろう人たちに今のうちから意識
づけをする）

静岡都心に存在してる貴重な歴史資源の
価値を認識することで、まちを好きにな
りシビックプライドが生まれるものと考
えています。いただいたご意見につきま
しては、今後の検討の参考にさせていた
だきます。

○

先端技術の活用は、今後のまちづくり及
び行政にも不可欠なものだと認識してい
ます。いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせていただき
ます。

○

将来を担う小中学生などが、楽しく歴史
を学ぶことのできる機会の提供に取り組
んでまいります。このグランドデザイン
にこれからの時代を担う子ども世代も含
んでいるということを改めて追加させて
いただきます。

○

201
②やや
そう思
う

歴史文化施設ができることで何か変化は
起きるのでは感じるが、現段階ではどの
ように変化するか読めないため。

②やや
そう思
う

３つの方針に対してそれぞれ3つの視点を
持つことは分かりやすいと感じた。

北街道の商店街についてあまり触れられていない印象を
もった。商店街の再生もポイントにして、容易に店舗の
貸し出し等できるようにし、起業家がチャレンジできる
ような仕組みづくりがにぎわいにつながると思う。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。

○

北街道線の再整備を方針３のリーディン
グプロジェクトに位置づけています。い
ただいたご意見につきましては、今後の
検討の参考にさせていただきます。

○

202
①そう
思う

静岡市の目指す姿としてはやはりコンパ
クトシティであり、都会の賑わいが不可
欠である。都会再生ができなければ県内
他市町村との差別化が難しく、県内東部
には首都圏へのアクセスで負けてしま
う。
また、歴史文化も同時にあることにより
首都圏との差別化を図ることができるか
ら。

①そう
思う

どれか1つであれば、もっと優れた市町村
はたくさんある。しかし同時に達成でき
る市町村は多くないと思うが静岡市には
その可能性がある。老若男女問わず住み
やすいまちであり、かつ歴史施設があっ
て観光も楽しめるようにするためにはす
べてを達成しなければならないため。

文化や歴史、ホビーのファンになるためには、まず知る
ことから始めなければならない。そのためには広告宣伝
に力を入れて、積極的にPRすることやその道に通ずる有
名人を招いてその方がきっかけで知ったなど興味を持て
るような取組を行うことが効果的だと思う。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

文化資源を守っていくため、その価値を
高め、経済活動につなげていく必要があ
るとともに、その価値を知ってもらうた
めの情報発信やマーケティングに取り組
んでまいります。

○

203
①そう
思う

人口減少のなか、静岡の魅力を高める施
策・取り組みは必須であるから。

①そう
思う

静岡の特性を活かした方針であると思い
ます。多くの人が知らない歴史上の史実
に触れることによって、もっと静岡に愛
着を持つ機会になるといいと思います。

中途半端な箱モノを作るよりは、駿府城を築造して欲し
い。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

静岡市歴史博物館の整備のほか、駿府城
公園などの歴史資源の積極的な活用に取
り組んでまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
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204
②やや
そう思
う

古くから、駿府城を軸に中心市街地が形
成され、商業都市として成熟を遂げたま
ちである。
現在建設が進む”歴史文化施設”、そし
て、大河ドラマの放映を契機に、本市の
持つ魅力を内外に発信する契機である。

②やや
そう思
う

特に方針１，２に共感、これまでの市の
施策を踏まえたもので、引き続き磨き上
げるべき視点と思うため。
方針３は、視点は違和感がないが、”暮
らしやすい”というフレーズが、当該地
域の状況（≠住宅街）から、一般的な認
識と一致するのかとも感じる。

まず、市民自身が”まちの魅力”を再認識することが必
要なことから、いわゆる「まち歩き」を促すとともに、
日常・非日常のそれぞれで魅力を感じることのできる事
業をエリア全体として展開してはどうか。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。暮らすという表現
が誤解を招かないように解釈を追加させ
ていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、歴史のス
トーリーが感じられる歩行者空間づくり
やウォーカブルな都心部の実現に取り組
んでまいります。

○

205
②やや
そう思
う

静岡市が今後発展するために、歴史観光
を打ち出しインバウンド等の誘致をする
ことは必要だと思うため。

②やや
そう思
う

おまちの魅力アップのために
･静岡初出店の事業者を誘致する
  個人的には化粧品販売(大都市にしかないような)を厚
くできると、若い女性にとっても魅力あるまちになると
思います。
･空きテナントを減らす
  コロナの影響もあり空きテナントが目立ってきていま
すが、まちとして衰退している印象を受けてしまうの
で、なにかしら埋められると違うのかなと感じます…。
･おしゃれなカフェのある公園を増やす
  広くて綺麗な公園だとなお多くの人々が訪れ、人気ス
ポットになるのかと…！実現すれば…

心地よく暮らしやすいまちのために
･役所での手続の電子化をすすめる(転入、転出をはじめ
とした様々な住民サービス)

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

中心市街地に点在する空き店舗や低未利
用地を活用して、時代に合わせた新たな
活用方法の検討や、まちなかでの居心地
の良い空間づくりなどに取り組んでまい
ります。いただいたご意見につきまして
は、今後の検討の参考にさせていただき
ます。

○

206

④あま
りそう
思わな
い

駿府城公園に城が再建されるくらいの観
光化があるのであれば良いと思います
が、城跡である駿府城に観光地としての
魅力があるかと言われるとそうでは無い
と思います。歴史に絞っていらっしゃる
ようですが、私としては企業誘致などに
力を入れるべきと考えます。

④あま
りそう
思わな
い

心地良く暮らしやすい　には共感できま
す。歴史を身近に感じる　という点には
あまり共感できませんでした。

企業誘致→人口増加（もしくは維持）→街の活性化

観光客だけではなく、駿府城公園やお堀
などでの健康づくりやリフレッシュな
ど、市民の生活の一部として、歴史資源
が息づいている将来像を目指していま
す。

○

駿府城公園や静岡浅間神社などの歴史資
源が、日常生活圏に共存しており、市民
や来訪者が日常的に歴史に触れられる機
会の創出に取り組んでまいります。

○
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

207
①そう
思う

特にございません。
①そう
思う

特にございません。

20年後静岡がもっと繁栄するように、流行り物を取り入
れるなどをして集客をすべきだと考えます。日本の強み
であるアニメやキャラクターと言ったものに対して少し
疎いと感じます。(プラモデルの街なのだからガンダム立
像を再度建てるなど)

文化資源を活かし、美食のまち、ホビー
のまち、芸術のまちなどとして、コアな
ファンを掘り起こし、来訪してもらうこ
とが重要と考えています。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

208
②やや
そう思
う

そう思うが、20年先まで同じ価値観かわ
からないため

①そう
思う

交流人口の増加が、市の価値を上げてい
くと思うため

先進技術は３年後まで見据えることが難しいと思うが、
メタバースなどのデジタル仮想空間で体験しながら、静
岡市のファンを増やしていくなど、入口を多数設けると
面白いように感じる

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

時代に沿った先端技術の活用により、多
様なライフスタイルの実現を図ります。
また、いただいたアイデアの一部をグラ
ンドデザインに反映させていただきま
す。

○

209
②やや
そう思
う

「歴史」と聞くと固い印象を受けるが、
楽しい「おまち」と結びつけることで、
身近に感じる人も多くなりそう。
せっかく街の近くに駿府城があるので、
連携して考えるのは良い取組だと思う。

②やや
そう思
う

「おまち」の賑わいや、心地よい暮らし
とともに進めることで、今まで素通りし
てきた駿府城に興味を持ったり、歴史に
触れる機会が作られると思う。

デジタル化が進む中で、生活の格差、情報格差がさらに
進んでいくと思うので、そこをフォローするような取組
も考えてほしい。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

210
①そう
思う

①そう
思う

211
②やや
そう思
う

長年清水区に住んでいるため、おまちに
対して『ちょっとオシャレをして出かけ
る憧れの場所』という感覚にとても共感
しました（実際にそう思い、「おまち」
で働いていたこともあります）。
また、歴史の温かみも魅力的であると考
えています。それらを併せ持った、都心
部とはまた違う静岡市ならではの魅力が
さらに発揮されていってほしいです。

②やや
そう思
う

年代的に、暮らしやすさ、働きやすさ、
おまちの活性化に特に力を入れていただ
きたいです。そのうえで、歴史資源の活
用や体験を教育などにも活用し、観光客
だけではなく子育て世代にとっても魅力
的な「歴史と暮らす」街になれば良いの
ではないかと考えます。

フラワーベアやイルミネーションなどのいわゆる「映え
スポット」も素敵ですが、そういった短期的な飾りつけ
だけではなく、街中そのものがより新しくなって、「お
まち」が若者や子育て世代にとって引きつづき『憧れの
場所』になってほしいと思います。
働き方が多様化し、新しくビジネスをはじめる個人の方
が出店しやすい場・仕組みなどもあれば、新鮮な街にな
るのではないでしょうか。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

まちなかでの居心地の良い空間づくり
や、ひと中心の歩いて楽しいまちづくり
により、人々の往来や滞在時間などを増
加させ、経済の活性化につなげる好循環
を生み出すことが必要となります。この
グランドデザインに若者も含んでいると
いうことを改めて追加させていただきま
す。

○

212
②やや
そう思
う

都心で歴史色が強いと、みんなが集まる
「おまち」が新しい感じがせず発展しに
くく、新しいコンテンツが郊外に乱立す
ると思うので、そこそこでいいと思う。
おまちは常に新しさがあった方がいい。

②やや
そう思
う

歴史を日常的に身近に感じなくてもいい
気がしています。
その他はいいと思います。

自転車置き場の整備（歩道に適当に停めるのではなくエ
リアを設ける）
おまちを歩きたいと思わせる街並み作り
個の店１件１件が際立って、この地で頑張れるような応
援体制（このエリアに限らないかもしれませんが）

【賑わいについて】

どこもかしこも賑わっていなくていいと思います。人口
は減るので、市内での賑わい争いになるだけではないで
しょうか。行政の描くグランドデザインは、いわゆる
「おまち」と観光施設的なところが賑わえばいいと思う
ので、このグランドデザインもエリアが広い印象を受け
ました。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

歴史を身近に感じることで、歴史資源の
価値を認識し、郷土愛を醸成できるもの
と考えています。いただいたご意見につ
きましては、今後の検討の参考にさせて
いただきます。

○

新しいまちの使い方につながるMaaSの推
進とともに、ウォーカブルな都心部の実
現に取り組んでまいります。いただいた
ご意見につきましては、今後の検討の参
考にさせていただきます。

○

213
②やや
そう思
う

基本的には共感します。
例えばですが、”歴史を身近に誇りとし
て感じ、ワクワク期待たかまる「おま
ち」“という言い回しでは、如何でしょ
うか？

②やや
そう思
う

目指す姿の実現に向けた取り組むべき
「柱」として理解できるため。

■「静岡市を訪れて、その歴史を体感したい」と思わせ
るような情報発信について、メディアやＳＮＳ等を通じ
て積極的に展開する。
■市内外を問わず、友人や知人などに自慢できる情報の
絶え間ない発信。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

「おまち」ファン自身がコーディネータ
となって魅力を発信することで、新しい
ファンを呼び込むなど、情報発信体制の
構築に取り組んでまいります。

○

214
①そう
思う

「おまち」の魅力を発見、構築して、来
たくなるまちにしてほしいから。

①そう
思う

高齢化が進んでいくので、高齢者が「おまち」を訪れや
すくなる取り組み。
人口が減少しているので、観光客に静岡市の魅力を発信
する取り組み。

【産学官連携】

産学官連携して、より高い効果が得られるようお願いし
ます。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

歴史資源の集積や医療、商店街などの都
市機能集積を生かした来街機会の提供、
五感で楽しめる機会の提供など、高齢者
や観光客にも魅力的なまちづくりに取り
組んでまいります。

○

215
①そう
思う

歴史的資源とまちづくりを融合させて、
発展させるビジョンをもつことは良いこ
とだと思うから

②やや
そう思
う

方針や視点を具体化して、他の都市と差
別化できるよう、ブランド化して欲しい
と思います。

歴史資源の価値がわからない、あるいは知らない市民は
一杯いると思う。歴史的なストックとデジタル技術と組
み合わせ、歴史と未来を感じさせる取り組みがよいと思
う。まずは、来年の大河ドラマを活かして、おまち、あ
るいは静岡市の魅力づくりを構築してほしい。
また、静岡駅から呉服町、あるいはセノバまでの商店街
は、地方都市の中でも賑わいが残っている方だと思う。
とはいえ、昔に比べると、人通りは少なくなっているの
で、人が滞留する仕掛けを見つけてほしい。

【頑張ってください】

コロナの影響で関係人口が減少し、積極的な施策を打ち
にくくなっていると思いますが、静岡の顔であるこの地
域の発展に向けて頑張って取り組んでください。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見や検討会での意見・ア
イデアを参考に、ＡＲ・ＶＲなどのデジ
タル技術を活用したまちなかでの歴史体
験の提供、令和５年大河ドラマ「どうす
る家康」との連携など、歴史を楽しむ機
会を創出に取り組んでまいります。

○

216
①そう
思う

静岡都心である「おまち」について、潜
在的に持っていた歴史資源を、まちのカ
ラーとして使用することで、都心エリア
の整備が一体感を持って行われるように
なることを期待しているから。

①そう
思う

方針１、方針２については、歴史という
ツールを使って「おまち」の魅力を高
め、市民のシビックプライドを醸成する
という方針、視点について期待している
から。

ウォーカブルな都心部の実現に向けて、
・車のための空間から歩行者のための空間へシフトして
いく。（4→2車線＆歩道拡幅）
・国道１号線の平面横断化

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
ウォーカブルな都心部の実現に向けて、
いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

217
①そう
思う

「歴史」という変わらずに大切にしてい
くものと、時代に沿って変化していこう
とする「おまち」の取組が良いと思いま
した。「歴史」はもちろん大切ですが、
それだけでは継続的な賑わいを生みだせ
ない（１回来ただけで終わってしまう）
と思うので、「また来たい」と感じさせ
るような街の雰囲気や作りが必要だと思
いました。

①そう
思う

現在は、静岡の街で１日中過ごせるよう
なコンテンツがないので、目的がないと
街に行くことがない状態です。「楽しそ
う、行ってみたい」と感じる賑わいや、
「なんとなく街で過ごしたい」と思える
ような心地よさが生まれると良いなと思
います。

この先、自宅にいながら、自分ひとりでも生活していけ
るような時代になっていくと思います。その分、人や自
然との交流を求めるようになる、あるいは健康面から外
出することを推進されるようになるのではないかと考え
ます。人々をまちに導くために、そこでしか感じられな
いこと（美味しい、気持ちが落ち着く等）を体験できる
取組が効果的ではないかと思いました。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、来訪者を惹
きつけ、やすらぎが感じられるおもてな
し空間づくりに取り組んでまいります。

○
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【市の方針（回答）】　　①…グランドデザインに盛込み済　　　②…グランドデザインに反映する　　　③…今後の施策等で参考にする　　　④…反映できないもの　　　⑤…その他【いただいたご意見】

質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

218
②やや
そう思
う

静岡おまちに歴史を感じられるように
なったらいいなと思います。ですが、中
心市街地は時代とともに進化していかな
ければいけない場所でもある為、歴史と
の共存をどのようにしていくのかなと思
います。

③どち
らとも
言えな
い

「おまち」のファンになるというニュア
ンスがよくわかないです。

道が狭いと思うので、道路を広くしてもらえたらいいな
と思います。そうなると立退きだったり現実的には難し
いことが多いとは思うのですが、ビルを建て替えるにし
ても、外から見ても広く見える空間で、圧迫感を感じな
いような空間がおまちにできればいいなと思います。
もっと開けていて、緑が多いとウレシイです。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

「おまち」ファンづくりに向けて、まち
の魅力を楽しめる機会を創出するととも
に、「おまち」ファンを中心として、人
が人を呼ぶ仕掛けづくりに取り組んでま
いります。

○

いただいたご意見を参考に、水や緑を感
じる空間の創出など、来訪者を惹きつ
け、やすらぎが感じられるおもてなし空
間づくりに取り組んでまいります。

○

219
①そう
思う

静岡都心は、静岡市が誇る歴史文化の宝
庫であるから、その資源を最大限活かし
た「おまち」とするべきである。

①そう
思う

歴史文化施設の開館もあり大変期待して
いる。それぞれの視点からも意図を感じ
るものであり、共感できる。
一方で、「まちは劇場」の視点がない理
由がわからない。

「おまち」に行くのが楽しくなるような「まちは劇場」
の推進。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針２の「おまち」のファンになるの中
に、「まちは劇場」の取組を含んでいま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○
いただいたご意見を参考に、アート＆エ
ンターテイメントの発信など、まちの魅
力を楽しめる機会を創出します。

○

221
①そう
思う

①そう
思う

歴史を感じられる歩行者空間の創出（まちの賑わい創出
のため）

いただいたご意見を参考に、歴史のス
トーリーが感じられる歩行者空間づくり
に取り組んでまいります。

○

222
①そう
思う

人口減少や高齢化社会に対応した都市に
転換する必要があると思いますので、こ
のようなグランドデザインは必要と感じ
ます。

②やや
そう思
う

歴史と新たな街づくりの両輪の視点は良
いと思います。
地域の商店街や住民のまちづくりへの活
動の視点が入っても良いかと思います。

・青葉シンボルロードの芝生化
・土地利用の見直し（民間が参入しやすい都市）

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
いただいたご意見を参考にまちなかでの
居心地の良い空間づくりに取り組んでま
いります。

○

223
①そう
思う

「おまち」という言葉が親しみがあり、
静岡らしくて良いと思います。

①そう
思う

９つの視点を継続的に進めていくこと
で、何度も訪れたくなる「おまち」にな
ると思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

224
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

4～9はとてもそう思うが、歴史部門に関
してはあまり関心がない

中心地である青葉シンボルロードの再整備
プラモデルのまちで尖る

「おまち」という驕った特権意識が保守的な風土を生
み、藤枝や島田にまちづくりで後れをとっている（実際
は分からないが、テレビ・新聞的にはそう見える）一因
だと思う。
県庁所在地で新幹線の停車駅なので20年後も30年後も近
隣市町に賑わいで負けることは無いと思うが、先進都市
として引っ張っていくまちになるのかは疑問。

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

いただいたご意見を参考に、まちなかで
の居心地の良い空間づくりやホビーのま
ちなどとして、コアなファンの掘り起こ
しに取り組んでまいります。

○

○

「静岡の歴史文化の核はなにで、それを
どう見せたくて、最終的にどんな満足感
をお客さんに与えたいのか」見えにく
い。商業や暮らしなどのプラスイメージ
を総花的に並べているように見える。街
をこぎれいに整備したら商業や暮らしに
影響があるのは当然で、マイナスを生ん
ではいけないが、歴史文化自体が効果最
大化するにはどうしたい→そのあとで各
ジャンルとのすり合わせをして、エッジ
は残しながらひとりよがりにならない政
策を形成すべき。
歴史文化と「おまちのファンになる」の
重なりは理解できる。しかし歴史文化と
「心地よく暮らしやすい」の重なりは非
常に小さいと見込まれる。歴史を身近に
感じる整備や、それによる観光客増加
は、ただ住むという機能にプラスをもた
らす部分は限定的で、かえってトイレが
汚い、ゴミが多い、道路や駐車場が混ん
でいるなどオーバーツーリズム問題から
ドーナツ化を加速する可能性もあるた
め、丁寧に重なりによるメリットを広げ
る政策を検討して欲しい。投資すること
がなんでも100％住みやすさに反映される
わけではない、あなた自身が住みたいと
思い、誇りを持って友人に紹介できる内
容でなければ意味が無い。
静岡らしさの可視化について、既にある
公共施設はうまく使いながら、限りある
予算残高を配分してこれからの時代に対
応する再整備が求められる。柔軟性のな
い個別施設の再整備では限りある予算に
対し投資効果が低いと感じるため、歴史
文化の可視化についてはVRなどを最大限
活用し、天守台の携帯カメラ画像への重
ねや、歴史を題材にしたアニメやゲーム
にも迅速に対応しこれらもカメラ画像へ
の重ね合わせに対応させるなどの単純な
ものでよいので、負債や維持リスクのあ
るハード整備は最小限にし、流通してい
るソフト技術で魅力発信してほしい。専
用VR機器を特注で櫓内に作り、デジタル
機器のあっという間の老朽化で10年で撤
去のようなことをしていても魅力は伝わ
りにくい。
中心市街地において歴史ファンを呼ぶと
いうのは、小布施や川越や飛騨高山のよ
うな魅せ方とは異なり、どちらかと言え
ば皇居・江戸城のような、最小限の街並
みで最大限のリターンをお客さんに持っ
て帰ってもらう魅せ方になり、なんとな
く一度投資・整備してあとは自動で集客
がある・終わり、にはできない。ガイド
ツアーや東海道と絡めた継続的な魅力発
信が必要で、それらがやりやすい街の構
造が必要で、どういうソフトを乗せるか
らどういうハード整備が必要という逆算
を核とした方がよい。それと並行して、
蒲原や丸子など宿場は街並みで見せてい
きたいように感じる。これらがつながっ
ていないと歴史のグランドデザインにな
り切れない。
商業活性化や街中に緑を、のような聞こ
えのよい単語をならべても、「歴史文
化」の強い核にならない。現状では、
【中心市街地まちづくりグランドデザイ
ン】、の「うち一項目としての歴史文
化」（および商業・アート・暮らしやす
さなど多数項目より抜粋）になっている
ように見える。
ひとことで言って歴史の何を自慢したい
のか。それは他市や世界とどう差別化さ
れるべきなのか。それは【歴史とともに
暮らす誇りを感じ、わくわくする「おま
ち」】に濃縮されているのか。今回は読
み解けなかった。

220
①そう
思う

過去を更地にして都市を築くことはでき
ない。先人に最大限の経緯を払いなが
ら、加えてこれからの100年に責任を持っ
て考え抜き、あなた自身がワクワクする
街にしたい、とデザインしていくことに
は全面的に同意する。

③どち
らとも
言えな
い

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

いただいたご意見や検討会での意見・ア
イデアを参考に、ＡＲ・ＶＲなどのデジ
タル技術を活用したまちなかでの歴史体
験の提供や歴史インタープリターの育
成、駿府城（公園）のシンボル空間とし
ての利活用など、様々な取組を組み合わ
せて、歴史を身近に感じるまちづくりの
実現に取り組んでまいります。
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質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

225
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

だれが誇りを感じ、おまちにワクワクする姿を選ぶかに
よってその取組の内容が変わります。したがって、その
ターゲットを定め、その対象に対する聴きとり、パイ
ロット事業（トライアンドエラー）を繰り返し、それを
許容する体制の中で、見出していけば良いと思います。

いただいたご意見につきましては、今後
の検討の参考にさせていただきます。

○

226
①そう
思う

自分が子供のころは、中心市街地へ行く
ことは、楽しみのひとつだったので、今
のこども達もそう感じれたらよいかと。

②やや
そう思
う

今あるものについての活用は賛同でき
る。

駿府というまちの成り立ちを意識し、更新を図っていた
だけたらと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。この
グランドデザインにこれからの時代を担
う子ども世代も含んでいるということを
改めて追加させていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、持続可能な
まちの形成に向けた都市機能の更新に取
り組んでまいります。

○

227
①そう
思う

①そう
思う

228
①そう
思う

歴史文化の拠点施設である歴史博物館が
完成し、駿府城公園周辺が歴史資源を活
かしたまちづくりが進むとともに、その
周辺の商店街が活性化することが期待で
きるため。

①そう
思う

来訪者を含め、まちづくりに取り込んで
いこうとする姿勢が見えるため

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

229
①そう
思う

日々の生活の中で歴史を感じられるよう
にしないと、人々の意識の中から忘れ去
られてしまうと思うので。

②やや
そう思
う

全体的には共感できますが、方針１～３
の関連が分かりにくいのではないかと感
じる。（２→３のところ）

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

230
①そう
思う

商業施設などがおまちに集まっていま
す。小さな頃、おまちに行くとワクワク
した気持ちになりました。その頃はまだ
理解できていませんでしたが、おまちに
は、駿府城公園など歴史を感じることが
できる場所が今も残っています。今と昔
が共存する新しいおまちは、もっともっ
とワクワクする場所になると感じます。

①そう
思う

魅力のあるおまちになるとともに、暮ら
しやすい街であることは、大事なことだ
と思います。また、どの世代にとって
も、そう感じられるおまちであることが
大切だと思います。

おまちのエリアは、徒歩で回るには、少し大変です。簡
単に移動できるよう交通網が整備されていると嬉しいで
す。
エリアごとに、特色を出すことで、いろんな楽しみ方が
でき、1日おまちで楽しめる、そんなおまちになると良い
です。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、新しいまち
の使い方につながるMaaSの推進などに取
り組んでまいります。

○

231
①そう
思う

歴史文化を都心の魅力として発信してゆ
くことが重要だと考えるので。

①そう
思う

必要と思われる項目を取り上げているの
で。

「食の都しずおか」構想の推進
県外からの来訪者は「飲食」に関する情報の要望が極め
て高いので、ジャンル別のおすすめ店舗を掲載したマッ
プをWebで発信。おすすめ店舗の選定には
静岡市民によるネット上での投票等の評価で、一定基準
以上のスコアを獲得した店とするなどして店の品質を担
保する仕組みを取り入れる。

【JR静岡駅北口アクセスの抜本的改善】

①ペデストリアンデッキ設置により、東海道線、新幹線
改札口から同一平面上で紺屋町、御幸町、伝馬町方面へ
移動出来るようにする。
②デッキ下の空間を利用してバスターミナルを拡張し、
バス利用者の利便性向上を図る。
③デッキ上にイベント広場やミニパークを設置して憩い
の場を提供する。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

美食のまち、ホビーのまち、芸術のまち
などとして、コアなファンを掘り起こ
し、来訪してもらうことが重要となると
考えています。いただいたご意見につき
ましては、今後の検討の参考にさせてい
ただきます。

○

232
①そう
思う

「政令市」静岡市の中心市街地として、
時代が変わろうと静岡市に暮らす人、訪
れる人を魅了する場所であるべき。

①そう
思う

方針３で示されている、既存ストック
（建築物等）の最適な更新を検討するこ
とは、非常に重要であると考えるため。
戦後復興などの再開発で整備された建築
物の更新など。

【歴史という資源について】

歴史資源がこのエリアの特徴であり貴重な資源であるこ
とは間違いないが、すべてそこに引っ張られることな
く、多様な価値観を持った人々のニーズにあう都市づく
りを進めてほしい。
居心地の良い空間やワクワクする場所が必ずしも「歴
史」である必要はなく、時代のトレンドにあったまちづ
くりも必要であると思う。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針３の「心地よく暮らしやすい」で
は、静岡の特性を活かして、住みやす
く、働きやすい、居心地のいいまちを目
指して取り組んでまいります。いただい
たご意見につきましては、今後の検討の
参考にさせていただきます。

○

このグランドデザインでは、「歴史文
化」と「都心再生」の２つをテーマにし
ており、その両輪でまちづくりを進めて
参ります。

○

233
①そう
思う

Eコマースやリモートワーク等の影響によ
り、まちに繰り出す動機として買い物や
仕事が弱くなっていくのだとすれば、
「楽しむために出かける」ほかは理由が
ないので、ワクワクする「おまち」とす
ることに共感できます。楽しい仕掛けが
多くあれば、嬉しく思います。

①そう
思う

自身は歴史に興味がないのですが、歴史
が好きな観光客の心をつかめるような施
設があったり、公園におしゃれなカフェ
があったり、再開発をして安全で綺麗に
なったまちなかに憩いの芝生スペースが
あったりなどすれば、「おまち」に出か
けたくなるし、暮らしやすくなると思う
ので、共感できます。

歴史文化施設があっても、歴史が好きな人や課外授業等
でしか使われないとすれば、たいして「おまち」に人が
集まらないと思うので、たとえば施設内に、こどもを元
気いっぱい遊ばせられる忍者遊具があるスペースを作れ
ば、こどもとその親は日常的に集まるし、また幼少期か
ら歴史に親しむきっかけとなり、大人になってからも歴
史を動機として「おまち」に訪れるようになるのではな
いかと思います。私には小さな子がおりますので、島田
のゆめ・みらいパークや、焼津のターントクルのよう
な、こどものためのワクワクする施設が静岡市の「おま
ち」にも出来たら嬉しいです。

静岡都心がワクワクできる「おまち」と
なるようにまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針２の「「おまち」のファンになる」
では、文化資源を活用や、憩いの空間づ
くり等より、多くの人に関わってもらう
取組を進めてまいります。いただいたご
意見につきましては、今後の検討の参考
にさせていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、将来を担う
小中学生などが、楽しく歴史を学ぶこと
のできる機会の提供に取り組んでまいり
ます。また、いただいたアイデアの一部
をグランドデザインに反映させていただ
きます。

○

234
②やや
そう思
う

②やや
そう思
う

葵船やホリノテラス、駿府城公園、ジョギングルート等
の魅力を磨くために、せめてお堀の底が見えるくらいに
は定期的に泥を取り除いた方が良いと思います。

駿府城公園などの歴史資源の積極的な活
用に向けて取り組んでまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

235
②やや
そう思
う

歴史を好きな人は少ないと思いますの
で、より幅広い世代に浸透するようにな
ると良いと思いました。

②やや
そう思
う

市民、行政、事業者の視点があって良い
と思いました。

歴史を感じる場所で歴史的なイベントをやると、歴史に
関心のある人にしか響かないため、歴史のある場所では
あえて、何も関連性のない通常のイベントを実施する方
が、人が集まるのと思いました。逆に、現代的な「おま
ち」で歴史ロマンを感じるイベントやブース、商品等を
展開することで、市内全体で歴史をPRしていくことも良
いかもしれません。歴史が嫌いな人に歴史を好きになっ
てもらうのは難しいですが、歴史を知ってもらうことは
できると思うので、何かのついでという形でも、知る機
会が増えると良いと思いました。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、静岡の歴史
をテーマにしたイベントの開催や日常的
に歴史を感じる仕掛けづくりなどに取り
組んでまいります。

○

236
①そう
思う

①そう
思う

237

③どち
らとも
言えな
い

シビックプライドの醸成をするために地
域資源を活用することは必要だと思いま
す。ただ、市民のニーズやヴィジョン、
想いとマッチしているかどうかは不透明
であったためどちらとも言えません。危
機感を共有できないヴィジョンだと設定
しても形だけのものになってしまうた
め、職員が目指す姿をそらんじられるこ
とはもちろん、市民の意識改革が必要に
なると思います。

④あま
りそう
思わな
い

静岡空港から降り立った飛行機からの海
外の団体客は神奈川なり東京なりに
ショッピングに行ってしまいます。そも
そも静岡を認知してもらえていないのが
現状です。（あるいは魅力を感じてもら
えていない）。その中で、静岡の現状だ
けを整理した情報をもとに作戦を計画し
ても、とん挫すると思います。ライバル
となる相手はだれか、静岡市が片付ける
べきジョブは何か、誰がそれを雇用して
くれるのか、というところの整理が必要
かと思います。また、ユーザーの体験も
重要です。とにかくユーザーに一度静岡
市を体感してもらい、フィードバックを
もらい改善するという流れを形成するた
めの土台作りとしては本計画に意義があ
ると思います。何もないところに人は来
ないからです。客観的に見て今川氏や登
呂遺跡にはさほど魅力はありません。徳
川氏を主軸に据えた計画ならチャンスが
あるかもしれません。あるいは名家であ
る知られざる今川氏のあらたな魅力を展
開することが必要かもしれません。

各歴史資源は歩くには遠く、グリーンスローモビリティ
―の早期実装が望ましいように思います。個人的にはク
ルマのいらない都市が実現できれば来訪者にとって誠に
便利だと思います。歴史文化については職員・関係業者
の教育を徹底的に行い、徳川氏、今川氏の業績について
そらんじられるようにしなければあまり意味がないと思
います。来てもらっても案内できないのでは話にならな
いからです。

【計画について】

本プランでは静岡市の歴史と現状をまとめてあります
が、他市でも当然同じくらいの歴史と文化があります。
自都市の分析だけでは物足りないと考えます。ほかの都
市と比べてどれくらいすごいのかわからなければシビッ
クプライドも育たないと思います。

いただいたご意見を参考にさせていただ
き、引き続き、グランドデザインの検討
を進めるとともに、市民への適切な周知
を心がけてまいります。

○

平成28年に５大構想「歴史文化の拠点づ
くり」を打ち出して以降、駿府城公園を
中心としたエリアでは、葵舟の運航、駿
府ホリノテラスでの空間活用に加え、令
和５年に開館予定の静岡市歴史博物館の
建設など、歴史資源を活かした取組が進
み、更なる発展が期待されます。いただ
いたご意見を参考に、「おまち」ファン
を中心として、人が人を呼ぶ仕掛けづく
りに取り組んでまいります。

○

いただいたご意見を参考に、グリーンス
ローモビリティ等による回遊性の向上
や、歴史インタープリターの育成などに
取り組んでまいります。

○
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質問１ 静岡都心のおよそ２０年後の目指す姿を『歴史とともに暮らす誇りを感じ、ワクワクする「おまち」』とすることについて、共感できますか。

質問２ 目指す姿を実現するための方針を『方針１ 歴史を身近に感じる』『方針２ 「おまち」のファンになる』『方針３ 心地よく暮らしやすい』とすることについて、また、方針に関わる９つの視点について、共感できますか。

質問３ このグランドデザインでは、２０年後の目指す姿の実現に向けて、どのような取組が効果的か考えています。どのような取組が効果的だと思うか、みなさまのアイデアがあればお書きください。

質問４ その他（自由記載） 【ご意見のタイトル】

238
②やや
そう思
う

静岡市には歴史資源が多くあるので、そ
の魅力をしっかりと伝えていくことはよ
いことだと思う。

②やや
そう思
う

デジタル等を活用し、若い世代に関心を持ってもらえる
ような取り組みが必要だと感じる。

【静岡市の今後について】

静岡市は人口の減少が著しいので、対策が必要であると
感じる。2040年時に目標についてどのように評価するの
かはっきり示したほうがよいと思う。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○
いただいたご意見を参考に、ＩＴを活用
した情報の共有などに取り組んでまいり
ます。

○

239
①そう
思う

静岡市は、天下統一を果たした家康公が
住んだ街として歴史的に大変貴重な場所
であると考えます。
また、日本が誇る「富士山」とのコラボ
レーションは、県外人、外国人からすれ
ば、なんだかワクワする気持ちにさせて
くれます。

①そう
思う

歴史資源をキーポイントとして、現代技
術と融合させていく考えに賛同します。
歴史資源を最大限有効活用し、それが観
光資源につなげられれば、より一層街の
振興が期待できる。

一助となれば幸いですが、
・歴史資源とプラモデルとをコラボさせた街づくりもよ
いかと思います。
・先端技術（ローカル５G）を利用し、街なかに仮想空間
上で、家康公やらその家臣（本多家、服部半蔵など）、
今川義元などを出現させるなどすれば、街全体が観光資
源とすることができるかもしれません。（すでに姫路城
で似たようなことをしていました）

【天守台からの富士山】

・実現性は低いと思いますが、、天守台を建設できれ
ば、そこから見える富士山は何者にも代え難い観光資源
の一つとなると思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

いただいたご意見を参考に、ホビーのま
ちとしてのファンの掘り起こし、ＡＲ・
ＶＲなどのデジタル技術を活用したまち
なかでの歴史体験の提供などの実現に向
けて取り組んでまいります。

○

240
①そう
思う

①そう
思う

241
①そう
思う

静岡都心の特徴を生かした「目指す姿」
になっていると思います。

①そう
思う

目指す姿に基づいて体系的な整理がされ
ていると感じました。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

242
①そう
思う

「（まちの）個性＝歴史」と「（静岡
の）強み＝ワクワク（イベント、買い
物、芸術、ホビー等）」の２つの要素が
入っていて良いと思う。

①そう
思う

歴史には「放置」「保全」「活用」の３つのフェーズが
あり、これまでは「保全」が主だったと思います。近年
は「活用」が進んでおり、歴史に人の目が向く機会が多
く出てきたと感じています。歴史は人の目に触れること
で益々輝いていくと思いますので今後も積極的な活用を
期待しています。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○
いただいたご意見を参考に、歴史資源を
活用した交流を推進し、歴史を楽しむ機
会の創出に取り組んでまいります。

○

243
②やや
そう思
う

基本的に共感できますが、あまり歴史歴
史せず控えろところは控えて出すほうが
いい

①そう
思う

京都や鎌倉など古都を感じることが出来
る街並みとすることは正直難しいと思う
少ない歴史資源でどこまでシビックプラ
イドを醸成するかがこれからの課題では
ないでしょうか

ウォーカブルなみちづくり　駅から国道１号　御幸通
り、呉服町通は人中心の道路として歴史を身近に感じや
すくした方がいい

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○
いただいたご意見を参考に、ウォーカブ
ルな都心部の実現に取り組んでまいりま
す。

○

244
①そう
思う

現状において、徳川、今川、お茶処をア
ピールしている割には和の風情、情緒と
いったものが圧倒的に不足している。
観光客増を図るためにもワクワク感は不
可欠だと思います。
現状では静岡駅を降りても何の情緒やワ
クワク感も感じられません。

①そう
思う

現状では、そのような要素が全く不足し
ているから。

現状、徳川、今川を前面に出し、お茶処をアピールして
いる割には街の景観に城下町や和の風情が圧倒的に不足
しているように思います。
そこで、JR静岡駅から駿府城公園、歴史文化施設、大河
ドラマ館に至るまでの導線(地下街、地上は御幸通り→北
街道→水落の交差点辺りまで)に城下町や和の風情を演出
する景観づくりを行い観光客や地元の人にも目的地への
道すがら情緒を感じてもらう取り組みを是非ともお願い
したいと考えます。
まずは、静岡駅を出た瞬間からワクワク感が感じられる
仕掛けが必要と感じます。例えば金沢駅の鼓門のような
インパクトのあるおもてなしの心をカタチに表したもの
が欲しいです。
県産の木材を多用して温かみと情緒のある景観を作って
いただきたい。
北街道のアーケードや交番等も和風テイストに改築すれ
ばかなり雰囲気も変わると考えます。あとは道中に江戸
期の茶屋を完璧に再現し、静岡茶や安倍川餅、その他甘
味、日本酒、蕎麦等を提供するなどしても面白いかと。
そして最終目標はランドマーク、観光の目玉としての駿
府城再建を希望します。
あとは中心市街地だけでなく郊外にも城下町を意識した
景観づくりをお願いしたいと思います。歩道橋やガード
レールの色、植栽や街路樹、街灯にも気を遣って欲しい
です。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、歴史が感じ
られる仕掛けづくりや歴史資源を活用し
たまちなみ形成などに取り組んでまいり
ます。

○

245
②やや
そう思
う

歴史資源は多数あるが、現状で認知度が
低いため、歴史を活かしたまちづくりの
イメージがしづらい。
文化としての大道芸WCや歩行者天国、古
くからの商店街などのイメージの方が強
く感じる

②やや
そう思
う

静岡市の武器として、具体的に何を活か
していけばよいのか分からづらい。これ
からの取組次第だが、強みとなるものの
言語化などブランディングを明確にして
いく必要があると感じる（平均的に高い
機能がそろっているが、尖った要素がな
い）

歴史文化拠点を中心とした静岡市の情報発信（商店街な
どとも連携必須）
民間との協働によるおもてなしの空間整備（人口減少を
する中で選ばれるまちとするために、来訪者が溶け込み
やすい滞留空間を整備）

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。いただいたご意見
につきましては、今後の検討の参考にさ
せていただきます。

○

いただいたご意見を参考に、歴史資源を
活用した新しい交流の推進や来訪者を惹
きつけ、やすらぎが感じられるおもてな
し空間づくりに取り組んでまいります。

○

246
①そう
思う

静岡市は今川氏や徳川氏など日本の歴史
上でも特に重要な人物ゆかりの歴史文化
があふれる地域だと思うから。特に徳川
家康が大御所として静岡にいた期間は日
本の首都だと言うこともできるし、江戸
時代が終わり明治時代への移り変わると
きの中心にいた徳川慶喜が住んでいたこ
となどもっと世の中に発信できる材料は
たくさんあると思う。

①そう
思う

歴史のまちづくりに必要な取組みが網羅
的に示されているため。

20年間継続的に取り組める共通の目標を静岡市に関わる
全ての人が持てるようにすること。特に20年間継続的に
取り組める誰もが共有できる目標を設定することが重要
だと思う。そういう性質のものであれば最初は小さなコ
トでも各所に波及させていくことができる。20年という
長いスパンで考えるのであれば、目先の成果にとらわれ
ず、塵も積もれば山となるや継続は力なりと言った考え
を持って取り組むべきだと思う。
おまちエリアを中心とする計画ではあるけれど静岡市で
一番観光客が訪れる認知度の高い歴史施設は久能山東照
宮だと思うので、そこを絡めたキャンペーンは需要があ
ると思う。
集客という観点では富士山を絡めた（富士山に行くので
はなく富士山を見る）ツアーは県外の方からも人気と聞
いたことがあるので、市街地のスポットと静岡市の歴史
に係る人物で富士山が好きな人（存在するのか不明です
が）を絡めた取組みもそこそこ需要があると思う。
大河ドラマで今川家の採用は絶対に地域を挙げて呼びか
けて言って欲しい。

静岡都心に存在している貴重な歴史資源
を活かしたまちづくりを進めてまいりま
す。いただいたご意見につきましては、
今後の検討の参考にさせていただきま
す。

○

方針１の「歴史を身近に感じる」では、
数多く残されている歴史資源を活用し、
価値を認識してもらえる取組を進めてま
いります。いただいたご意見につきまし
ては、今後の検討の参考にさせていただ
きます。

○

いただいたご意見を参考に、令和５年大
河ドラマ「どうする家康」との連携など
歴史資源を活用した新しい交流の推進に
取り組んでまいります。

○

247
①そう
思う

おまちに特別感を感じるから
①そう
思う

静岡のまちなかの特色を的確に表してい
ると思います

・グランドデザインを体現して、新しい時代に馴染んだ
「おまち」になっていって欲しいと思います。
・臨済寺が遠いと思います。

20年後の姿『歴史とともに暮らす誇りを
感じ、ワクワクする「おまち」』を目指
しまちづくりを進めてまいります。いた
だいたご意見につきましては、今後の検
討の参考にさせていただきます。

○

まちづくりの方針に基づくそれぞれの取
組を進めていく中で、歴史とともに暮ら
す誇りを感じ、わくわくするまちづくり
を進めてまいります。

○
いただいたご意見を参考に、魅力ある
「おまち」となるように取り組んでまい
ります。

○
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